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ま え が き

近年､児童生徒を取り巻く社会環境や生活様式が大きく変化 し､いじめ,不登校､保

健室登校､生活習慣病の兆候.薬物乱用､性の逸脱行動等児童生徒の心身の健康につい

てさまざまな間崖が提起されております｡

保障重には､このような様々な開度を背景に来室する児童生徒も多くなっており､こ

うした児童生徒に対する養護教諭の健康相談活動の充実を図ることが急務とされていま

す｡

このため､日本学校保体会では､平成2年度及び平成8年度に実施 した ｢保健室利用

状況に関する調査｣を踏まえ､保健室を訪れる児童生徒 ･教職員 ･保護者の実億､その

処置 .対応及び保健室登校の実態などを把握 し､健康相談活動の充実に資することを目

的として実態調査を実施 し､ここに調査結果を取りまとめ報告書を作成いたしました｡

本報告書が､養護教諭をはじめ多くの学校保健関係者の実践活動に十分活用されること

を心から期待 しておりますO

調査の実施にあたり､ご協力いただきました都道府県の教育委員会並びに加盟EZ]体､

養護教諭の方々に対 しまして､心から感謝申し上げます.

平成 14年 9月

財団法人日本学校保健会

会 長 矢 野 亨





7T点対敦佼及び回収率

訂玉村虫蚊の塩浜

2JE 事故JE■P暮■

(1)牡朕相成活動を行う相手先宝の有lt -

(2)杜媒細談活軸を行う相談室の許il形娠 ･

兼吉I軟論の叔育相談軒 (係)所属状改 ･

児jL生徒の r心の同店Jのために*謙教諭が搬耗真横をした帯例 ･

(1)iAL-1年r削こr心の間堵｣のために*;事載劫がJ8枚支任したす例がある学校の割合

(2)Ⅶ査暗点において r心の問題｣のために7t謙世論が蔽銘文損をしているヰ例がある

(3) 1校あたりの r心の間嘩J縫紋jEl憂平均事例放

(E)過去 1年間に r保雄垂登校｣をしている児玉生経がいた学校の糾合

(2)加証時点において r保睡室登校｣をしている児女生徒がいる年収の割合

(3) 1校あたりの r保蝕等登校｣平均児硬生徒数

兼吉や赦論の稚敬占己監

(1)スクールカウ/セラーの配置の有無

(2)兼稚救論との定期的な連絡･打ち合わせ等の会様の祈無

過去 1年rimに学校で把握した心身の鍵EJi閃朗の状況

(1)過去 1年間に竿牧で把握した心身の鯉康rL.R増の状況

(2)その他の疾患等の内容

8 故IAの仮払室flL用

9 保:I者の促NE茎利用

10 保体嘉の丘放 牧肯

())促杜垂の広さ

(2)保N!基の広さについての兼王事救ZAの耕足LF･

(4)保8t葺のパソコン投■状況

(5)体性等において音科を利用したり.学習するコーナー ･

(6)保鍵享のベッド救

(7)促鍵妻の屯弘について
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1章 調査実施要項





1 m 日Bq

保健室を訪れる児童生徒の主訴､症状､要因等を把握するとともに､養護教諭に求められている

健康相秋晴動等の知事戦や技術の向上に資する｡

なお､本調査は､平成2年度,及び平成8年度に実施した保健室利用状況に関する調査結果を踏

まえ､今回の調査結果との経年比較から､児童生徒の健康間榎の推移についても把握し,分析する

こととした｡

旦｣■王姐 __________- -

全国の小学校､中学校､高等学校から抽出した1,128校において,調査期間内に保障室に来室し

た児童生徒すべてを対象としたD

また､保健室外で養護教論が相故や個別指導を行った場合も対象とした｡

調査対象校の抽出は各都道府県学校保健会に依頼した｡

3 ZIl暮時JA

平成13年10月初旬の連椀する6El間 (月曜El～土曜El)

但し､祝日､その他,ある曜日が抜けた場合は､別の遇の同じ曜日で補うこととした｡

4 tll暮内容 ･方法

調査は､次の3種類の調査粟により実施した｡

調査廉は､調査対象校の属性を把握するための ｢学校基礎調査票｣と､保健室に来室した児童生

徒の個人調査のための ｢保健室利用カー ド｣である｡なお,それぞれの ｢保脚 ｣用カード｣に対

応して記録する r養護教諭の記録｣を活用した｡

質問紙調査票 (資料編参照)

(1) (様式 1)保鵬 利用カード-･-･利用者毎に各1枚

･小学校用 ｢はけんしつりようか- ど｣

･中高生用 .r保健室利用カ- ド｣

(2) (様式2)養護教諭の記録･･---利用者伝に各1枚

(3) (様式3)学校基礎調査票-･･････調査対象校に各 1枚



調査対象校及 びその在籍児 童生徒数 は .以 下の とお りであ る｡

本調査は､平成 8年度調 査 の概ね 3倍 の規模 で実施 した ものである｡

表-1 調 査対象校及 び在籍児童生徒数

学校敢 (H13) 単位 横. ( )内は%

全 体 ※回収数 回収率 学校基礎Pl査回収歎 回収率 及び兼gE教始の7己魚回収欺 回収率

小 学 校中 学 校 375 (99375 (997)7) 374 (99374 (995)5) 辛 (99(997)5)

~京毒蚕豆~ 375 (997) 375 (997) 375 (997)

※ 全休の回収軟の中には r学校基礎31査lのみ回収､または ｢保牡蓋利用カー ド｣及び
r兼学裁泊の妃位Jのみ回収された学校を含んだ散となっている,

学校救 (対比) 判立 校. ( )内は%

HIS H8 H2

学校散 回収中 学校数 回収中

亭~音 校 375 (99.7) 124 (100.0) 329 (100.0)

盲 毒毎佼 375 (99.7) 124 (100.0) 328 (99.7)

H13 J H8 H2

男 子 女 子 合 計 l男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計

′小学 校 低学年中学年 23,80723.83424.l3771.778 22,29422,623 46,10146,457 20.569 29.419 27,796 57,2】5

21.746 29.883 28,263 58.146

ホ学年 23.07867.995 47.215 ll.913 ll.303 23,216 32,433 30.666 63,099Fト 139.773 33.619 31.912 65,531 91,735 86.725 178.460

中 学 校 1年生 22.787 21.78722.255 44.574 日.123 ー0.670 2】,793 33.t56 31,125 64.28l
2年生 23.412 45.667 ll.336日.328 10.6)4 21,950 34.237 32.044 66,281

3年生!十 24.320 22.74966.791 47.069 )0,636 21.96465,707 35.700 33.495 69.19570,5]9 137.310 33,787 31.920 103.093 96.664 199.757

木等学校 1年生 45.19344.766 45.75845.807 90,95190.573 16,822 l6.544 33.366 57,944 55.336 ll3.280
2年生 l7,195 )6,629 33.$24 58.324 56.048 114.372

3年生汁 44,584134,543 46.359 90,943 17.009 】7.082 34.091 58.005 55.123 113.128137.924 272.467 51.026 50.255 lot.281 174,273 166.507 340.780



6 t用査 対象校の規7t

調査対象校の児童生徒数規模は､以下のとおりである｡

衷-2 児童生徒数規模即相同査対象校数

小学校 耶イ立 校, ( )内は%

小搬模 辛(400人以上 大Bl膜(700人以上) 合 計

H13 学校数 22】 103 50 37′】
(構成比) (59.l) (27.5) (l3.LL) (LOO_O)

H8 学校数 39 58 27 12∠】
(絹成比) (31.Ll) (Ll6.8) (21.8) (100_0)

H2 学校数 〕OS 126 96 325

lrJ学校 叫位 校. ( )F～は%

小規模(LIO0人未満) fFJ励模(100人以上700人未済) 大規模 合 計

日13 I+'i:校数 22fl 日3 37 374
(構成比) (59.9) (30.2) (9.9) (100.0)

1-I8 竿校教 39 58 27 124
(構成比) (3L4) (46.8) (2l.8) (100.0)

H2 ′芦模倣 66 lLl5 日2 323

打方等IIL按 LiiLlf 校, ( )内は%

中規模 人脱摸 合 計

‖Iつ 学校数 )78 197 375
(手書成比) (47.5) (52.5) (100.0)

H8 学校数 53 7l 12′l
(肌7*比) (42.7) (57.3) (100.0)

l-l2 学校数 73 2′17 320





2章 学校基礎調査編

(学校単位の集計)

注 .固､表タイ トルの文尾の (H13)は平成13年度結果を示す｡

･(対比)は平成2年度結果と平成8年度結果､及び平成13年度結果の比較を示す｡

･平成 13年度!阿査における過去 1年間とは､平成12年10月から平成13年9月を示す｡

･平成8年度訴査における過去1年間とは､平成7年10月から平成8年9月を示す｡





(1)健康相扱活動を行う相談室の有無

○ 学校内に相牧童 (保健室に付随した相淡墓､または保健室内の相淡コーナー)がある
学校の割合は､小学校369%､中学校495%､高等学校568%である｡

表-3 健康相軟活動を行う相談室の有無別学校数 (H13)

糾1j: 校. ()内は%

小学佼 中学校 向等学校 合計

有 l38 (36.9) )85 (49.5) 213 (56.8) 536 (̀l7.7)

也 233 (62ー3) 185 (49.5) 】60 (42.7) 578 (51.5)

無回答 I (0_8) 4 (1.り 2 (0.5) 9 (0.8)

m

紙

脚

蛾

m

仇

56.8
49_5

36.9.9

小学校 中学校 高等学校

図-1 健康相談活動を行う相鉄重 ｢有Jの学校の割合 (H13)



(2)健康相駁活動を行う相談室の設置形態

○ 相談室がある学校の中で､保健室に付随した相談室を持つ学校の割合は､小学校268%､

中学校427%､高等学校455%である｡

○ 保健室内に相談コーナーとして設けられている学校は､小学校833%､中学校730%､

高等学校737%である｡

表-4 相鉄垂 ｢有｣の学校における相談室設置形態 (H13) (複数回答)

判立 校, ( )内は%

小学校 中7校 布等学校 合計

保他室内の柏散コ-ナ- 115 (83.3) l35 (73.0) l57 (73_7) 107 (75_9)

鵬

約

m

仏

紙

仇

83.3 73.0 73_7

小学校 中学校 高等学校
(138校) (185校) (213校)

□保健室に付随した相談室 白保健室内の相談コーナー

※()内は相鉄室 ｢布｣の学校数

図-2 相牧童 ｢有｣の学校における相牧童設置形態 (H13) (複数回答)



Et教ZJlの教育相書帯fES(係)所A状況

○ 養護教諭の教育相談部 (係)-の所属状況は､小学校612%､中学校658%､高等学校

693%であるc

O 平成8年度調査結果との比較では､どの校種においでも教育相談部 (係)所属は増加し
ているb

表-511 養護教諭の教育相談部 (係)-の所属状況 (H13)

1削立 校. ( )内は%

小′半枚 早/+I:校 合計

所AAしている 229 (61r2) 2Ll6 (65.8) 260 (69_3) 735 (65.JI)

L3LL (35_8) 113 (30.2) lO5 (2B.0) 352 (31.3)

ll (2.9) 15 (LL.0) 】0 (2_7) 36 (3_2)

01 20% 40% 60% 801 100%

E3所属している □所属していない □無回答

tgl-3-1 養護教諭の教育相談部 (係)-の所属状況 (H13)

表15-2 孝譲教諭の教育相談部 (係)-の所属状況 (対比)

糾正 使. ( )内は%

小学校 rー1学校 合計

H2 所属している )08 (32.9) 97 (29_5) 129 (39.3) 334 (33_9)

日8 所舶している 76 (61_3) 69 (55,6) 77 (62_l) 222 (59_7)

…

印

紙

m

帆
i M i ; l r 拒 l

小学校 中学校 高等学校

□H2 【∃H8 日H13

図-3-2 養護教諭の教育相談部 (係)への所属状況 (対比)
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3 Uilf生徒の ｢心の間瀬 Jのために書触 始が浪曲壬控をLた:暮功

(1)過去 l年間に r心の間悠Jのために兼捷教輪が織機支援した事例がある学校の割合

○ 過去 1年間に､ ｢心の間舷｣のために養護教諭が継続支援をした事例がある学校の割合

は､小学校717%､中学校922%､高等学校965%である｡

○ 平成8年度調査結果との比較では､中学校､高等学校が増加している｡

表-6 過去1年間に ｢心の問題｣のために養護教諭が継続支援をした事例の

有無別学校数 (対比)

中位 校, ( )内は%

ll l18 H13

有 95 (76_6) 109 (87_9) ll3 (91.1) 268 (71.7) 345 (92.2) 362 (96.5)

一旺 28 (22.6) 12 (9.7) 10 (8.1) LO5 (28.1) 26 (7.0) 12 (3.2)

無Ld答 i (0.8) 3 (2..1) 1 (0.8) l (0.3) 3 (0_8) 】 (0.3)

m

m

…

蛾

m

仇

7 87_9 92-2
87_9 92-2

小学校 中学校

□H8 回H13

図-4 過去 1年間に ｢心の問題｣のために養護教諭が

継続支援をした事例がある学校の割合 (対比)



(2)調査時点において r心の問堀｣のために兼注教諭が継続支援をしている事例がある学校の割合

○ (I)の事例のうち､調査時点において､ ｢心の問周｣の継続支援事例がある学校の割合

は､小学校553%､中学校829%､高等学校875%である｡

○ 平成2年度調査以来､いずれの佼種においても増加傾向にある｡

蓑-7 調査時点において r心の問牌｣のために蓑護教諭が継続支援をしている事例の

有無別学校数 (対比)

lF1位 校. ( )内は%

H2 日8 トー】3

小学校 lr将 校 小学校 1 [岬 校 /ト′芦校 LIJ学校 極 耶 :佼

イr 150 234 22t) 57 94 99 207 310 328
(4().3) (72_4) (70.6) (Ll6.0) (75_8) (79.8) (55.3) (82_9) (87.5)

- 172 88 94 66 27 24 l66 61 46

(53.1) (27_2) (29.,I) (53.ど) (2L8) (19.4) (Ll4.一り (16.3) (12.3)

▼Ldモ 2 l 0 l 3 】 I 3 1
(0_6) (0_3) (0_0) (OrB) (2_4) (0.8) (0.3) (0.8) (0.3)

合 計 32▲】 323 320 L24 124 l24 374 374 375
(too.O) (loo.0) (loo.0) (loo.0) ()00_0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

m

約
m
蛾

m

仇

75.8 82.9 798 87_5

55.346.3 46.0 ′

小学校 中学校 高等学校

□ H2 ■ H8 E】H13

図-5 調査時点において ｢心の問題｣のために蓑譲教諭が継続支援をしている事例がある
学校の割合 (対比)



(3) 1枚あたりの r心の問題｣継続支援平均事例赦

○ 過去1年間に､養護教論が ｢心の問題｣のために継続支援をした事例のある学校の1校あ

たり平均事例数は､小学校34件､中学校88件､高等学校130件である｡

○ 調査時点において､ ｢心の問題｣の継続支援をしている事例がある学校の1校あたり平均
事例数は､小学校23件､中学校52件､高等学校 66件で､平成8年度調査結果との比較で

は､特に中学校で増加している｡

表-8 r心の閉居｣の継続支援事例数 (対比)

日2 トー8 l Hl3

('it2JH ) 諸芸 P1年乍蚊(328校) 小ノ討究(L24校) 中草較(l2Ll蚊) 高等学校(】24校) ('去,認 品譜 高等学校(375m)

過ム1年rmのの推挽文様 95 109 lり 268 345 362
440 881 ).LL88 895 2.9')3 4.456

1校あたり平均 JL.7 8.4 [3,5 3.4 8_8 l3_0

a査時点のr心のrHl一割の府政文理 l50 234 226 57 94 99 207 3LO 328
&例数 (件) 172 34l 6日 Li79 L.6t3 2.179

1校あたりiF均 3.0 3_6 6_2 2.3 5.2 6.6

?企時点の支頓事例敷別学収散(上段 :佼下段 :%)事例歎 l作 62(42_8) 56(2LL9) 49(22_l) 24(12.2) 26(27.7) 17(17_2) 70(33r8) 56(18.L) 57(17.4)

事例赦2件 35(24.1) 5:i(23_6) LlT(2l_2) 8(l4.0) 】7(18.i) 20(20.2) 75(36.2) 51(16.5) 55(16.8)

事例赦3件 20()3.8) LL4(19.6) ']3(19_Jl) 日(19.3) 21(22.3) 16(16_2) 29(14_0) 58(18_7) Il7(14.3)

事例数4-9件 2:～U5,9) 58(25,8) 67(30,1) 】0(17.5) 23(24.5) 30(30.2) 33(15.9) 109(35.2) 96(29.3)

事例赦10件以上 5(3.4) lil(I).'1) l6(7_2) 4(7.0) 7(7.4) l6116_2) 0(0_0) 36(lL.6) 73(22.3)

13.5 ー3.0

8.4 8.8
4.7 3.4

小学校 中学校 高等学校

ロH8 E)H13

図-6 過去 1年間の1校あたりの r心の問題｣継続支援平均事例数 (対比)

9件

6件

3件

o件

62 6J6

3.63.0 5_2

小学校 中学校 高等学校

□H8 ■】H13

図-7 調査時点の1校あたりの ｢心の問題｣継続支援平均事例数 (対比)
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(1)過去1年間に ｢保健室登校｣をしている児童生徒がいた学校の割合
○ 過去1年間に､ ｢保健室登校｣をしている児童生徒がいた学校の割合は､小学校291%､

中学校634%､高等学校485%である.

0 平成8年度調査結果との比較では,小学校においては減少しているが､中学校､高等学

校では増加している｡特に､中学校での増加は顕著である｡

注)保線室登校とは､常時保健室にいるか､特定の授業には出席できても､学校にいる間

は圭として保健室にいる状態をいう｡なお.保健室に隣接する部屋にいて､養護教諭が

主に対応している場合も ｢保健室登校｣とする｡

表-9 過去1年間に ｢保健室登校｣をしていた児童生徒の有無別学校数 (対比)

lli位 佼 ( )内は%

ll ll8 Ht3

有 Ll6 (37_L) 72 (.58.1) .55 (41.1) log (29.1) 237 (63.Ll) 182 (48.5)

無 77 (62_l) 51(1l.[) 69 (55.6) 263 (70.3) 137 (36.6) 192 (51.2)

無回答 J (0.tI) l (0.8) 0 (0.0) 2 (0.5) 0 (0.0) 1 (0.3)

合 計 l24(loo.0) l2∠l(100.0) 】24(】00.0) 37Ll(100.0) 37′】(100.0) 375(100.0)

肌

肌

仇

仇

仇

小学校 中学校 高等学校

□H8 OH13

図-8 過去1年間に ｢保健室登校｣をしている児童生徒がいた学校の割令 (対比)



(2)調査時点において ｢保健室登校｣をしている児童生徒がいる学校の割令
○ 調査時点において､ ｢保健室登校｣をしている児童生徒がいる学校の割合は､小学校

123%､中学校455%､高等学校229%であるO平成2年度調査結果と比較すると､全体的

に増加傾向にあり､平成8年度調査結果との比較では､中学校での増加の割合が大きい｡

表-10 調査時点において ｢保健室登校｣をしている児童生徒の有無別学校数 (対比)

ll1位 校, ( )内は%

H2 H8 H13

′ト学校 rrl学校 小学校 中学校 小学校 中学校

布 23 75 26 】5 46 24 46 170 86
(7.1) (23.2) (8.1) (12.り (37.1) (19.4) (12.3) (45.5) (22.9)

+ 380 2一18 29Ll 108 77 loo 326 204 288

(92.3) (76.8) (91.9) (87.I) (62.1) (80_6) (87_2) (SJL5) (76_8)

無Ld答 2 0 0 1 1 0 2 0 1
(0.6) (0_0) (0_0) (0_8) (0_8) (0.0) (0.5) (0.0) (0.3)

合 舌｢ .125 323 320 J24 124 L2Li 374 374 375
(】00.0) (100.0) (loo.0) (LOO.0) (loo.0) ()00.0) ()00_O)(loo.0) (loo_0)

60～

401

20ヽ

0ヽ

37_123.2 】 45.5 22_9

12.7,1 1 12.3 8.1 19.4号it畢≡:Tu!:日買言1

小学校 中学校 高等学校

□H2 E)H8 ⊂】H13

図-9 調査時点において r保健室登校｣をしている児童生徒がいる学校の割合 (対比)



(3) 1校あたりの ｢保健室登校｣平均児童生徒数

○ 過去 1年間に､ ｢保健室登校｣をしている児童生徒がいた学校の1校あたり平均人数は､

小学校16人､中学校33人,高等学校24人であるb

O 調査時点において､ ｢保健室登校｣をしている児童生徒がいる学校の 1校あたり平均人
数は､小学校14人､中学校23人､高等学校15人であり､平成 8年度調査結果と比較する

と､中学校で増加 しているo
真一11 ｢保健室登校j児童生徒数 (対比)

l) H2 l-l8 l H13小学校(328校) 中′IT>段(329校)諭等学校(32tE較) (Jに2̂# ) 中学校(124校)高博学額(l2Ll蚊)('i篭 I諸 宗 高等学校(375校)

過去 1年rulの保鍵韻盤佼 LL6 72 55 】09 237 182

77 柑7 133 175 763 430

(人/伸一K. L.7 2.6 2,4 L6 3.3 2.4

訴企時点の縦軸基澄校 23 75 26 15 LIB 2.1 46 170 86
28 Jl0 .引 23 83 36 64 398 】29

(A/a)# I.3 1.5 l.3 ).5 I.8 l.5 1_4 2.3 1_5

保健基盤佼一人 l4(66_7) 50(67.6) 18(75_07 lO(66.6) 24(52.2) 15(62ー4) 33(7l.7) 77(.l5_3) 55(6Ll.0)
保体茎また佼2人 7(33.3) 16(21.6) 5(20,8) 3(20.0) l2(26.日 7(29.2) 9(19.6) 41(24_1) 22(25.6)

保畦室丑校の人教則学校卓(上段:佼TJ#:%) 0(0.0) 6(8.1) l(JI.2) 】(6.7) 6(13_0) I(Ll.2) 3(6.5) 20日1.8) 7(8_J)

0(0.0) 1(】.4) 0(0.0) -(6.7) 3(6.5) l(4,2) 】(2.2) 29(l7.1) 2(2.3)

0(0.0) l(1.1) 0(0.0) 0(0.0) l(2.2) 0(0.0) 0(0.01 3(1.8) 0(0.0)

2.61.7 1.6 3_3 2.4 2ー4

小学校 中学校 高等学校

□H8 □H13

図一10 過去 1年間の 1校あたりの ｢保健室登校｣平均児童生徒数 (対比)

2.3I.81,5 14 1.5 1.5,5 14 1.5 1.5

小学校 中学校 高等学校

ロH8 ロH13

図一日 調査時点の 1校あたりの ｢保健室登校｣平均児童生徒数 (対比)
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○ 調査対象校において､養護教諭が複数配置されている学校の割合は､小学校45%､

中学校61%､高等学校139%であるO

注)平成8年度における複数配置の基i掛ま､30学級以上であった｡

平成 13年度は､′ト学校851人以上､中学校 ･高等学校801人以上が複数配置の基準

となった.なお.平成 13年度における基準は.第7次 (公立義務教育諸学校)

第6次 (公立高等学校)定数改善計画実施の初年度にあたる.

表-12 養護教諭の複数配置状況 (対比)

qi位 按, ( )内は%

118 H13

小学校 中学校 l 拓等学校 小学校 小学校 高等学校

複救民fN 5 (4.0) 6 (4.8) 】6 (12_9) l7 (LL5) 2:～ (6.1) 52 (l3.9)

一人自己笹 119 (96.0) 日7 (94.4) 108 (87.1) 356 (95.2) 351 (93.9) 323 (86.1)

tLg]首 0 (0.0) 1 (0.8) 0 (0.0) 】 (0.3) 0 (0.0) 0 (0.0)

83
8へJ8
3

HH
HHH
H

[且
[且
[

且
01 20% 40% 60% 801 100%

Ea複数配置 ロー人配置 □無回答

図-12 兼官声教諭の複数配置状況 (対比)



6 スクールカr)ンセラーの1配t■

(1)スクールカウンセラーの配置の有無

○ 調査対象校において,スクールカウンセラーが配置されている学校の割合は､

小学校53%､中学校332%.高等学校77%であるo

表-13 スク-ルカクンセラーの配置状況 (H 13)

qi位 校. ( )内は%

ltT l 小-20学校 (5_3)I I】24乍校(33_2)r 市等29学校(7.7)l 173計l (15,4)
353 (94.4) 2Ll8 (66.3) 346 (92_3) 917 (8,I.3)

E3有 □無 口無回答

図113 スクールカウンセラーの配置状況 (H13)

(2)at譲教静との定期的な連絡 ･打ち合わせ等の全紙の有無

○ スクールカウンセラーの配置がある学校の中で､養護教諭との定期的な連絡 ･打ち合わ
せ等の会議を行っている学校の割合は､小学校450%､中学校613%､高等学校414%で

ある｡

表114 スクールカウンセラー T有｣の学校における養護教諭との

定期的な連絡 ･打ち合わせ等の会議の有無 (H13)

luI立 校, ( )内は%

小′学校 rfl 計

有 9 (45.0) 76 (61.3)l 12 (41.4)l 97 (56.1)

0% 20% 40㌔ 6(n 8仇

EP有 □無

図-14 スクールカウンセラー ｢有｣の学校における養護教諭との
定期的な連絡 ･打ち合わせ等の会議の有無 (H13)
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7 過去 1年lⅥ[=学校で1円据lた心身の健El問題の状況

(1)過去 1年間に学校で把握した心身の健康問題の状況

○ 過去1年間の心身の鍵康問題の状況として､ ｢摂食障害｣､ ｢精神疾患あるいは心身症｣

rいじめ ･友人関係｣, ｢児童虐待｣､ r糖尿病｣, ｢腎臓病｣､ ｢心臓病｣､ rぜんそ
く｣､ ｢ア トピー性疾患｣等に該当する児童生徒の有無について､医師の判断や養護教諭

の観秦などを参考に回答を求めたところ,小学校､中学校､高等学校ともに､ ｢ぜんそく｣

が最も多く､小学校914%.中学校904%､高等学校912%となっている｡

○ 次に多いのは､小学校､中学校､高等学校のいずれも ｢ア トピー性疾患｣である｡

○ 心身の健康問題のうち､心の健康問題でみると ｢いじめ ･友人関係｣が小学校291%､

中学校599%で最も多く､高等学校では ｢精神疾患あるいは心身症｣の680%である｡

○ 健康間馴 J児童生徒数でみると､小学校､中学校､高等学校のいずれも ｢ア トピー性疾

患｣が最も多い.

表一15 過去 1年間に学校で把握した心身の鯉康問題の有無別学校数 (H13)

恥LiL 校. ()巾は%

披食陣'A( 掃神疾患あるいは心身症 いじめ .友人脱係 児塵Jb持 糖尿病 腎*稲 心一l柄 ぜんそく アトピー性疾也

小 学 校lV=374 イIT 19(5.1) 56(15.0) (29109.1) 62(16_6) 41(HrO) 13B(36.9) 23ー(6L8) 342(91_4) 335(89.6)ヽ 355(94.9) 318(85.0) 265(70.9) 3L2(83_4) 333(89.0) 236(63.E) (38432) 32(8_6) 39(lO_JI)

合計 374(】00.0) 374(100.0) (10 740) (10 7Llo) 374(LOO.0) (一oo740) 374(一oo.0) 374()00.0) 374(100.0)

中 学 校N=374 有 7g(2】_1) lJIO(37.1) (5 249) 50(13_JI) 7′i(19.8) (d 733) 236(63.1) 338(90.4) 326(B7.2)I 295(78.9) 234(62.6) (4 50い 324(86.6) 300(80.2) 20l(53.7) (3 389) 36(9.6) 48(12_8)

合計 37′1(]oD.O) 37′t(100.0) 37′l(100.0) 374()00.0) 374(100.0) 37Ll(loo.0) 37′l(loo.0) (lO 710) (10 740)

満等学校N=375 {一 187(49.9) 255(68.0) 216(57.6) 34(9.】) 154(LH.I) 263(70.1) 299(7～I.7) 3JL2(9l.2) 336(89_I))■ 188(50.】) (32200) 159(42.4) 34】(90.9) 22J(58.9) (2 129) 76(20.3) 33(8.8) 39(10.4)

合計 375くIOO.0) 375(100.0) (10 750) 375(loo.0) (100750) 375‖OO_0) (10 750) 375(JOG_0) 375(loo.0)

合 計N=LL23 有 285(25.Jl) 45】(10_2) 549(48_9) (l3460) 269(24ー0) 574(51｣) 766(68.2) 1022(別.0) 997(88.8)I 838(74.6) 672(59.8) 574(51.1) (87770) 854(76_0) 549(48_9) 357(31_8) 10】(9_0) 126(ll.2)

表1 16 過去 1年間に学校で把捉した心身の健康問題別児童生徒数 (H13)

刊査対粂児塞生徒数 横食F#舎 捕神疾恕あるいは心身症 い じ耳).友人rM併 児童虐待 輸朕病 腎l一柄 心一l柄 ぜんそく アトピー.性疾瓜

小 学 校 139,773 20 】05 356 い】0 52 275 I.LO2 5.853 6,376

中 学 較 】37,3】0 lO6 278 L.182 8Jl 97 423 L.285 4,253 Jl.96Lt



(2)その他の疾患等の内容

○ 学硬基礎調査票 ｢12 ⑩その他｣の棚に記載のあった学校は､小学校 132校 (調査対

象校の353%)､中学校 133校 (調査対象校の356%) ､高等学校 174校 (調査対象校の

464%)であった｡その主な心身の健康問題は以下の とお りであるO

義一I7 学校基礎調査票 ｢12 ⑩その他｣の主な記載内容 (H 13)複数回答

小学校 中早佼 高等学校

学校数 総人数 B/I:校数 総人数 学校数 総ヽ

(按) (人) (校) (人) (枚) (人)

心の性腺rul扮 1 ADHD H 21 5 5 0 0

2 16 25 25 Ll5 Ll 6

3 その他の榊神疾心 8 =ー 14 56 22 79

4 5 6 日 37 日 81

5 てんかん 32 87 36 】07 43 l22

6 7 lg 3 3 1 -9

身体の随康開磨 7 熟色体異常 lO 1L､ I 2 I 3

8 先天有形 日 日 8 8 7 8

9 代謝gt.甫 Jl 4 l I 3 Ll

10 栄農陪賓 2 4 1 1 2 3

H 肥満 2 46 1 1 I 5

12 低身長 l 日 2 2 l 1

13 9 l7 l5 28 29 10

日 2l J6畠 】3 73 13 282

】5 感染症 0 0 3 3 2 LS

】6 神経疾.FA 20 26 2′】 32 29 50

17 筋疾.lil 氏 9 l 2 8 23

】8 16 19 l2 1g 10 1.t

19 Jt 26 2.5 61 41 155

20 15 l6 20 27 45 86

21 8 8 l2 25 )8 34

rj 2 2 4 JI 3 5

23 7 7 】0 10 37 Ll7

24 肝肋疾,ril 4 5 6 9 15 17

25 3 3 1 1 2 2

26 耳鼻淋疾Lil 7 2】 】7 lg l3 26

27 眼科疾.IRt 5 6 5 日 】0 18

28 0 0 5 35 3 3

29 賭蛸性状他 l4 14 LLL ]8 20 18



L Aの俣1亜軍利 用

○ 調査時点の一遇間で教I鼓員が保鯉室を利用した1校あたりの平均人数では､小学校92人

中学校107人,高等学硬 139人である.内容別にみると､小学校では r児ji生徒の身体の

問題についての相鉄｣が26人と最も多く､中学校 ･高等学校では r児東生徒の心の問題に

ついての相談｣が36人となっている｡

表118 祈査時点の一遇間における載積負の保健室利用者数 (H 13)

単位 人

IjE対政学校赦※ ノ仁人の体のFmJF ノ中人の心の閑地 児丑4=.経の身体の閃也 児丑年徒の心の問題 斉科,故材についての相談 その他 合計

小 学 校 366 377 l36 953 750 351 807 3,37Ll

rTl辛 368 J127 L95 815 1.329 2Ll4 938 3,948

※ r13 この-igrmにおける教書日のty-鍵塞利JFlについて｣の股Ilq(D一一⑥で全て′仁だ人の′紺 は
ih蒙対象学校故から除外

表119 1河査時点の一週間における教横長の 1校あたり平均保鍵塞利用者数 (H 13)

単位 人

JF̂ の件の一句届 本人の心の同噂 妃<生徒の身体の同期 児t生8-の心のRlj転 賢科.故61についての巾手 その他 合計

小 学 t女N=366 I.0 0.4 2.6 2_0 l_0 2.2 9_2

中 学 校N=368 I.2 0.5 2.2 3.6 0.7 2.5 lO.7



○ 調査時点の一過閥で保護者が保健室を利用した1校あたりの平均人数では､小学校24人
中学校20人､高等学校18人である｡内容別にみると､小学校､中学校､高等学校のいずれ

i)r児童生徒の間髪副こついての相談｣が息も多く､小学校11人､中学校09人､高等学校

12人となっている｡

表-20 調査時点の一週間における保護者の保健室利用者数 (H13)

蝉位 人

3f査対穀讐 故 日日l歯 本人の心や体のtr:f威 その他 合計

小 学 校 355 379 l2Ll 3LIO 843

11宇 検 357 307 】96 222 725

P.JS学校 350 4日 95 122 628

※ rI4 この一過r抑こおける保強者の保健基剤mについて｣の設㈹①～③で全て未FLi!人の学校は
謝査対奴学校数から除外

表-21 調査時点の一週間における保護者の1校あたり平均保健室利用者敬 (H13)

恥は 人



(1)保健室の広さ

○ 小学校､中学校､高等学校ともに､ 1教室が最も多く､小学校553%､中学校602%､

高等学故 683%となっている｡

○ ′ト学校366%､中学校327%の学校は､ 1教室より狭い保健室である｡

表一22 保健室の広さの状況 (H 13)

脚立 校, ( )内は%

小学校 中学校 合計

46 (】2,3) ･= (ll.0) { (l.6) 93 (8.3)

o_5教室 91 (2Ll.3) gl (21.7) 41 (10.9) 213 (t9.0)

1数塞 207 (55.3) 225 (60.2) 256 (68.3) 688 (61.3)

1.5教室 26 (7_0) 2l (5.6) 62 (16.5) 109 (9.7)

2教室 2 (0.5) 1 (0.3) 3 (0.8) 6 (0.5)

0 (0_0) I (0.3) 4 (l.り 5 (0.4)

無回苓 2 (0_5) 4 (1.1) 3 (0.8) 9 (0.8)

口05教室兼溝 口05教室 田 1教主 □15教室

+ 2教室 E)25教室以上 口無回答

図-15 保健室の広さの状況 (H13)



(2)保健圭の広さについての養護教諭の満足度

○ 保健室の広さについて ｢今の広さで良い｣と回答した割合よりも､ ｢今の広さでは狭い｣

と回答した割合が高く､小学校545%､中学校543%､高等学校528%となっている｡

表一23 保健室の広さについての養護教論の満足度 (H 13)

t糾立 校, ( )内は%

小学校 中乍校 両帝学校 合計

今の広さで良い l57 (LI2.0) L57 (.12.0) 15∠l (41.1) 468 (41.7)

204 (54_5) 203 (54.3) )98 (52.8) 605 (53.9)

無回答 13 (3.5) LLl (3_7) 23 (6.1) 50 (4.5)

□今の広さで良い D今の広さでは狭い □無回答

図116 保健室の広さについての養護教諭の満足度 (H13)



(3)保健室の空調投備

○ 保健室に冷房設備がある学校の割合は､小学校575%､中学校594%､高等学校768%と

なっている.
0 保健室に暖房設備がある学校の'割合は､′ト学校869%､中学校834%､高等学校872%と

なっている｡
○ 保健室に空気清浄装置がある学校の割合は､小学校59%､中学校96%､高等学校104%

となっている｡

表一24 保健室の空調設備の有無別学校数 (H13)

ifi位 按, ( )内は%

小学校 中学校 計

生 158 (JI2.2) lらl (LlO.4) 86 (22_9) 395 (35_2)

無匝】答 I (0.3) l (0_3) 1 (0_3) 3 (0_3)

合 計 37LZ (100.0) 37JI (100.0) 375 (100.0) ll23 (loo.0)

暖D;a傭 布 325 (86.9) 312 (83.4) 327 (&7.2) 964 (85.8)

+ 18 (12.8) 61 (16_3) 43 (ll.5) 152 (13.5)

窯回答 1 (0.3) 1 (0.3) 5 (】.3) 7 (0ー6)

合 計 374 (loo.0) 374 (100_0) 375 (100.0) 1123 (ZOO.0)

電気柵沖班世 育 22 (5.9) 36 (9_6) 39 ()0.Ll) 97 (8.6)

Jk 31l (9l_2) 326 (87_2) 321 (85.6) 988 (88,0)

無回答 ll (2.9) 12 (3.2) 15 (4.0) 38 (3_1)

珊

m

m
仙

m

仇

小学校 中学校 高等学校

口冷房設備 □暖房設備 ■空気清浄装置

図-17 保健室に空調設備のある学校の割合 (H13)



(4)保健室のパソコン設置状況

○ 保健室に/(ソコンがある学校の割合は､小学校158%､中学校235%､高等学校656%

となっており､校種間に格差がみられる｡

○ 保韓室にパソコン r有｣の学校における1校あたりのパソコン平均台数は小学校10台
中学校10台､高等学校11台となっている｡そのうちインターネット･電子メールが使用

できる1校あたりのパソコン台数は小学校04台､中学校05台､高等学校05台となって

いる｡

義 一25 保健室のパソコン設置の有無別学校数 (H 13)

卿立 位, ( )内は%

′ト学校 中学校 応等学校 汁

I 59 (L5.8) 88 (23.5) 246 (65.6) 393 (35.0)

315 (84.2) 285 (76.2) l29 (34.4) 729 (64.9)

+ 書 0 (0.0) 1 (0.3) 0 (0.0) I (0.l)

合 計 374 (100.0) 374 (100.0) 375 (100.0) 1123 (100.0)

ノト学校 中学校 03% 高等学校

□有 □無 口無回答

図-18 保健室のパソコン設置の有無別学校数 (H13)

表-26 保雄室にパソコン ｢有｣の学校における1校あたりパソコン平均台数.
及びインターネット･電子メールが使用できる平均台数 (H13)

liil立 台

小p芦佼 中学校 合計

】_0 】.0 ll L]

インターネット一 0_4 0.5 0.5 0_5



(5)保健圭において資料を利用したり.学習するコーナー

○ 児童生徒あるいは教碓負が資料を利用したり､学習するコーナーがある学校の割合は､

小学校628%､中学佼626%､高等学校581%となっている.

表-27 保障重において児童生徒あるいは教林見が姿料を利用したり､

学習するコーナーの有無別学校数 (H13)

叫立 校, ( )内は%

小学校 ヰ草佼 拓等学校 合計

有 235 (62.8) 234 (62.6) 2I8 (58.1) 687 (6Ⅰ.2)

* 134 (35_8) 133 (35,6) )53 (40.8) 420 (37.1)

無回答 5 (L3) 7 ().9) 4 (1.1) 16 (1.Ll)

中学校

ロ有 □無 口無回答

図-19 保鍵重において児童生徒あるいは教横長が姿料を利用したり

学習するコーナーの有無別学校数 (H13)
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(6)保健室のベッド数

0 1校あたりの休養のための平均-ツド数は､小学校23台､中学校24台､高等学校32台

となっている｡

表-28 1校あたりの休養のためのベッド数 (H13)

rTi位 校, ( )内は%

中学校 合計

なし 5 (1.3) 0 (0.0) 0 (0.0) 5 (0.4)

1台 34 (9_l) 24 (6.'L) I (0.3) 59 (5.3)

2ナr 196 (52.LI) 212 (56.7) 96 (25.6) 504 (44.9)

3+Jt ll1 (29.7) JOB (28.9) ]33 (35.5) 352 (31.3)

4台 23 (6_り 26 (7.0) ]22 (32.5) 171 (15.2)

5台以上 1 (0_3) 1 (Ll) 23 (6.1) 28 (2_5)

無回答 Ll 日.り 0 (0.0) 0 (0_0) 1 (0_4)

合 計 37′】 (loo.0) 374 (loo.0) 375 (loo,0) 日23 (loo_0)

※ ベッド数無回答の乍校を除く平均

′ト学校

中学校

■なし □1台 □2台 □3台

□4台 ロ5台以上 口無回答

図-20 1校あたりの休養のためのベッド数 (H13)
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(7)保健圭のt話について

○ 保建室に電話がある学校の割合は､小学校749%､中学校762%､高等学校1000%と

なっている｡

○ 電預 ｢有｣の学校における電話の形態では､内外線両方使用できる学校の割合が最も
高く､小学校575%､中学校593%､高等学校848%となっている｡

表-29 保線室の屯話の有無別学校数 (H13)

脚立 校. ( )内は%

/ト学校 中学校 高等学校 合計

一仔 280 (7L1.9) 285 (76.2) 375 (loo_0) 940 (83.7)

無 94 (25_l) 89 (23.8) 0 (0.0) 183 (16,3)

中学校 高等学校

E3有 □無

図-21 保健室の電話の有無別学校数 (H13)

義 -30 保健室に電話の ｢有｣の学校における電話の形態 (H13)

111位 校▲ ( )内は%

小学校 中学校 合 計

内線のみ 112 (40_0) 日1 (38,9) 52 (13.9) 275 (29.3)

外線のみ 5 (1.8) 3 日.l) 2 (0_5) 10 (Ll)

内外線両方 】61 (57.5) l69 (59.3) 318 (84.8) 648 (68_9)

tLL1本 2 (0.7) 2 (0,7) 3 (0.8) 7 (0_7)

合 計 280 (100.0) 285 (loo_0) 375 (loo_0) 9ノ10 (loo.0)

小学校 071 中学校 07% 高等学校 08%

El内線のみ ロ外線のみ □内外線両方 口無回答

図-22 保健室に電話の r有｣の学校における電話の形態 (H13)
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3章 児童生徒の保健室利用状況編

(児童生徒数単位の集計)

注 ･回､表タイ トルの文尾の (H13)は平成 13年度結果を示す｡

･(対比)は平成2年度結果と平成8年度結果､及び平成 13年度結果の比較を示す｡





(1)校種別 ･性別 ･学年別保健室利用者数

(か 調査期間 (6日間)の延べ保健室利用者数
○ 今回の調査では､調査校 1,124校における1週間 (6日間)の保健室利用者総数は､

延べ205,935人であった｡

0 1校あたりの保雄重平均利用者数は､平成 8年度調査結果を10とした場合､ 084で

ある｡

表-31 調査期間 (6日間)の延べ保健室利用者数 (対比)

F12 ill他 人. ( )内は%

小学校(328校) 性別 低学年 中学年 無回答 汁

男7- 5,589 (9_9) 30 (0.))

女子 37 (0.1)

無回答 3(5 (0_6) 50R (0.9) 920 (L6) Ll7 (0.I) l.790 (3.2)

計 日4 (0.2)

中辛校(329校) 性別 1年 2年 3年 無回答 計

刃子 JI53 (0_7)

女子 602 (I.0)

無回答 37 (0.1) 6l (0.1) 77 (0.り LI3 (0.I) 218 (0.Ll)

計 ),098 ().8)

高等学校(328校)合計 M.～ l年 2年 3年 無td等 計

93子 39 (0.E)

女子 LI尽 (0.l)

無回答 34 (0.I) 51 (0.1) 48 (0_1) 29 (0.0) 】62 (0.3)

日8 1暮i位 人. ( )内は%

′トJ'7:段目24校) 性別 低早咋 LIl乍咋 荊学年 無匝】芥 汁

U1 2.588 ()0.3) 45 (0.2) 9.750 (38.7)

女子 59 (0.2)

無国許 19 (0.1) 19 (0_1) 26 (0.1) 32 (0.J) 96 (0.1)

言十 136 (0.5)

中学校(12Ll佼) 性別 lLF 2勺三 3年 無回答 計

タJ千 2.7】5 (9_7) 97 (0,3)

女-(- 75 (0.3)

窯匝】答 8 (0.0) 12 (0.0) 28 (0.1) 62 (0_】) 110 (0,4)

針 23JL (0,9)

節)S学校(124校) 性別 1咋 2年 3年 無匝】答 計

yl子 87 (0.3)

女子 57 (0.2)

tLn)i 4 (0.0) 5 (0.0) 20 (0.1) 30 (0.日 59 (0_2)

針 】74 (0.6)



H13 中位 人, ( )内は%

′トTtf(375校) 性別 低学年 中学年 十L5]下 計

竹子 200 (0.3)

女子 370 (0.6)

無回答 216 (0,4) 238 (0.Ll) 298 (0.5) 116 (0_2) 898 (1.5)

計 686 ().))

坐学校(374校) 性別 一年 2年 3年 無声ー答 汁

労7- 6.567 (9.3) 205 (0.3)

女子 229 (0.3)

無回答 3】 (0,0) 34 (0_O) 97 (0.】) 106 (0.2) 268 (0,4)

∈汁 540 (0.8)

詩31管学校(375校) 性別 1年 2年 3年 無回答 計

男子 l82 (0_2)

女7- 233 (0,3)

無Lg]答 21 (0_0) 31 (0_0) 69 (0.1) I62 (0.2) 283 (0.1)

計 577 (0_8)

1校あたり平均6日riflQ)延べ利用有数

H2(人) H8(人) Ht3(人) H8を場合のH とした3の割合

小 学 校 】72 203 163 0_

中 学 校 l8R 225 188 0.

J71等↑ l90 225 199 0.



② l校1日あたり保健室平均利用者数
○ 小学校､中学校､高等学校を合わせた全体の､1校1日あたり保健室平均利用者数は
305人で,平成8年度調査結果の363人より58人減少している｡

○ 小学校,中学校､高等学校とも､男子よりも女子の方が利用者数が多い｡

<小学校>

･性別では､女子の平均利用者数が男子の約17倍であるO

･1校 1日あたりの平均利用者数は､平成8年度調査結果より66人減少している｡

く中学校>

･性別では､小学校や高等学校の平均利用者数より男女差が小さい｡

11校1日あたりの平均利用者数は,平成8年度調査結果より63人減少している｡

<高等学校>

･性別では､女子の平均利用者数が男子の15倍である｡

11校1日あたりの平均利用者数は､平成8年度調査結果より44人減少している｡

義一32 1校IElあたりの保健室平均利用者数 (対比)

単位 人

ll ET2 Ⅰt8 l 日13小` LIJ学校 高等学校 平 均 小学校 中学校 7R等学校 平 均 l

男子 0.3 14.9 14_8 13_4 13.1 l8.l 16.6 15.9l 10,I 13.8 13,4 12.4

女子 7.5 16.3 )6.8 】6_8 20.6 l9.3 20_8 20.2l 16_7 17.4 19,6 17.9

全体※ 28.7 31.3 31.7 30.6 33.8 37.6 37.5 36.3l 27.2 3L.3 j二il 30.5

架全体は性別無回答を含む赦値としている｡

1日あたり平均利用者数- 1(6日間延べ利用者数)/ (6Ljml)I/glj5･称粂′㌢校数として井定

37.6 37.5

33_8 31.3 31.7 33_1
28.7 27.2

小学校 中学校 高等学校

E3H2 □H8 □H13

図-23 1校 1日あたりの保健室平均利用者数 (対比)



(2)曜日別保健量平均利用者数

○ 小学校､中学校､高等学校ともに､月曜El､火曜日の利用者が比較的多い傾向にある

が､曜日による差はあまりみられない｡

50人

40人

30人

20人

10人

0人
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 平均

Ej小学校 □中学校 □高等学校

図-24 曜日別 1校あたりの保健室平均利用者数 (H13)

(3)r心の問題の支援の有無Jと rl校 1日あたりの保健室平均利用者数｣との関連

O ｢心の問題の支援の有無｣と ｢1校 1Elあたりの保健室平均利用者数｣との関連をみ
ると､小学校では r心の問題の支援有｣の学校は1日あたり平均298人､中学校では

323人､高等学校では332人であり､いずれも ｢心の問題｣を支援している学校の利用

者数が多くなっている｡

32.3 33.229_8 29.6

20.0 18_5

小学校 中学校 高等学校

由心の問題の支援有 口心の問題の支援無

図一25 ｢心の問題の支援の有無｣と ｢1校 1日あたりの保健室平均利用者数｣との関連 (H13)
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○ 小学校では､ ｢休み時間｣に来室する割合が354%と最も多く､次いで ｢昼休み｣247

%､ ｢授業中｣174%､ ｢始業前｣145%の順になっている｡

平成8年度調査結果と比較すると､ ｢昼休み｣､ ｢休み時間｣､ r始業前｣がそれぞれ

増加しており､ ｢授業中｣､ ｢放課後｣が減少している｡

○ 中学校では､ ｢休み時間｣に来室する割合が47〈i%と最も多く.次いで ｢昼休み｣196

%､ ｢授業中｣146%､ ｢放課後｣96%､ ｢始業前｣86%の順になっている｡

○ 高等学校では､ ｢休み時間｣に来室する割合が398%と最も多く､次いで ｢授業中｣
218%､ ｢昼休み｣203%､ ｢放課後｣日 3%､ ｢始業前｣68%の順になっている｡

なお､ ｢授業中｣の来室の割合は､中学校,高等学校において､平成8年度調査結果に

比べ増加している｡

LtY 2(≠ 肌 脚 BE畔 JE珊

口始業前 □授業中 □休み時間 □昼休み □放課後

図-26 保健室来室時間 (対比)



<理由別> (35ページ-36ページ多用)

○ 来室理由を多い順にみると､小学校では､ ｢出血やけがの手当｣(280%)､ ｢友津との

つきあい ･付き添い｣(168%)､ ｢委員会活動｣(137%)､ ｢体調が悪い｣(134%)､ ｢な

んとなく｣(56%)である｡

○ 中学校では､ r体調が悪い｣(217%)､ ｢友達とのつきあい ･付き添い｣(159%)､ r出

血やけがの手当｣(120%)､ ｢なんとなく｣(103%)､ ｢身長 ･体重 ･視力等測る｣(65%)
である｡

○ 高等学校では､ ｢体調が悪い｣(299%)､ ｢友達とのつきあい ･付き添い｣(152%)､ ｢

出血やけがの手当｣(97%)､ ｢なんとなく｣(58%)､ ｢仲間や先生との話｣(41%)である｡

O ｢体調が悪い｣は､小学校､中学校､高等学校と横磯が上がるにつれて多くなっている｡

<平成8年度切妻結果との比較> (35ページ～36ページ参照)

O ｢出血やけがの手当｣は､小学校では14%､中学校では09%､高等学校では10%増加
している｡

O ｢なんとなく｣は､中学校では29%､高等学校では14%増加している｡
O ｢体調が悪い｣は､小学校､中学校､高等学校ともに､09%～16%減少している.

<学年別> (37ページ串原)

O r出血やけがの手当｣は､小学校低学年では400%と4割を占めているが､学年が進む
につれて減少の傾向にあり､高等学校3年生では96%である｡小学校高学年が､低学年の

約半分に減少し､中学校も学年が進むにつれて減少(42%～76%)しているが､高等学校で

は､あまり学年の差がみられない｡

O ｢体関が悪い｣は､小学校､中学校､高等学校ともに､3年生 (高学年)で訴えが減少
する｡小学校､中学校では､大きな差はみられないが､高等学校の1年生と3年生では､

87%減少しているQまた､小学校高学年と中学校1年生の差は114%､中学校3年生と

高等学校1年生の差は150%と大きい｡
O ｢なんとなく｣は､小学校､中学校､高等学校ともに､学年が進むにつれて増加の傾向
にあるb

<性別> (37ページ車用)

O ｢出血やけがの手当｣は､小学校､中学校､高等学校ともに､男子の方が女子よりも多
く､特に小学校では､男子が347%と､女子の241%よりも106%も高くなっている｡

O ｢友達とのつきあい･付き添い｣は､小学校､中学校､高等学校ともに､女子の方が
57%～67%多いD
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2 ]2.010(2H) JL.853 =り )0.295 (16.8)
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Z2 Xがほしい 286 (0.5)策がほしい l93 (0.8 自習や吋rqつぶし 517 (0.9)

13 休暮したい 235 (0.4)休JFしたい 122 (0.5 休★したい 503 (0.8)

lLl 呼ばれたから 170 (0.8)15 163 (0.6】

16 jFがほしい 361 (0.61
その他 2,7LB (4.8)その他 L,411 (5.6その他 4.720 (7.7)

I 件Nが患い L2.348 (20.4)件一一が番い 6.497 ー23.3 f4LrZIlが恐い )5.251 (2l.7)

2 ll.弘2 (l9.3) 5.07】 (E8.L 日.181 (15.9】

3 8.08l (L3_4) 3.日5 =1ー 8.J73 (]2.0)

4 事L会活h 5.843 (9.7)串FI会活h 2.SSR (8.4IJんとILく 7.236 (JO.3)

5 4.720 (7.8)lJ.んとなく 2.06.l (7.4 4,537 (6.5ー

6 仲rqや先牛との軒 3.402 (5.6)仲Plや先牛とのgi l.655 (5.9香且念孫一b 3.755 (5.3)

7 itんと/L< 3.3LS (.5.5) I,630 (5.a 仲叫や先生との払 3.617 (5.l)
8 iJt■い l.329 (2.2) ー11 (2.9 1iLtItい L,goo C2.T)

9 L.322 (2.2)+jせ■+､ 7I9 (2.6 L.BLS (2.6)

10 連ね.打ち合わせ 975 (【6)HC暮したい 603 (2.2 休暮したい L.79l (2.5)

ll Xがほしい 972 (L6)iEがほしい 563 (2.0 日常や時rq.つぶし L,68Jl (2.4)

l2 呼はれたから 8(汁 小.3) 363 ().3 L.(吟7 (l.6)

一丁吉~ 790 tL3)it特.TTち合わせ 2Ll3 (0.9 i■がはしい 772 (ll)

日 休暮したい 678 (lりifFlや本を見る 225 (0.8 連絡,打ち合わせ 丁_∵ (l.0)
15 r]野や吋Plつぶし 3一日 (0.6) L73 (0.6呼ばれたから 129 (0.6)

l6 SF科や心を見る 320 (0.5)呼ばれたから l53 (0.5午科や.tを見る 327 (0.5)

その他 3.60l) (5.9)その他 1.598 (5.7 その他 5.535 (7.9)

兼td拝* 060,505 (0.0)(L00.0)無回答M l2.127.g.l3 (0.5(1(札0 無lz,j首l汁 lug70.317 (0.31(100.0〕

化 H2 H8 13

1 fl1qが.6い L5.169 (2.l.4)件一lが点い 8.587 (30.8 体ZIIが惑い 22.257 (29.9)

2 ll.622 (La7) 4.45】 (L6.0 lL.299 (l5.2

3 出血やけがの手当 7.080 (ll.4) 2.4日) (8.7 7.】96 (9.7

1 3.9L9 (6.3) L,573 (5.6なんとなく 4,all (5.8)

5 良金棒h 2.96L (4.8)仲恥や先生とのEE L.331 (1.8 仲何や先生との抵 3.083 (4.1)

6 件qや先生とのZh 2.599 14.2)なんとILく L.233 (1.4 3.03Jl (LL.I)

7 弗がほしい 2.479 14.0)恥Xしたい L,L3) (tL休tしたい 2.947 (LL.O)

8 rんとなく 2.LL1 (3.4)策がほしい 日2】 (1.0 2.88l (3.97

9 l.959 (3.り 95】 (3.4 jFがほしい L.985 C2.7)

10 JJや■卜 L.52B (2.5)お見■い 77】 (2.8 お見■い L.878 ー2.5)

日 休暮したい l.36】 (2.2) 571 (2.0 垂A金はh l.638 L2.2)

】2 呼Tiれたから L.275 (2.E)香色会括h 570 (2.0 l.575 L2.I)

】3 ､絡.打ち合わせ l.l85 (L9)呼はLtたから 413 ().5 L.568 (?.L)

】4 LO95 (L8)連絡ー打ち合わせ 399 ().4 呼ばれたから L,J2Ll (l.5)

15 ロ習珊 rqつぶし 668 (lり 自習や時Plつぶし 322 (】.2連絡.打ち合わせ L.D6[ (l.4)

16 架料や本を見る 34) (0.5)資的 本を兇る 91 (0.3 栗林や本を見る 330 (0.1)

その他 4.83T (7ー8)その他 L.86l (6.7 その他 6.117 (令.2)
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図一27- 1 保健室来室理由 (対比)

(資料編 義一7参照)
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D友達とのつきあい.付き添い ロ体調が悪い

■連絡.打ち合わせ ■仲間や先生との話

l=身長.体重.視力等測る □困ったことがあるので相談したい

E3呼ばれたから □お見舞い
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図-27- 2 保他室来室理由 (H 13)

(資料編 表-7参照)
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4章 養護教諭の判断 ･対応編

注 .園､衷タイ トルの文尾の (H13)は平成 13年度結果を示す｡

･(対比)は平成2年度結果と平成8年度結果､及び平成13年度結果の比較を示す｡





侵せ幸I=真幸Lた児書生蛙の様子から*FF数ZAが判一庁Lた rt2鐘 lのあ尊 のi無

○ 保健室に来室した児童生徒のうち､何らかの対応をし､ ｢記録｣の必要があると判断した､

1日あたりの平均児童生徒数は､小学校143人､中学校149人､高等学校186人であった｡

表-34 ｢記録｣の必要の有無別保陣重利用者数 (対比)

単位 人, ()内は%

(-)2 (985校) H8 (372校)

小学校(328枚) LIJ年収(329校) 高野学校(328校) 小学牧(12LL校) 中学校(】24校) 高等争較(l21校) 小学校(375校) 中学校(37,l校) 高等乍枚(375校)

必要あり 29.5.1)(52_8) 32.339(5,I_0) 35.899(58.0) 1Ll.269(56_7) lLL(.276.1) 17.091(6lー3) 32.249(52,7) 33.538(17ー7) 41.752(56.I)

必夢なし 26.375(Ll7ー2) 27.501(JF6_0) 25.9t)7(12.0) LO.907(LZ3ー3) 】3,667(Jは.9) lO.776(38_7) 28.9)0(47_3) 36.779(52_3) 32.707(43.9)

合 計 55.916(一oo.0) 59.840(lOOrO) 6】.866()(氾_0) 25.l76(LOO.0) 27.943()DO.0) 27,867()00.0) 6L,)5g(LOO.0) 70,:t17(100.0) 7ノl.459(100.0)

2校lFlあたり平均児JL生徒汝 ～6_0 J6.Ll lR2 r9.ど 19.2 23.0 川.3 l4.9 13.6

○ 保健室に来室した児童生徒のうち､出血やけが､体調不良等で養護教諭が対応する必要

があると判断した各々の事例に対し､養雲集教諭がどのように対応こすべきと判断したのかを

調査した結果､ r救急処置｣の割合は､小学校820%､中学校716%､高等学校776%で

ある｡ ｢相談｣の割合は､小学校126%､中学校270%､高等学校276%､ r指導 .連絡｣
の割合は､小学校311%､中学校384%.高等学校358%であるD

表-35 美津教諭が判断した対応の内容 (対比)

111位 人. ( )内は%

トⅠ8 H 13

小学収 中学校 l 拓等乍校 中学校 l 高等学校

救急地政 10.753(75_LL) lO,289(72_1) l3.553(79.3) 26,Ll38(82.0) 24,028(71.6) 32.400(77.6)

相 談 2.(日 148) 3,927(27.5) 5.(30320) 4,069()2.6) 9,(27.0600) ll,503(27.6)

相集 .適齢 5.780(Ilo.5) 6,687(46.8) 8.267(LIB.4) ]0,01JI(31.1) 12.866(38_Ll) 14.952(35.8)

その他 3.568(25.0) 4.035(28.3) 5.968(3Ll.9) 7.733(2LL0) 9.(27Lag3) 9.304(22.3)

紘)同-布例で撰数の判断があるので､合計は100%を超える｡



(1)｢救急処置｣が必要と判断した具体的項目

○ 養護教論が ｢救急処置｣が必要と判断した事例について､その具体的な項目をみると

小学校､中学校では､ ｢外科関連が｣最も多く､学年が進むのつれて ｢胃腸妊状｣､

｢頭痛｣､ rかぜ｣等の内科関連が多くなっている｡
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図-28 ｢救急処置｣が必要と判断した具体的項目 (対比/H13)

(資料編 表-8参照)



(2) r相故｣が必要と判断した具体的項目

① ｢相談｣が必要と判断した具体的項目

○ 養護教諭が ｢相歌｣が必要と判断した事例について､その具体的な相鉄内容の項目を

みると､小学校､中学校､高等学校ともに､ r発育 ･健康｣に関する相軟が最も多いo

o 平成8年度調査結果と比較すると､小学校,中学校､高等学校ともに ｢友人関係Jや

｢家族 ･家庭｣が増加している｡

○ 中学校3年生と高等学校3年生では､ ｢進路等｣の相軟が多い.また､ ｢典性関係｣
の相談については､中学校2年生から高等学校にかけて多くなるo
o 男女別では､中学校 ･高等学校の女子に ｢友人関係｣ の相談が多い｡

表-36 r相牧｣が必要と判断した具体的項目の順位 (対比)

中 華rFI托l枚一 十一十 l H8 l tl13

I 発育,BEJk- 1.510 (42.6)発甘ーNLiX 852 (40.3)光背.触 J.422 (34.9

2 その他の学校生肪 ･17L (L3.3)友人FLqt糸 312 日4ー8)衣:人Fn併 7tiL (L9.'

3 友人関係 364 (lO.3)漠然とした悩み 289 日3_7)その他の学校't析 ･H8 (10.3

4 溌然とした悩み ]89 (5.3)その他の年収生活 197 (9.3)t■★fJ= 36L) (9.0

5 算Jk.策応 ]82 (5.I)潅放L濠姓 loョ (1_8)沫熊とした悩み 298 (7.3

6 児JE牛社会拝h 16,I 日.6)児事生徒会拓事l 75 (3.5)学習.字書 J36 (3.3

7 学習一等JE 146 け りgL智,学事 /LO 0.9) 78 (L9ー

8 クラブ一鉢括h 】27 (3.6) 28 (】.3) 38 (0.9)

9 40 u I)クラブ.如法h 2l (I.0)タラ-/.部活肋 29 (DーT

10 共d:関係 27 (0.7)JL叶Ii斗 5 (0,2】斗性ryl騒 15 (Dー1)

1】 -+a 6 (0.2)I 0 (0.0)JMJI 8 (0.2)

12 アルバイト 6 (0.2)Tル′くイト 0(a.0)アルバイト 小 (rI_0)

の他 315 (8.9)そq)他 E93 (9.2)その他 257 (6.3)

中 空Lさ十七l
1 発育,一■康 2.516 (39.日発育.一I凍 u35 (36r5)栄-fF,*Jf .931 (2l.3)

2 友人開催 71l (IL.4)友人TqI係 6Je (l6.51友人娼保 .922 (2L.Zl

3 -の他の学校生活 663 tl0.2)その他の乍按生活 107(LO.1)その他の学蚊生活 21 (12.4)
4 r-智.学事 50l (7.7)恭然とした悩み 310 〟_9ー乍野.宇美 680 打.5)
5 ､路¥ 440 (6.7)1-惣一牛事 205 (5,2)済ホとした綴み 654 CT.2)

6 然とLた悩み 380 (5.8)専決一家痘 186 (1ー7ー諜族.官瓜 599 (6.61

7 5,族.帯AG 3L:∫ (4.8 クラブ.肘 E動 154 (3,9)クラブ-DB梧払 328 (3ー6)
8 兄七二【別条 225 (3.4)■和事 99 (2.5)異性rⅥ併 32l(3.5)
9 】69 (2.6)JLrLI 95 (2,.I)J[++ 26l (2_9)

10 児i生徒会講h 63 (L0)兇t生徒全紡血 69 (1.8 117 (L.TLー

H 27 (D.4) 32 (8.8) 28 (0ー3)

12 ′レJ{イト l2 (0_2)アルバイト (仇1rル′tイト 0 (D_0)

その他 13.5 (6.7)その他 2且3 (7.3その他 449 (5.0)

1 莞甘.碓井 3.590 (18ー6)発育-強Lk- 2.LL5 H1.2 発育.Q叫 2.999 (26.日

2 py古事 56g (7ー7)友人Eg係 528 (lO.3友人閃併 L,Sll 日3_1)

3 の他の早便生活 47.l (6_1)その他の7-枚生活 5i7 (1○.1その他の乍按生活 L.2(拍 (LO.1)
1 tl.1-I 473 (6.1)乍習.学井 308 (6.0▼Tl.▼ 928 代目

5 友人朋併 3tK} (5.0)i生爪gi 292 (5.7■■■ 79も (&9)

6 タラ7'.fF括h ヨog (4.2)稚称とした悩み 286 (5.6)塀然とした悩み 764 (6.6

7 34性P偉 293 (4.0)#bz.官虹 2▲iO (4.7 九性視線 742 (6,5

8 瀬林とした悩み 275(3.7)■rlPI叶 2】5 (4.2)繁鞍.官柾 631 (5.5

9 架&-,単応 271 13.7)クラブ.市活h 】76 (3.4)クラブ,柾活軸 438 (3.7

lO uelLt+士煉○ 70 (0.9)児JL生維会Ttlh 63 (L.2)アルバイト 98 (0.9

日 ルバイト 53 ro.7)アルバイト J2 LO.別 児i生徒会活h 45 (0.1

】2 34 【0.5) l6 ー0.3) 23 (0.2

その他 tLO.1 L&2)その他 334 ー6.51その他 COB (i.3
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図-29-1 ｢相談｣が必要と判断した具体的項目 (対比)

(資料編 表-9参照)
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図129-2 ｢相談｣が必要と判断した具体的項目 (H13)

(資料編 表19参照)



② ｢児童生徒の来室理由｣と兼謙教軸が r相故｣が必要とした具体的項目との関連

児童生徒の来室理由別に､養護教諭が ｢相散｣が必要と判断した具体的な相談内容をみ

ると､以下のとおりである｡

O ｢出血やけがの手当｣で来室した場合に､蓑護教諭が ｢相談｣が必要と判断した割合は､
小学校36%､中学校58%､高等学校5.8%である｡その具体的項目は､ ｢発育 .健康｣に

関するものが多いが､小学校､中学校では ｢友人関係｣も多い｡
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図130 来室理由 ｢出血やけがの手当｣の場合に ｢相談｣が必要と判断した具体的項目 (対比)

(資料編 表-10･衷-60参照)



O ｢薬がほしい｣と来室した場合に､美津教諭が ｢相鉄｣が必要と判断した割合は､小学
校92%､中学校18Ll%､高等学校135%である｡その具体的項目は,小学校､中学校､高

等学校ともに､ ｢発育 ･健康｣に関するものが最も多く､次いで小学校では ｢家族 ･家庭

｣､中学校では ｢友人関係｣､高等学校では ｢その他の学校生活｣であった｡
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図131 来室理由 ｢薬がほしい｣の場合に ｢相散｣が必要と判断した具体的項目 (対比)

(深料編 衷-1]･表-60参照)



O ｢体調が悪い｣と来室した場合に､蓑謙教諭が ｢相談｣が必要と判断した割合は,小学
校183%､中学故237%､高等学校250%であるOその具体的項目は､ ｢発育 ･健康｣に

関するものが多いが､小学校,中学校､高等学校ともに ｢友人関係｣も多い｡
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図-32 来室理由 ｢体調が悪い｣の場合に ｢相淡｣が必要と判断した具体的項目 (対比)

(資料編 表-t2･表一60参照)



O ｢休養したい｣と来室した場合に､諌言垂教諭が ｢相談｣が必要と判断した割合は､小
学校349%,中学校519%､高等学校401%である｡

その具体的項目は､′ト学校､中学校では ｢友人関係｣が最も多く､高等学校では ｢その

他の学校生活｣であり､次いで r友人関係｣となっている｡
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ロ無回答

図-33 来室理由 ｢休襲したい｣の場合に ｢相談｣が必要と判断した具体的項目 (対比/H13)

(資料編 表一13･表-60参照)



O ｢なんとなく｣と来室した場合に､襲護教諭が ｢相鉄｣が必要と判断した割合は､小
学校476%､中学校571%､高等学校698%である｡

その具体的項目は､中学校､高等学校ともに､ ｢友人関係｣､ ｢その他の学校生活｣､
｢漠然とした悩み｣が多い｡高等学校3年生では ｢進路等｣が多い｡
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図-34 来室理由 ｢なんとなく｣の場合に ｢相談｣が必要と判断した具体的項目 (対比/lil3)

(資料編 表-14･表160参照)



O ｢困ったことがあるので相談したい｣と来室した場合に､養硬教が ｢相談｣が必要と
判断した割合は､小学校838%､中学校9】9%､高等学校899%である｡

その具体的項目は､全体的に ｢発育 ･健康｣､ ｢友人関係｣が多いが､特に小学校で

その傾向が顕著である｡高等学校では ｢異性関係｣が133%と多い傾向がみられる｡
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図135 来室理由 ｢困ったことがあるので相談したい｣の場合に和歌が必要と判断した

具体的項目 (対比/H13) (史料編 表-15･衷一60参照)



(3) ｢指事 ･連絡｣が必要と判断した具体的項目

○ 養領教諭が ｢指導 ･連絡｣が必要と判断した事例について､その具体的な内容の項目

は､′ト学校､中学校では､ ｢連絡｣が最も多く､小学校434%､中学校450%であるQ

高等学校では､ ｢保健 ･安全指軌 が445%と最も多い｡

○ 平成8年度調査結果と比較すると､全ての校種とも r連絡｣が約2倍増加している｡

/ト学生では ｢家族 ･家庭｣が増加と ｢漠然とした悩み｣の減少が顕著であるo

O ｢委員会活動｣は､小学校103%､中学校55%､高等学校38%であり､平成8年度
調査に比べ減少傾向にある｡しかし､小学校高学年では205%と､その他の学年と比較

すると最も多い｡
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図-36 ｢指導 ･連絡｣が必要と判断した具体的項目 (対比/H13)

(資料編 表-16参照)
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r処t ･対応｣の

養護教諭が ｢処置 ･対応｣が必要と判断した児童生徒に対して行った具体的な内容は以下のと

お りである｡

○ 小学校､中学校､高等学校ともに､ r処置｣､ ｢休集｣～ ｢保健 ･安全指導｣が多い｡

O ｢処置｣は､小学校674%､中学校399%､高等学校316%であり､小学校では ｢処置｣が

最も多いが､中学校､高等学校と校種が上がるにつれて減少している｡

O ｢休養｣は､小学校142%､中学校247%､高等学校357%となり､佼種が上がるにつれて

増加 している｡
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図137 襲護教諭の ｢処置 .対応｣の具体的項目 (対比)複数回答

(資料編 表-】7･表一18参照)
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4 児f生徒の来亨の背土

(1) ｢体の問題や体の悩み｣と ｢心の問塩や心の悩みJ

O ｢背景要因｣がありと判断した児童生徒の来室の背景として､養護教諭は､小学校で
150%､中学校で349%､高等学校で344%が ｢体の間男や体の悩み｣や ｢心の問題や心の

悩み｣等があると回答している｡

その中で､ r体の問題や体の悩み｣は､小学校176%､中学校151%､高等学校223%と

なっている｡

O ｢心の問題や心の悩みJでは､小学校334%､中学校426%､高等学校335%となってお
り､中学校で最も多い傾向がみられる｡

○ また､ ｢体と心の間榎や悩み｣の両方を抱えている児童生徒は,小学校で146%､中学校

で173%､高等学校で240%となっており､校種が上がるにつれて､多くなっている.
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図138-1 児童生徒の来室の背景として考えられる内容 (対比)

(資料編 表-Z9参照)
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図-38-2 児童生徒の来室の背景として考えられる内容 (H13)

(資料編 表一 19参照)



(2)保健量来室理由の背景に関連していると考えられる具体的な項目

(か 保健室来室理由の背景に関連していると考えられる具体的な項目

O ｢背景要因｣ありと養護教諭が判断した児童生徒の来室理由の背景について､具体的な
項目で最も多いのが､小学校では､ ｢家庭環境｣276%､中学校では､ ｢いじめ ･友人関

係｣309%､高等学校では､ ｢学習や進路に関する閉居｣242%である｡

○ 男女別では､小学校女子277%､中学校女子383%と ｢いじめ ･友人関係｣が最も多く､

高等学校では男子の ｢睡眠不足や睡眠のリズムの乱れ｣が309%と最も多い｡
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図-39 校種別保健室来室理由の背景に関連していると考えられる
具体的な項目 (H13)複数回答

義-37 保健室来室理由の背景に関連していると考えられる具体的な項冒 (H13)複数回答

t■+ti土にBBすさI■農■∈不足やtIEのリズムの乱れ 耳 管 や止 いじめ.友人桐陳 什柵PF等 児JLdff.?性にEnする同Jg 不明 その他 無桓】谷 ■●乱れ る間IB 心身症
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② 保健室来室理由の背景 ｢体の問題や体の悩み｣と判断された児童生徒の具体的な背景の項目

○ 保健室来室理由の背景に､ ｢体の問題や体の悩み｣があると判断された児童生徒の具体

的な背景の項目についての回答は､ ｢睡眠不足や睡眠のリズムの乱れ｣が最も多く､小学

校288%､中学校273%､高等学校262%である｡

○ 次に ｢発育 ･発達に関する問題｣が多く､小学校194%､中学校239%､高等学校143%

である｡

表-38 来室理由の背景 ｢体の問題や体の悩み｣と判断された児童生徒の

具体的な背景の項目との関連 (H13)複数回答

郎絶 入 ()内は%

中土Q)f一/,~姓のrq■及び昨Q)1み｣¶Mされた■●十●■ tT.tLIl lこFFTも■■ ■■ll.Iや書lRのリズムの&^ *甘dtの乱れ 乍Tやi■拓にFN-rt■ 車J}Jt■ いじめ.k人Zq餅 M汁群Jl一〉aいEま心J>生 戊tl一書 'nLJtI 十lI FIft;こFq十十■ 不q その他 .1回等

小 学 校 8](loo.0 J58(l9.4) 235(28.8) 65(8.0) H(L3) 68(8.3) l6(0.0) 4(0.5) 0(0_0) 1(0.5) I(0.l) (l5) 20(2_5) l32(l6.2) 2L9C26.8)

中乍 佼 Ⅰ71(loo.07 411(23.9) Jl68(27.3) 139(8.I) 51(3.l) 65(3.8) 19く0.0) 3(0.2) 3(0.2) 5(0.3) 0(0.0) (05) 32(l.9) l6l(9.4) 557(32.4)

ホ等学校 309(loo.0 4Ll2()1.3) (26l) 28l(9.り 1日(3ー7) 90(2.9) 39(0.0) (o2) 4(0.り 7(0.2) 0(0.0) (25) 187(6.0) Lllll(L3.4) lO36(33.5)

③ 保健室来室理由の背景 ｢心の問題や心の悩み｣と判断された児童生徒の具体的な背景の項目

○ 保鍵室来室理由の背景に､ ｢心の問題や心の悩み｣があると判断された児童生徒の具体

的な背景の項目についての回答は､ ｢いじめ･友人関係｣が最も多く､′ト学校482%,中学

校501%､高等学校378%であり､特に中学校では半数を超えている｡

○ 次に多いのが､小学校411%､中学校307%の ｢家庭療境｣であり､高等学校では､ ｢学
習や進路に関する問題｣で339% となっている｡

表-39 来室理由の背景 r心の問題や心の悩み｣と判断された児童生徒の

具体的な背景の項目との関連 (H13)複数回答

+tI1 tがr心のrq書且LI… み.q■i.=tれた十lltl■ 農書.#dFにFF十も■■ JE■lJf:足や雌 のリズムV)JL̂ ■tー■ハAh 乍労やJJhに辞す▼■t.■t■ いじれ,A人井伊 一生にEりす▼● 小下明 汰:人.(そのt 内は%
心4庄

小 学 校 】55l(100.0 (35) L28(8.3) 46く3.0) l65(lO.6) 638(4l.1) 748(48.2) 38(2.5) 3(0.2) 49(3.2) 7(0.5) 2(o_1) 67(4_3) 日5(7.4) 81(5.2)

中ノ1':佼 48(loo.0 (3】3) 556(日.5) LT1(3_6) l35Z(27.9) 1485(30_7) 2ーl21(50.l)lo′l(2.2) H(0_2) ll2(2_3) 9(0.2) )13(3_0) 153(3_2) 339く7.0) 309(6.JL)

高専′第校 46LI(100.0 13IIl2_9) 5̀事0(日.6) 137(2.9) 1574(33.9) 1067(23.0) Ⅰ(374) 2】2(4.6) 39(0_8) l27(2.7) 5(0.l) 253(5_4) 】52(3_3) 165(lO.0) 203(LI.4)



(3) r養護教諭からみた来室理由の背景｣と ｢児童生徒の来室理由｣との関連
① r発育 ･発達に関する問題｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 養護教諭が､来室の背景として ｢発育 .発達に関する問題｣が関連していると判断した

場合における児童生徒の来室理由は､ ｢体調が悪い｣が小学校314%､中学校460%､
高等学校562%で最も多い｡

CrB 20㌔ 401 60㌔ 80% 100% 堆例数

中学校 460 .29 46｢可37口 .･2 978

- 学校 562 4390 □ 84 m 88 M 17

ロ体調が悪い □出血やけがの手当

田困ったことがあるので相談したい □なんとなく
●仲間や先生との話 □身長.体重.視力等測る
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※校f*別､学年別,男女別に捗当事例の東宝理由の割合を'Tlした.

図-40- 1 来室の背景として ｢発育 ･発達に関する問題｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表-21参照)
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図一40- 2 来室の背景として r発育･発達に関する問題｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表-21参照)
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(参 ｢睡眠不足や睡眠のリズムの乱れ｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 養護教諭が､来室の背景として ｢睡眠不足や睡眠のリズムの乱れlが関連していると
判断した場合における児童生徒の来室理由は､ r体調が悪い｣が小学校639%､

中学校615%､高等学校657%で最も多い｡

肌 20㌔ 4(捕 601 801 1001 耶 i倣
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■お見舞い □連絡.打ち合わせ

※按ft別.学年別,yl女別に拶ulTI例の火室丹Fhの割合を,示した.

図-4l-1 来室の背景として ｢睡眠不足や睡眠のリズムの乱れ｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (梁料編 表-22参照)
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図-41- 2 来室の背景として ｢睡眠不足や睡眠のリズムの乱れ｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (袈料繍 表-22参照)
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③ ｢食習作の乱れ｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 養護教諭が､来室の背景として r食習慣の乱れ｣が関連していると判断した場合におけ

る児童生徒の来室理由は､ ｢体調が悪い｣が小学校617%､中学校545%､高等学校644%

で最も多い｡
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※校種別.乍年別.97女別にkE当4F例の水器用由のhl合を′T･した.

図-42-1 来室の背景として ｢食習慣の乱れ｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表-23参照)
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図-42- 2 来室の背景として ｢食習慣の乱れ｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H 13) (資料編 表123参照)



④ ｢学習や進路に関する問題｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 美津教諭が､来室の背景として ｢学習や進路に関する問腐｣が関連していると判断
した場合における児童生徒の来室理由は､ ｢体術が悪い｣が小学校373%､中学校387%､

高等学校540%で最も多い｡
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■お見舞い ロ連絡.打ち合わせ

X･校格別 学年別.y)女別に接当不例の来宅稚dlの耕合を示した.

図143-1 来室の背景として ｢学習や進路に関する問題｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (架料相 表-24参照)
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図-43- 2 来室の背景として ｢学習や進路に関する問題｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表-24参照)
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⑤ ｢家庭環境｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 兼領教諭が､来室の背景として ｢家庭療境｣が関連していると判断した場合における
児童生徒の来室理由は､ノト学校､中学校､高等学校ともに､ ｢体調が悪い｣が最も多く､
小学校379%､中学校360%､高等学校483%である｡

○ 小学校で次いで多いのが ｢出血やけがの手当｣の192%である｡
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図-44- 1 来室の背景として ｢家庭環境｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (対比) (資料編 表-25参照)
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図-44-2 来室の背景として ｢家庭環境｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表-25参照)
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⑥ ｢いじめ ･友人関係｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 養護教諭が､来室の背景として ｢いじめ･友人関係｣が関連していると判断した場合に
おける児童生徒の来室理由は､ r体網が悪い｣が小学校280%､中学校345%､高等学校

434%で最も多い｡

次に多い来室理由は､小学校では ｢出血やけがの手当｣156%､中学校､高等学校では

｢困ったことがあるので相鉄したい｣が中学校104%､高等学校125%となっている｡

○ 学年別でも､全ての学年で ｢体調が悪い｣が最も多い｡
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図-45r l 来室の背景として ｢いじめ･友人関係Jが関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (対比) (梁料宿 表-26参照)
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図145-2 来室の背景として ｢いじめ･友人関係｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (H13) (姿料編 表126参照)
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⑦ ｢精神疾患あるいは心身症｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 養護教諭が､来室の背景として ｢精神疾患あるいは心身症｣が関連していると判断した

場合における児童生徒の来室理由は､ ｢体調が悪い｣が小学校317%､中学校324%､高等

学校375%で最も多い｡

○ 平成8年度調査結果と比べると､小学校､中学校､高等学校ともに ｢体調が悪い｣が減少
し､小学校の r仲間や先生との話｣の増加が目立つ.
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図-46- 1 来室の背景として ｢精神疾患あるいは心身症｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (対比) (姿料編 表-27参照)
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図14612 来室の背景として ｢精神疾患あるいは心身症｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表-27参照)
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⑧ ｢摂食陣幸｣が関連していると判断した児暮生徒の来室理由

○ 養護教論が､来室の背景として r摂食陣害)が関連していると判断した場合における

児童生徒の来室理由は､ ｢体調が悪い｣が小学校417%､中学校429%､高等学校376%

で最も多い｡
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図一47-1 来室の背景として ｢摂食師事｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (対比) (資料編 義一28参照)
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D身長.体重.視力等測る ロなんとなく

■薬がほしい ロ困ったことがあるので相談したい

D体温.手洗いうがい.爪切り ■自習や時間つぶし

口お見舞い EI委員会活動

●連絡.打ち合わせ □資料や本を見る

放牧稚別.乍年別.ylk別に蚊当jP例の史実縄Illの削合を′11.した.

図-47- 2 来室の背景として ｢摂食障害｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (H13) (梁料編 蓑-28参照)
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⑨ r価格障害｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 兼譲教諭が､来室の背景として ｢情緒障筈｣が関連していると判断した場合における

児童生徒の来室理由は､小学校､中学校､高等学校ともに､ ｢体調が悪い｣が最も多く,

小学校222%､中学校327%､高等学校463%である｡
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□ 休 調 が 悪い D出血やけがの手当

ロ 仲 間 や 先 生との話 D困ったことがあるので相談したい

■ 身 長 .休 重 .視力等測る ■休養したい

ロ 薬 が ほ しい ロ友達とのつきあい.付き添い

● 呼 ば れ た か ら 口達絡.打ち合わせ

ロ 委 員 会 活 動 ■資料や本を見る

D な ん とな く ■体温.手洗いうがい.爪切り

■ 自 習 や 時 間 つ ぶ し 田お見舞い

※按細 り.乍年別.男女別に妹当7I例の来室軌 ilの祁合を示 した.

図一48-1 来室の背景として r情緒障害｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (対比) (紫料編 義 一29参照)
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災校鮎 り､乍iF別.FJ女別に嫉当gf例の米案月山のfl合をノ7<した.

図148- 2 来室の背景として r情緒障害｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 衷 -29参照)
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(砂 r児童虐待｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 兼謙教諭が､来室の背景として r児童虐待｣が関連していると判断した場合における

児童生徒の来室理由は､小学校では､ ｢体調が悪い｣が357%､中学校では､ ｢出血やけが

の手当｣及び ｢体調が悪い｣が231%､高等学校では ｢仲間や先生との話｣が600%で最も

多い｡

高等学校 200 800 100

□体調が悪い ロ休養したい

ロ出血やけがの手当 EIなんとなく
■困ったことがあるので相談したい □薬がほしい

■身長.体重ー視力等測る ロ体温.手洗い.うがい.爪切り

■自習や時間つぶし ■友達とのつきあい.付き添い

□お見舞い I呼ばれたから

□委員会活動 J連絡一打ち合わせ

■資料や本を見る ロ仲間や先生との話

x･校稚BIJ 学年別,朋女別に放当事例の来室碑【bの書l合を示した｡

図-49- 1 来室の背景として ｢児童虐待｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H 13) (資料編 表-30参照)
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菜三校fmlJ.学年別.舛女別には当市例の来室理由の削合を不した.

図-49-2 来室の背景として ｢児童虐待｣が関連していると
判断した児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表一30参照)



⑪ r性に関する問題｣が関連していると判断した児童生徒の来室理由

○ 養護教諭が､来室の背景として ｢性に関する問題｣が関連していると判断した場合にお

ける児童生徒の来室理由は､小学校では ｢困ったことがあるので相鉄したい｣及び r仲間
や先生との話｣が最も多く､ともに409%.中学校､高等学校では ｢体調が悪い｣が最も

多く､中学校255%､高等学校350%である｡
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■なんとなく E)身長,体重.視力等測る

□体温.手洗い.うがい.爪切り ■自習や時間つぶし

□友達とのつきあい.付き添い E]お見舞い

■委員会活動 ロ資料や本を見る

図-50- 1 来室の背景として ｢性に関する問題｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (対比) (資料編 表一31参照)
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図-50-2 来室の背景として ｢性に関する間借｣が関連していると判断した
児童生徒の来室理由 (H13) (資料編 表-3t参照)

-83-



5 r地政や拍illの射d;藤棚

(1) 児童生徒1人あたりの平均対応時間

○ 養護教諭が､来室した児童生徒 1人あたりに対応した平均時間は､小学校108分.中学

校162分､高等学校155分である｡

○ 平成8年度調査結果と比べると.小学校は減少しているが､中学校､高等学校では増加
している｡

20分

15*

10分

5分

0分

ll.9 108 12.8 16.2 15.513.9

小学校 中学校 高等学校

□H8 口H13

図-51 児童生徒 1人あたり平均対応時間 (対比) (梁料編 表-32参照)

(2) 児童生徒l人あ1=りの対応時間の分布
〇 着-&教諭が､来室した児童生徒1人あたりに対応した時間の分布をみると､小学校で

は､1分以上-3分未満､中学校､高等学校では､5分以上～10分未満が最も多いo

O 来室した児童生徒1人あたりの対応時間が20分以上の割合は､小学校136%､中学校

212%､高等学校215%であり､平成8年度調査結果と比べると､いずれの校種も増加し

ている｡
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未満 El小学校 口中学校 J高等学校

図-52 児童生徒1人あたり対応時間の分布 (H13) (資料編 表-32参照)
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図-53 児童生徒 1人あたり対応時間が20分以上の割合 (対比) (実科編 表-32参照)
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(3) 児童生徒の来室理由の背景 ｢体の問短や体の悩み｣及び ｢心の問垣や心の悩み｣と

｢対応時間｣との関連

○ 来室理由の背景 ｢体の問題や体の悩み｣と ｢心の問題や心の悩みJに対して､養護教
諭が対応する時間をみると､ ｢体の問唐や体の悩み｣については､′)＼学校150分､中学

校146分､高等学校177分である｡

O ｢心の問題やL､の悩み｣については､小学校309分､中学校318分､高等学校265分
であり､いずれの校種でも ｢心の問題や心の悩み｣が ｢体の問題や体の悩み｣よりも

対応時間が長くなっている｡特に､小学校､中学校では2倍以上の時間となっている｡

【体の問題や体の悩み】 【心の問題や心の悩み】
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図-54 来室理由の背景 ｢体の問題や体の悩み｣及び ｢心の問題や心の悩み｣
と ｢対応時間｣との関連 (対比) (鷲料編 表-33参照)



○ 来室理由の背景の ｢休の問題や体の悩み｣に対応する時間は､小学校､高等学校では､

5分以上～10分未満､中学校では､10分以上～20分未満で最も多い｡

また､ ｢心の問題や心の悩み｣については､小学校,中学校､高等学校ともに.10分

以上～20分未満が息も多い｡
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図-55 ｢体の問題や体の悩み｣に対応した児童生徒1人あたり平均対応時間の分布 (H13)

(資料編 表-34参照)
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図-56 ｢心の問題や心の悩み｣に対応した児童生徒1人あたり平均対応時間の分布 (H13)

(資料編 表-35参照)



○ 児童生徒の1人あたり対応時間が20分以上の割合は､ ｢心の問題や心の悩み｣の方が

｢体の問腰や休の悩みj に比べ､小学校で15倍､中学校で20倍,高等学校で18倍とな

っている｡

【休の問題や体の悩み】

5m 4仇 30% 2m .仇 肌 〔亘∃ 肌

228. j

j

H8

H13

H8

HIS

回

回

H8

H13

H8

H13

8

1

H

H

C
3
等
-

8

13

∫

【心の問題や心の悩み】

■ -

50!i 40㌔ 3012仇 10㌔ OtL 0ヽ 10!1 20% 30% 401 501

図-57 r体の問題や体の悩み｣及び r心の問題や心の悩み｣に対応した児童生徒1人あたり

対応時間が20分以上の割合 (対比) (資料編 表134･表-35参照)





資 料 編





基本免計表 (H13)

｢2章 学校基礎調査編J関連データ

(莱-1) r兼謙教諭配uE救｣と T心の間雌の継続支援事例数Jとの関連
単イ立 件/佼

(戟-2) r兼譲教諭配慮教｣と ｢促姓重登校｣との関連

｢3章 児童生徒の保健室利用状況編｣関連データ

(衣-3)曜El別 1校あたP)平均LIJ用者教

単位 人/校 日

ll 小学校 l 中学校 l 高等学校

月曜日 31_7 35.6 37.0

火曜日 31.3 36_4 37.0

水曜日 27_1 34.0 36.1

LtIftl 29.9 34.1 36.2

金曜日 30_0 33.9 35.g

(求-4) r共謀教諭配恩赦｣と rl校lFlあたり保体室平均利用者数｣との関連

(資一5) r心の閉居の支援の有無｣と rl校 lElあたり保練窒平均利用者数｣との関連
解任 人/校

心の問題支援事例あり

心の間世支援事例なし

(衣-6)保健室来室時ryl

単性 人, ～ )内は%

l 小学校 中学校 称等学校

午前 始集前 5.975 (8.6) 4,992 (6.8)午前 .授菜中

給食 .昼休み

午後 ト諾 .■農 荒 , 2,548 (LL3) 2.365 (3.4) 4.287 (5.8)2,985 (5_0) 6,007 (8.6) 6.568 (8_9)

l 放課後 4,719 (7.9) 6.69】 (9.6)
回答者 計
無回答 I.467 824 770

利用者数 計 61,159 70.317 7LI.459



(衣-7)保纏重来窒理由

出血ゃlldLの++什■lが+ド I.●したい ′fんとなく JLがほしい 【BつたことがJLt ので相 一【したい ■●-作土.+ 力tIlS fFdL.手洗い.TJが い 1爪切り 即Pや●■つぶ し AJさ′､■■●あ い -IL卓払い I.■■ IfTLLtたから iFL■企払■ ■I.十2Fを見る 仲rqや先生と′､● 一十

わ 1上

博+■■人 吹tgり ▼■ l2,Ol 6.FT 舶 L.qC lO_7 14.57 2.81 2,04 2.7】 66.

革蝶 日.(旭1日2.31 67 3.3) pT ●.72 ).3 lJ,66 L,3 a,8● 乱40J En.
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r4章 養護教諭の判断 ･対応編｣関連データ

(衣-8) r救急処正｣が必草と判断した具体的項u
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(衷19) r相談｣が必要と判断した典休的rR目
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(il-】0)来室理由 ru】血やけがの手'jJの43合に r相談｣が必要とl'Jj斬した具体的項R
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(戟-12)来岩見rhr体qが掛 ､Jの賂合に r相談Jが必野と判断したjTy体的項目
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(衣一13) [休養したい｣の卦合に r相談｣が必要と判断した具体的項目
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(義 - 14) 来室理由 rなんとなく｣の場合に r相談｣が必要と判断した共作的項目
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(衣-16) r指弾 ･連絡｣が必野と判断した具体的項Fl
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■▼粕 1.557 1:I7 7 6.652 1 L.37 35 53 14.95

▼▼別Nl3 小手壊 息▼■ 1,196 32 2lt S7 1.(娼2 3 5 43 JH 2.179

中手年■▼◆ 1.4691.853 4L Hl 81 1.284 l3 + 33 65 3.)0599 89L 121 1,3Jl6 28 ll 82 111 4.315

中手や ー■ 1,525 52 HS 2引 1.921 l 一1ヽ1 日2 lsd 4.527

2年一■ 1.692),3L8 4340 】97217 263 2.264 2 496 95 lB6 5.238239 2.121 7 469 )45 け2 5.018

諾 l◆842 56.1 】97 164 l91 丁 301 38 389 202q= 1,0381.099 57▲l394 'L$0279 24tl2L9 L9443 20 272 62 456 46i+ 18 352 693 311 32

ー■drLtヽ Et■ーl■= 小事故 l9_7 0.7 25.6 2.4 44.6 1.3 3.1 2.6 100.8

EP稚 ll.9 0.9 4 12.0 50.g 0.6 2.6 2.7 loo.0

JLl叫 10.5 十I .6 3.6 6L.7 0.5 7.0 3.9 100.0

牌 ･Jtネタ 15.7 】.30. 1乙一〇. l59.55ー< 0.0_ 0.1】 7.2_ loo.rP手放 22.7 】00.

A+tTJJt軸 12. 0.4 1 73r) 0ー 4.1 l 一oo.
43.1 1.7 .3 2.6L2.I 37.一28.2 a.ら0.与 0.2LS 1.62ーa JL,212 1(XL0100.0Lf1邦 一5.0 i.8 _5

■●叫 3J).5 0.9 a 1 44.a 8.】 9.2 2ー▲ 3.6 100.0

辛◆ーl 小手せ中手t宍 i 48.2 L3 8 36 43.61】.4 0.I0_Jl 0.20.3 1.71】 1,72ー1 1cc.○l00.○

中手平 47.3 1.3 .6

■手早1■ 38.046.82_3I.T .5 31.0 0.6 0.3 1.9 2.6 loo.0.2 .2 31.9 8.2 1.0 3_0 3_0 loo.0
2年 44.7 乙1 3 :lO.6 0_6 2.0 2r3 3,1 1伽).○
3年 4Jl.3 LS 2 24.2 0.7 I.4 1.8 3.1 100.○

諾 I+ 33.7 ll S 42.4 0.0 8.8 2.ら 3.3 100.○
2年 32_3 0.8 さ 07 43.248.0 0.0mL 9.59.3 1.82.9 3.63.8 loo.a100.○



(衣-17)養護教諭の r処置･対応｣の具体的項目

回答者故

L-+′､暮.■一〉つとyt{斤■■叶■■■一■■′ゝ■1■ll■IIJll■*tIIrtが7EXせず +逮 1 ■ Ci1.JI+IL■ lt■ tT tIJ ■■一'tihb保tltPf-の対応PIきれた児JEt■■ I

■f一別 ･1十▼H 29.S4) 1●.423 3,2一3 1.97一 L.糾3 .03】 9.153)0.8ゆ76082.32BJ一43] 848I.577 I.0753.92Z 3061.583■■●
中Jf世JLI叫 32,33995.899 ll.2199.○74 I,93L7,一323.○764.OIL 1.○12260 L.lA2 821,061 ÷ゝ一 .2○6)3,○伯L.089390I.B23 3.258 I.685.656
l●小事tl 1一.269 8.20L 1.878 9L3 L75 3.232 746l2一127 ま887SJl TllT柑 99¶2 86一822991.u
中牛汝 )4.27B17.○9】 +.SLl3.7L9 2.736I,m9 L.TL31128 ○】7611 00BS810†ー▲○00tJHJLTtq I.249 6.184 I.3柑 ■l† Z丁丁 I.727 r26占

小事故 32.2一9 2L.TSl I.5872.410 4a) 1512.J6L 1.9Cl424 L47 76一 L,8603211.○50 い一590 ■ユ■+日1.)641.○39
rF事甘 33.83BlL.752 l3.176L3.214 も281)1,8874.9917.820 lr4611.○07 lSS L.811 LO97 1.831 allI.783 1.80ZAI 2.279 †.■一3 L,)36 3763.332 L.7○33743.927487

千十J!■り小事故■▼◆ 9.11勺 7,2261.lら一 J,tS2 8B 27212218 }22一82 餌 3943 ●一ITl>306

中JFq'-ir羊年 10.8l○ 7.381 1.5○Ltー■ LSO 46 730l71 1.■ほ312.048 6.%L 1.791 I.129 25} 与7 278 1.9)9 21273 275 L.035ー37 3JI 1.L16876
中事蚊1年 ●.l70 ).γol 1.853l.○Ol 276 297 1.141I.4792315lL ■○111 453 178 lS} ++ 95Jl2朋
王▼3年 日.305]3.BLg 4.6LO4,972 2.73} L.8ll 47a 643 629 I.l93t■ー 2,147 ●- 35)lJS3l.0799%672 L732■b )eS

■■宇攻 1+ J2,2S2 3.834A.E3ユ5.1○i 2.2422.720 575657 57 2伽223●■一■★I2.793 377ーけ.lM 1572年 14.30II.一Stl 2.坪S ●○ L,299L232こI∵
3+ 14,89C 4.eSl 5.1692.8ll 67○ 55 1●ー 2.603 65lll6 L,650 ).252 ]99

也那小事也+13.36) 9.523H.○531_9062.613 793l.580 l●1 9一 L.D39 2.070 214 一■ 358 7T9 l抑 一9
女 lS.一39 L.088 2.762 201 I 396 1.04g ).625

甲羊攻琵 Ill.862 8.Sac3.345 I,729 弥I的} SL1 1.8532.231 1.056l÷■ ).72B■▼■ lB.S50 6.753 I,910 3.248 8一6 47 1.○81 L165 与ま)17.27824.3346.306t.BB35.Zl29.6462.708B.093 750Ll6月 i.296 3.2474,182 66615522】 I.一83I.柳 762I.○l9◆278 L.6732.242).527).○SL

(義 一 18) r記扱｣の必要ありと判Wrされた児丑生徒数に対する割合

一:●ハ■l■ありと刊rさILた児JEI+I+ 払t ー■ ■JI甜JE括 年■Jrt■柑ttt● ▼■ ● ■ I+JlLJ& b 44■JLt女へ小T†LL 41モのBhttr+ILS+ e書のろが3tJlせ-r 逮 ■ ■

CL Jt2小事伊･IJLI 1ー2 O.●○. 3.5
lLZ ー2 1.9l2_I .7

I■叫 2TーB 2 7一S.88.93 I 5.1 .2JJ手tZ 67_5 0 〇一7 .5

中午枚 l2一〇 3 7 92 6.a7.7 2 2.91一〇 2

J ■tt★ 21.S67.4 2 i5 3 l 2小手域 3 .≡i■
+ }9.9 ■ 5 9 Bー3Jtt事故 ○ 3I.○ ) .S 0.}

辛■1日小事攻tt▼ TもB I .5 2.3 さ1

中事qi ○ 7○.3与7.816ー3 I I も.
■▼■ ○ I ■ i32
中手や 1年 ○ l} a6.2 IIOl l.○ 3.3I+ l ○ 4〇一8 2 _2 .S5.t .2 9.5 3,3

34 ○ }8_0 S 2 4.9 3,6 2.8

■■▼ 1年 91_3}○ I ー22甲3年 ■ 31. } 6 I.6○ 32.6 3 0.8 A.4 I.}

tと■一日}小qEtZI i 9 .2 7, 2_7 1.○ 7.I 2.8

■ 一 0.30.9 5. .S 2.】 l.○ 4.8Ll中軸I a. 5.一 i.B ll.6 3.0■) 26rB a ∫ A.3 578 1.2 ll_7 I.1



(衣-19)児鼓生徒の来室の背景として考えられる内容

小学校

小tLeZl ■

LFのqJJや作叫 キ 1.○07 148.7) 2.03J) (48.8) 乙附く48.7) 1.一74 (5L41189 (&7)1.667452_I) ).7与○】l43.3)846 (S.一) 250 EB_0) S95(lO.lI 252 (7.9) 401l仲.I)
わから/=いその他 1.lS1 (lL.5)a.161 (⊃L.一) 156 (相.9)698ーlL.9ー 363 ーl2_9) 37● E)1_&) 413l(10.2)L.一33 (31.3l I,723(29.n 788 (2&0) 姐; ー27ー9) l.477(36.8)

L=*tI * a.875()00.D) コ.LBL (10)_0) 4.011(】○○.○)
lrI 一.L98 l.7771).I54 2.●04 I,○00 i.318 1.761L.l.269 ち.m 料 4.197 5.806
LfJ'1■J■ヤ■L､t.｣ 8L6(l7.6)i,S5l(33.一) 3lS ([7.6)195(27.6)1.計器 l19(L良L)m(29.I) lL7ーS) )一一(1&2)

(3ま3) 763(lSーJ))()4ー0)
件とL.のqJlや甘み 674(14.8) 275 tLSr3)一半ト牢乎l21(13.0) 弼 (LB_一)
bからfLいその他 337(10.8) 一75(17.1)柑7(21r2) 2如 (L7.9) }41(18ー0)LJ6.7) 37L (20.71 397(14.3)28さ(2○.3ー (L6.6) I-HL○)

htI■ 41 4,M nOO.○) L,793(100rOI2.784(】○○,○)928(LOO.0) L.SW (L00.0)2.129(l00_0)
ztEg書 195 日5 98

中学世 l 井 l 女 l l申 r 2年 l 3年

+ハtJJや■′､●+ 5.qTl (51,○) 2.752 (52.耶 2.73 (●9｣) I.222 (54.3) 1.料 (53.5) 2,2B2 (47.7)

.917 ()7.9) さ00 (13.3) a?L tL6.1) ).○16 L2).I)

わからfLいその他 ,16○ ()0.8)614 (12.一) 6 19_1) 213 ー9.5) 122 (LL.5) 517 Ll○.9)(20,3) I.D6S (20.I) L20.4) 51S L22.9) (L8.9) 918 ー20.〇一

巨ー8才且 ■I .7LS (LOO.○) i, (】叩,0) 2.250 (lm,○) 1.472 11(め.a)

ft良書 与ゝ一 L.Bl8 1.7 1.237 I,494

.276 7.D23 7.2 3.○47 1.90○ L237

LFの棚 やPFのもみ 7L7 (lS,)) 759 (16.7) 9Sa ([一_2)- ~訂蒜｢｢ 瓜8) 町p t36.9) 699 116.OJ1.㈱ k6.A) 681 LL3.○12_2舶 (43.1)838 (42_B) 1,Sol (3L1)

NEと心のFu やぷみわからILい .965 (17.3) 787 (17.a) 328 tlt6ー 837 (17.8) 叩き u8.6)

.36J (l2.I)モの他 8■丁 (9.6) (13.9) 一一X ll○.の 636 (l2.1)

百悶 -> 廿 .352 (LOO.○) 6,761 (】qO.○) i.2JL8 (Il札○) 3.76S tl00.a)

hFj)辛 }糾 lBS l○1 1ー

JL+TIt E 男 I 女 l 1年 L l 3平

bからない 糊 (l2.3) 6SL (16.8) ーl3.I) nS.〇一

モヵt .375 (L7.～) L1●○ (】8.2) ).221 (16r9) (L6.4) 791 tL7.2) 894 (LL〇一

Fg■■JL l十 ,564 ()00.○) 61291 (l〇〇一〇) .242 (L00_0)

lh ).58I .928 977 1,222 I.296

7.8n †● S.○9○ i.859 L○31

n)+ハJltや■Pl ,092_ (22.i) ).l62 (22_7) 923 (22_L) 854 (2L.5) l.○丁S lヱ2.7) I.)50 (a 7)

心のMIや心q み 615 (33rB) 1,1砧 (2&7) Ll66 (36.1) ).M J C)3_71 1.m (33.9) 1.68J (33.2)

一87 ーLD_7) 639 (1:l.S)も58 (12.71 sS9 (ll.0) 佃71 (?.9) lSS (9.○)その他 305 (?｣) 3S8 (9.7) (9.1) 171 (?.I)

41+++ I- 846 (LOO_0) 8.697 (100.○) 3.98L (LOO.0) 4.7 (loo.0) i,OBL (LOO.○)

■■■ 与○7 り一 280



(衣-20)抹蝕室来室理由の背兼に脱藩していると考えられる犬HL的な項目

tT+tiIにBJナろ加 拙 不hiやtlRのリズムの■′. Ift*のL すJI■■一に叩十もII 糾 Zt斗 いじめ.JE人BBCL717+事iJ一〉るいllt■す +JlIl+ 1*HFL'& tJlT tlーこJH十もrqJJ 7:ー】 その他X国事 ーl

小手汝 12l 850 354 }■ ).33.1 1.226 63 12 ll 22 7tJ629 7714.BIL
中手世 978 2.239 718 2,464 2.667 1.6lB 17619 †い■ l3 278 886 1.○35 1.767 ll,716

it書手攻 1.0l7 3.260 Ill).一6B 2.357 2.号99 1.573 2.】切) )一.353

■十 2.一l6 B.349 2.085も278も.358 7.7一3 BSS 226 654 一† 960 2.266 9.L37 A.73l 30.9[0

▼■事l小qLtZ中辛8Ftt手早 8B l27 53 39 3LO ー■= 20 37 3 86 HO L90 963

や千牛 139 82 JOB 15 一～ L63 川一 251 [.6才0

●丁●l一十 3S2 320 日8 23S 11■ l▲ 2L6 116 2.2272.3)I
2甲 922 ●■十 ltH 568 ■.I) I.313 ++ ◆i S †一 231 1■ゝ 3.856

3年 }97 I.236 ●ヽ I.616768 1.ユ一o853 L.447983 7576 33 75か) 2 179 407125 7ll 5.470

■■事校 1+ 275 tlI ナ●? 24 110 367 ●fl 一■ I.Ll92年 390 I,)3○ 引8 ｢n 841 L.125 130 ●一 Lll 1 236 328592 733I.888
3巾 I.】91 1.7I1 6.269

性■小事蚊中手世+ ht 118 67 H̀T ◆02 tf 222 SOS).869★■ 235 49l)L)27 13Jl 1.m} 803935 1●I )07 l● 260 297 464 2.8991.705■511 1.】03 348 8 1.643 2.666 日319 一一 ■ 236 鵬 一一J 978 6,鵬

■■千校ZI 1.B一0 一十●一■TSZ 92 6.303
■ ∽ L.615 60Jt ).9g< 1.800 2.24さ 296 L一.■ L.367 9.OlS

小事故 0.5
中軸 8.3 L9.I ら.I .○228 30.9L6 0.1 1.8 O.I 2.一 7.68.8 L6.LL00.○
JEY事故 2.I
Tf 2○.5 4.7 20B 25.1 0.7 2.L O.I3.I 7.3 10.】 ーゝ1100,0

+◆I ′J.中位故事申 9.】 l3.2 占,i.○ 322 L6.8 2.) 0.1 3.80_3 Li 20.6 100.○

中学平暮す■ &6■ヽ ll■20.4 S.I与.I 28252 26.02台.ら 1.3 0.20.2 2.62.9 〇一一 0,9○.6 S.I12.3 L6.7L1.3 1○○.0100.0

中手伊 i+ 0732年 a_1 L7.3 5.0 .7 22) 35.6 2.2 ○.3 2.5 ○.I 2,0 6.0 1○.○ lt一 loo.8
■ヽ

= i+}■ &7 22.423.L7,2 I =ナ■ I.8 ll.7lGL8 ]○○.○.9 23.○LT LC2.3 ○.0 1㌧■L7 15.0

J■ 6,5 22.I 7.I 2.1 I.7 l00,0

伝別Hlコ小事故■★ 之LS ○.2 6_7 16.3

&] L7.L4,6 I 2T6 27.7 0.7 0.2 2.0 〇一0 lO.2 )6.0 l○○.0

EFl一一枚 ■女7_白 15.i 5.8 236 ま8.3 LC 0.7 l.○ 4.L }ー4 ++ 874 1一.0 L00.0

芸 刀 2 †1 LT i+■ 丁一〇 J.7 】～.一



(衣-21)来室の背款として r発育 ･発達に関する関越｣が関連していると判断した児童生徒の来整理Ftl

出JLやけ51のT1官ヲ̀.欝､なんとfL<Xがほしい関った-那■■-I■II書nlつぶし▲●iのつe一〉い..｣eやいおA■tITZれたから■■◆括h Iret■一Lる +JIT.先生との廿 その他 ■y一■ ドもろので相Aしたい+TIIII与うがい.爪9】り wH

匹】■■+人 汝l一一】 小字tZEFl事t穴 L26150■ 3913 2 }一 ●■ 2 411

')l7 ldけ228l525} 2Ⅰ 2 978JL+7L+ 12 89 L.Dl7

■早Jt ∫t ■▼■ 2e 2
LP千年 26●与3 .1)8 け9★■l
JLナ■l▼ 56 lT 22 346)25 +2 21+2252
i■ 1S4 I+2 3

1■33169)735 2222 2251 397
諾i+ 2 )212年I2S )I21 2 ー}■ 2 2 I.一■

tt別 小事■}■5775 7 3 A}l l76■ 2L 31 17
中 ▼SOL96 1ー 35 ◆32女 25319 一一 2

琵I28201 29 1 ) ll■ 45 20 2 L‥I

●+也ヽ汝l一別 小qLeZ )5,73l.43,78.87.6).0I.7ー}一1 〇一2 0,6■一 15.2

tJH ◆8.○ 〇一e 0.50.2 3.1 ll.2一一○.20,I LOO.0L00.○++H tJ6&2

年年別小牛一丁▼ 20.6 3).8 l6.○ l 0.7 3.19.1 柑ー2ほ.91l00.0川A.○
FP手中+++ 3.B9.○ti+ L.6I.20,IEP和ー■7.○ 1.6 il0.aL伽.○2*14.347ーS1.)5.65.02.22.ALB トーL00.0++ 十■ ○.30.32.35_A13.6○_一■▼▼{1年4.一+1+i69一〇9.0一.ILS4.0 ○.7k428 ○.50.)O.○I.20.9勺.6 )qO一〇3年瓜7.34.)L3.J I.7 &4

+別Hl3′ト軸■18.232.42.1 I1ー70.も 1ー6 17.一 0.6 loo_○

女 13.2 L7 ).3 0.4 9_4 12.I

EF'事世I■lll.015.4 ■ LT8,) loo.○一8.53.5i.L2.85.L 0.60.2】.●0.4LT2.6け■琵I 0,36.3十一



(求-22)来会のtf鼓として r睡眠Jf=足や珪態のl)ズムの乱れ)が既達していると判断した児i生徒の来室理由
vJr1-暮■■ lol

L% HJLJ■lげーしたから ■■会JZE■ fJtTJt8■■十先生と′､■そ鴫JFil■い Izく uしいしたい■る ･ヽtLJ}い-■■い J*

一一■■一【人d一一Il 小事較 LL I.}77丁}I9】}▼ I ItAlSゝ一15 ユ 6L I 書5○2.汐9

中事故JL+I I8m 2y2.】引455 139 I.260

▼●Iー■一一JLP 厄年申中書I■事tt■ りLJ24山 6 1 32一2221i 3J225り 521717 2 ー2 2 10 )27266■ヽ一〇●71.t■与lt持258-90ー155 25一)◆一一一 I2 }722 2÷} lS2Sz7】～ 1nS4 22■2■1▼ー■2事3I 17P23 lLS㌶ I- lTl】丁⊃ 1.1事IL1一一

tEtJ小 ■iTly I-716 I269l■+>l■ 20り183014 22I )6l923282312 2I 2 2 I202626JS 1 498).127J.L○3).■一0L.●lB平手幹諾 I■I■:=】}●01● めWI.0651.084]75)○2217 IL2 }i3

■■Iヽ C■■I 小事丘や事杜■●▼一 ●jl.一し● I-■一I.5 ○.1tII.41一 LSL3○.7I,0■○L一○.1 ○.l○_1●.●L2llLt丘_2 LQqLO

tatLI LG也_I ■l○.●■l 13■)I-4

チ一】 幹 ■l●_It一LI).iH 2_4 1.●tJ乙】●.I L●■1○.lO.2○10.2Ol ー●■●

中手■▲▼◆Til L8■■ ■†I.○t†L8 ○.9
EP事較1+2事3■ I.I +.I■ゝ■ー一丁ー3

L2

tIl.○i.1 100.○
○.I0,216○.9)3

■■■★ lqiI+ ▲○21 Lユ64.一 LS.l 0.1
J◆ 1.I LJL.き172.9 L.9 4.iL} )00.0

tl●lJl}JL ■★6.0 15L■○.3 2.○ tJ○.～2.ILO ○.一4.8○.I○.i○_1 ■7AZ073 8,一I)Joe.4め.I†.I ｢1 ●_I
Ll L一L1

◆ ■ 1○I_一L.2

L2

女 L.2L217L2 ■■ L●LZI.I ●_I 】○■○琵 ● ti+LL L2●丁.I



(衣-23)来室の背景として rit習tRの乱れ｣が関連しているとtll析した児ji生徒の来室甥由

仕lJLやr1+事当甘ヂ.諾.fLんとIrく JLtilZしい■JtことSI､●■ヽ†一■したい■■+汰JI与.T :+..jPい-All1aI+■Ml･つ.gL琵…▲い-eIBい■1■ 書ばれたから*JL仝t■暮■-nH ..T■■*qや先生と一ヽ■その暮■■■rI
■■■】 小事ま 2lt～■I●1 ll●丁 17 ～5 1○ I † 1 Z547lI

+～ lT tl172I1○1323i 2 24JlJL■ ‡【 12 I I

Jf; ;I● 仙人 Jt t■■ 5 1 2 2 I I -I

申年生 II 一▲ I 2 Z ■才は○

J千一 I6 一3 i

中 1■ ll ⊃ 2I3 I l151●一2年 iー■●20SF2}0 i ～ I l●ユ■ 2○ 2 2 20■
■▼TIT1牛i+ 〇 297JV289 LJ1■23 2 2 2 l73f l7 ll 15

tL●■ A JI 76●1 I 1 2 2 2 Illlーi I ～I 2 1 二
FP J■I ZQV ■ IL 32 m
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(i2-24)楽盆の僻見として [学習や進路に関する問題JがuT述していると判断した児鹿生徒の来玉理Etl
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(衣-25)来室の背Btとして r家庭環軌 が関連していると判断した児東生徒の来室理由
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(衣-26)巣某の背魚として rいじめ.友人関係｣が関連していると判断した児尭生徒の来者理由
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(求 -27) 来室の背景として r柄神疾恕あるいは心身症｣が関連していると判断した児童生徒の凍宴理由
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(衣-28)来室の背景として r横食降着｣がri]連していると判断した児亜生徒の来塞理由
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(袈129)来室の背兜として rlFIh緒陣軌 がEkl連しているとlflj断した児塵生徒の来室理由
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(瀕 -30) 来室の背兼として r児童虐待｣が関連していると判断した児塵生徒の来Iji理由
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(演-31)来室の背景として r性に関する問題Jが関連していると判断した児ji生徒の来墓理由
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EFl事tlJII L3 L3 100.0÷■ 23.II_7 zQーS I.3LL).+lrS l.)○.一 21.一Ll1.)34 2.2ZLーlil l.7 ★L+ ll
= 一十 29.A LJ 12.9 I.8 2Ll ●.●ト●LB A.IllI,I 1○○.●2+ At [4.6 ■一 l.⊃■●しっ Lt1IQ←●

一■ 1_917.2】●.I ●.●Ll llL2 0.1 ▲○loo.●

tL■ I l○○.● I_i ICA○llD.el●■●
十 JE LL 15 -■■1○■.●1■○I_～I+I 2.6 ]7一旦L○

千E ■ zL1■■lL4 L4●.I1●1㌧■ 1王 ll-l●_●I L○_一lL+ L+111 ●_I L2 I_● ー●■●i1_●}事,6 l_7 l■㌧● ●.一 ■■1●.丁i.4



(裁132) )人あたり対応時Iifl

H8■監査】■■ ■■【藍盃- ■■6塩田a rl1■丘芸■■-■-空王書】■■■■ -

tW来iII-3分束斗3-5分束iI～-10分兼itl〇一一2〇分よiq 2741.5689Jl8).395 H.8)(27.2)(16_5) 403 t5.5) 4131.419-iL_SSひ乙313 t4.5)(15_5)(15.0)(25.2) l28.4515.6807.7674.653l.325I.01373128EF7lS2951.3I3 t○.○)(26_2)(17.6)(24,l)(14.I)(4.I)(3.A)(2_3)(0-9)(2,2)(0.9)(4,1) 215.9954.9137,6846.282 (0.1)(17.9)(1一.6)(22,9) 81 (0.21

.○:15028 い(J 0)9) 5.5196,07g10,651+

i2一.2)(ー6_3)(3.3?(2.I) 074658354 ー2Bo)

938l90l20 (2(15)8) 1.姑453JI (2(((((( 3)t)一)6)2)1)4) (18.7) 8.912 (21.3)

20-3〇分束I I,7671.323 (5.3)(3.9) 2.135 (S_I)30-40分兼■ l96 ( 7) 310 1.368 (13)

4〇一5〇分乗れ50-60分束iq 9040日9-了i丁面(0_7) 162 (22) )15 9991.202 (3,0) 985 (乞一)2421一9 ((23)○)~~~~盲由280 (3.6) 2.365 (5.7)

60-12〇分呆* 一て云~再 1.2475も7 (3_7)(1.7) 1.710121 (1_I)(1.○)(3.6)120分以上 71 (1_2) 別 ( り )25

きl司書 1.538H.6) I,523

(表-33)jk壬理由の背Jt r件の同席や体の悩みJ及び r心の閉REや心の悩みJと r対応時珂Jとの騒連

(義一34) r体の間雌や体の悩み｣に対応 した児女生徒1人あたり平均対応時間

(表一35) r心の閉腰や心の悩み｣に対応 した児i生徒1人あたり平均対応咋TFq



(衣-36)児丑生徒の保健基利用者数 (l佼 1日あたり)

15人州 1三人--)〇人◆■ }0人-d 人◆■ 50人じ1上 不明 ■■一声一〉たり(A) l十

i)■■■EV 小千Et 促■ま■､11■H ElAf-ql

15人-10人jH ]2Ll

P人-1O入来I ●■
50人CL上 76.2

7LM ■ 小&+h(ゆ人欠■) 74 22112 28 17 33_一 103
大兄*けdO人以上) ■

年書主のJZ:き ○_6舶 来ZIl ZB l3.～2).03).81t.○1一一⊥2○72も0.5は 16 5

tJtJ ●● sJ 311
1.5Jm ら ー●)
ニk12.綿 毛以上 34.】

千辛蚊 保■1--■■■tlFlあたn 16人■亡I ★◆ 96
15人--30人州 iけ 229 LZS
}〇人-50人*■ 97
60人以上 67.0 66

tPq ■ 小JL4ー◆伽)人用iL) 71 与2 22 2L3 221中JR■(400人-700人州 15 ll 30 21 3&6 lL3
大^■rT00人以上) † 3 15 】† Sl.9 37

県I貨のG:さ 0.脚 】9

勺.Stlt 25 28 2L 丁 25.9

1●i 一6 68 63 48 1一.3 225

Lt-t 6 21
~~~~て哀i 1 32.8

2.榔 上

■■事伐 保恨利用書♯(LElあたり) 15人欠■ 52 22_638.265.6 L}0136

15人-3〇人棚 Z30

30人～50人よZIl

60人以上 57
一尺一■ 甲ZK+(700人兼Jl)大ALS(700人C1上) ～l 67 +176 23 }0_9 17831 96.I

榊 ip)広さ 0.6脚

○.舶 I 29.7 41
ー●t 山 33.1 256
).碓 暮 I 2l 25 8

2■暮 I

2_舶 C1上

千■Jtヽ J事栓 ■■17lJ用廿JL(lPJ>たウ) 15人乗れ ti loo.0

16人-30人州 22.d 100.○

30人-50人相 loo.0 汎5l○○.0
50人以上 78ー2 loo.0

軸 tt 小A+(●〇〇人州 ) 14.3 L2 )L9 )00.○IPA+(一【0人-TtN)入来■) ll.7 27.2 一一+i 氾.1 [○○.○

大洗+(7【巾人以上) 82.0 49.3 loo.0

… の広さ ○.SW l3.～ L○○.0
○_時 1 那.0 17.8 6.SlSー0L5.1 2L0-% : 100.○

l●t 23.2 門.8 払 ○28.9).○

1_叶 韮 itl 粥.～

2枚玉2.5書諸以上 LO LOO.○

早辛★ 促描ヽ■■■一日1あたり) lS人兼■ 100.0 ■● 100.0

18人-38人よ■ LOO,4 ユ◆

3〇人一石〇人よJtS4人以上 39.1

▼■■■ 小JLAt◆〇〇人兼■) 26､3 100ー0中A■(●00人-700人兼■) 13.3 3一.さ 21- 初_○ 38ー6 1〇〇一0

大1■(7〇〇人以上) 5.一 ■l 40.6 51.9 100.0

馴ー王のLZ:さ ○rLjR】L*J 乙4 227 100.0

○.Bt1■ -一tー 26.9 loo.0

ld 20_I 10.2 23.0ー~~~石3 N.3 loo.0

LBel 13.I け.0 I ● -1 100.○

2書王 12.I

2_引は 以上 28.6 】○○.○

i●千汝 ■■1■∴Il■●H E)J>たり) 18人1d LOO.0 10.6 )00.○

1S人-}○̂ *■ loo.○ 226 】○○.○

3〇人-6〇人兼■ I_I )dd.8

5〇人以上 856 lOO.○

事鮒 ■ EP札■(700人側 ) )7_4 351さ1.3 止■ }0.9 )00_d
大1書(700人以上) 】○_7 14.○38.L 17.3 15.l

… ⅠのLZ:さ ○_仰 ■ lL7 6○.○ ll 11● l○○.○

○.681 26.8 }4.1 ヱt一 1乙2 29.7 i○○.一

1■t lLl 36.2 一■† 16_○ 11ヽ LOO_0

L.叶 暮 lL9 W.9 }1一一 lO○.0

ニ●tz_引■■以上 zi○ JAt3B.2 L帆 BL00.○



(政一37)学校規憐

+I+(一00人きJr)▼1■(●00人p上7〇〇人紫■) 人JL事tT〇〇人以上) 叩 暮 ～

■l■fI■ JhT■帆■■+■tlEIあたD) LSL5人-一升人刈- -ヽ44人t■ lot71 L2 6 LJ7

■U ●IL L21●○一〇人El上
… ■■ ■■■t-LJHLl 22l 22】

中JL■【一〇●人-M人JL■) l●3 1〇一■一xJL■け○●人臥上) 加

和のJ亡き Lー■一■■
LSJI L■ 6 ¶
lt1 7～ I) ZqI
LS+I 1■
2■王2.㈱上 I

■千■ ■■1" L(tEl一ゝたウ) ____｣ 主Jd■l一人--一〇̂d 7S 1～ 2I】ー 一～llS

》人-.■■̂ 3q ■2 86事●人ZLt 22 77

▼叫■ LhJL■t■■′Lt一山やJL■1-A-L,7●■人▲■) ZZt Ju L}1日}}7大JL事r一Wl人pJ=) P

II10J:t LJJM }1 2
一~~ーi~iii Aa l■ ⊃ JtZZJl■■ l一一 暮5 ■

1.-8暮 一 ) il
2t1
L雌 上

■■I+ ■■t 1■人.釆暮 占1

)5人-I○̂jtl
1日lAn=n 1〇人-H人:た■～〇人ー1上 57
事せ1+ 中JL■L7〇〇人太一い畑 4(一〇〇人以上) l■1 L781一丁 1一一

A★tQ}d:さ'ET:I1.LJrt Ll8
llは一 朋ZSeL1I2書書 a

1.紺tCLt I
lt人■一一 85.2 ●+I4.9 loo.○

■■JtヽJ++ 什柑fUI書tHEI一〉たり) lB人～封入よ■ 57.8 弧9 i) llP.○

30人-SO人側 氾.5 tl一 lCN).a

S〇人以｣= 17.5 一乙6 IOAB
●什lL+ ′JLA+(I(抽入淵) 00-中桝ー●(抽入-700人州) 00- QO-

大洗+(70)人以上) L伽_勺

■I+JIJ:I 一.ー■1■■■
0.St1 S_5 MAA
1■t 100LO

L;芸2.Sjm 上 AJ 】一+I I-■ 1○○し0
1○○.○ t●■一

?■tt 仇付叫 T■ltBわたワIJ I人淵l■人-30人★暮 ■lJ Li一 100_○

35.7m.9 t●LL与JL+ lA○I〇人一一〇人★■ u+ lOAO100.0■〇人以上 11ー -1
叫 ■■ 小JLJh〇〇人∫■) 1仙_○ l00.○サJL一tdO人-7〇〇人畑 l●■●大1■ー†〇〇人ぷ上I l●■
■ー■'-■■ 00- ●L
◆ー■t 77_8 l▲■ 1_ILll LA●lll.~｢Ti暮 -+r_I l●■
LLt) 17.6 -1 IL} l●■●
2●Ⅰ ]0+.D L-○
1搬 上 ー■●.I l●■■

▲●▼●■ttuJttlELAたり) l暮人州 j書.I 一L一 I-+

l■人-■A.一■ -i一L～ l〇一
I●人-.●一人jt■ A ●■l l●■●
64人位上 -.+
中JL■(7〇〇人よ一u 1(pr○ loo.○)A+大1■一一一〇人見_U 1●ー●

一日■■のJEさ Lー■■■■ lA○ l●1●
L叶■ -I一一一 loo.+

■■t____L還 右 ■■ー LLt l●■●



(袈138)保他室に付随した相談室の有無

★ ■ 1回f l十

どt■■坪∫千也 保1宝11J用約日tlhたり) 16人月モ■l

lS人-30人淵 LS
知人-SO入来■ 74
sO人山

事こせRdE 小JA+(4dO入来iU 221中JA書(一仙人->700人側 ) 川3

大洗+(700人以上ー

鵬 のLEき O.榊 ) ー3 ◆6

0.舶

1■t 2q7

).5廿主 20

2相2.5書き以上

早サー史 dl+IfuJM LtlE]わたり) LSI.jFLJtほ人～30人兼Jl 20 73 2 95

3d人瑚 人大書 :1 97
50人臥上 】0 68 66

I■■■ 小見事(●00人｣七■) 27 一一一85
大JLd(TdO人以上)

保tiのLEき i0.5拙l●t
1_5●t

2爪

2_SM 以上

■●事班l一■▲I:■■■h Elあたり) ]丘人相

15人-34人兼■ ーy

3JD人-50人州 34 JOl L36
54人以上 -I ST

年桝 dt 中JtI(7(町人二乗一l)
大At(700人El上)

dL++.へエI O.… 6 6

A.紺 王 I 33 一】

,.l芸I+3L2.58毒以上 67l92 lBS}2 256423

一■JLJtヽ J十枚 4利JW より t]あたワ) L阜±草書18人-10人兼7r 8.0日_I OL.086.I L6 CO.0

30人AJ4人州
b人以上

JM * 小JL■(W 人力+) tt1).○ ed.一

大AI【700人以上)

t等K3iLの広さ ○.肋 l■ 6.S 〇〇一〇

○.SM lLO さ9.○ 0).○

ー●t 9.2 90.I ○rS ○○.○

L.6ね L9.2 Tit }■ 〇〇一〇

2也

2.弛 正以上

千辛Ft 4*4利用甘辛日 日あたりI LS人兼■ 2).1 76.a 2.I 00.0

15人-30人糊 L7.4 さ2.8 00_○

y】人-54人淵

50人El上

▼■■■ 小Jtf(W 人兼■) 18.0 80.8 0.I 00.○中凡■仙〇〇人-700人よ■ー 23.97盲.2 0.9 ○○.○

大洗書(700人以上) 27,秒 70ー3 2,7 00.0

促鞘 の広さ ○r榊 14.6 SS.1 ○○.○
orSJRI 17_3 成.7 ○○.○

ー■t 22ー2 ▼■■ 1.3 ○○.○

1ー射 い.} 00.7 00.○

2相 l○○.○ ○○.○

2.Sjm 以上 )00,0 00,0

■●千tt 叫 ■+一■t■ L5人兎■ 69.6

lS人-30人九■ 7LS
3〇人-S〇人まI 2S.○ 〇一7 00.○

5〇人以上 21.6 75.4 00,d

TRt■ 中JL+(700人州 ) 79.2火JI事(7CO人以上ー

卑tーiの広さ ○.棚 ■ 16.7 叶 > ○○.○

oーEjEt暮 l○.5 BO.5

t■t 26.2 714 ○_I

1.経 書 }O.¢ 69.一 ○0.○



(穀一39)保髄室巾の用談コーナーの有無

■ 一■ 鮒 暮 ー†

ーit廿■CZ J事Ft 促tー暮利JI書■(18わたり) 86 L22128

-y)人州 95 t:
大乗■ 一1
人以上

▼n + 一(ゆ人*lU 67 ]53 ユ21

ft+i 人一一〇〇人州700人U上I 72 103i○

保■宝のLとき 一●1●■ lS5■土 7一!l;I 91書暮 7† 2○丁
柑 1 lS 10 26
&

2 以上

早書rt rLtt■■■■■H ri一〉たり) 人よ■ }6 LI 96

30人よ■ い 61 HS
BO人州人以上 21 72 9721 66

1-eW tl (400人よ■) 221早 人-700人*Jr) 〇一 日∃
(700人以上) 27 91

EL■■のtt ○■●■一■ 山
ー■■ 57 ll
■■ 225
■ゝt 2L
■t

ー｢如 上

■■tFt (一地料+++(lElあたり) 入来■l 2515SB 27ll23

-加入兼す

入水■ l3JB

人tl上 }} 2

事tFJL書 人叫 ) llS lTel■†大 700人以上)

■■t.【止さ 5■玉東JI

■ゝ~■ 1○ 小
■二■也 10一 3 25637 2S

は 3

以上 i

一I■也ヽ J+枚 ●■■■｣■●t(lFlわたn 人州 29.i

＼●一l 0,8 100.0

人-七一t 57.1 loo.0

^以J= 一.~~~7ri LOO.a

… ■ 人糊ー }○_3千 人-7○0人淵 ) 29.) loo.○

大 (丁00人もl上】 36.○

鵬 の広さ 仙 ■●■ 13.○ $7.0那.6○2.3 l○○.○

勺.SJ■暮 1一.8

1書1 W.2 3,8 L伽.0I.卿 57.7 34.5
2相 如.○ BO.○ L叫.○
2_Sjm 臥上

中千Fr …flL用書I(1日わたり) 15̂ 3tLL6人-30人3tJl

SS.7 lDC.〟

34人～54人兼■ 2Jl.T ).0 一oo.0

6〇人以上 36.4 62.I loo.○

牛伽 tl 小仰 仙 人珊 Jrー こ̀ 1中JLI(400人-700人珊 A + 00r2 l○○.○

犬Jtす(†00人Cl上) 2-.} 一.7 LOO.○

保税 のDこき 0.轍 ■ ?.e ■11 帆

mSn 29.6 70.一

ー●t 一〇r4 B8.2 ).ユ
1.脚 3Ll

2相 Loo_0 )○○.C

2.相 手以上 lt巾.8

■■辛ET 鵬判JI書t 1丘人東一l 】○○.○

15人.-}〇人…34人-50人兼■ }16●0.1 84.65甘.6 ○.一】○○.○
S〇人臥上 一〇.1 3.5 loo.○

手枕JL* Efl*■(700人兼Jt) 34.g loo.0
大AdtL700人以上) a.2 6○.e

t&tjlの丘:さ .捌 100.0
Ll若 A+◆○.67125&2 I.Z 100_○

1ー与書暮 ■●㌧† 一〇.3 1〇〇一0



(表140) 過去1年間に r心の偶RB｣のために蓑.&教鯖が継続支援した事例の有無
空■rl同書書書rDJ

育 ■ 事回書 rf

ーヨ■∫■世 小+せ 搾rj(+)ttLH t)∫)たり) 16 1一一

16人～}0人*暮3〇人-帥人相 8775 I 12%
弘人E1上 31

… ■ 小JL書(100人jt■) 71 一日】80 之3 一一一

大tL▲ー700人以上) SD

取鴨 のD:～ ○.棚 yl
8.は i 20726l●■ lCO 46I1し 2○

2相 2 2

2.吋 壬以上

早千Ft AItPJ用書tH FlJ)たり) [5人**15人-}0人兼JT ■ 】6 +)

5 llS
30人､60人側

B○̂ 以上

事攻httF ′トすk(◆○○人側 ) 206 ｣I 224lO3 8 2 JJJ
大棚 (700人以ヒー 'ヽ

保rtの広さ 〇一棚 ■ 35 6

○.6一lt 75 ●l
t■■ 208 ll I 225
1.6書暮 2L 21
24L暮 I
2,5書暮Ln上

A●+★ ■■■+lII+ L6人加■ 62

L5人-30人東■ IR古 1 130

30人-50人兼■ l加
BO人以上 6与

～ + EPA+(700人二平■) ]70 I ー▼一
大A書け加入エl上)

t邑糊 のLEさ ○t■1t■○i芸

}S
2一9 256

lー丘肘 Bl 62
2相 3

2_68*以上

■■Jtヽ J千+ 斗■■利用暮JtH Pあたりー lB入来■

18人-30人… loo.0

3J)̂ J-与0人東■ loo_0

sO人以上

▼■■■ 小*+(◆仙人榊 ) ー｣ 100_0中Jlt(●一知人-70)人側 ) 77.7 22_3 100.0

大JII(7帥人U上) B4.○ 16.○ 】00.0

保t主の広さ ○.5書i禾■ 68.7 lLg 100.0100_00.5JBi 62.6 与7.一 0_5

l書暮 - T7.3T8.Izqd.○ 2222Ll logo

).SJBt loo.0

202_5は 以上 100.0

中千l■ 保税利用手書11日J)たり) 15人_ホ■ 84.2 16.8 100.0

LŜ ～38人_捕 1くり.0

3〇人--防.AJt■ 96,? 3.I LO 100.0

書〇人以上 95,5 3.心 ).丘loo.0軸JL+ ･/,瓜■ル… 一打 PL,S & LTM_91.2

大JI事rTdO人El上) Z00.○

保■暮のLZ:iL ¢-1■▼JL BS_4 l4_G )00.○

○.柑 1

lt1 92-
[.8-lt loo_0 一oo_0

2書暮 lq.0 lOOー0

2.51m 以上 l00.○ t00.0

■●千te tt■Il■■■(lElhf-n lS人州 ●l i.令 LW.0

)8人JJ.-30人兼■ 礼 LL 0.8

}〇人-54人士■ 97.8 2.2 100.0
50人以上 ~一･･.~前 I.i l○○.0

▼N + 中JLJ(700人火■) 姑_5 一.S大Jl+(7〇〇人以上) 97.a 2.0 ○_a LOO.0

良■1の一亡き ■■●■t■ 100.0

0.紙 暮 n 7 7.3
1書▲ 17+JJー~一一盲コ 100.0

I.柑 暮 ,g一.4ト● Ilo.○



(袈 - lil)過去 1年間に r心の問樹｣のために哉頴教諭が継続支壊したyF..東生綻数

】人 3人 3人 4.-.9人 l〇人以上 _IEi)育 平 均(人) Tr

固■1■{ 1辛■ 伴■暮+ー■■■(1日わたウ) 2 1 7ユ

L5人.-}〇人州30人一､50人ホ■60人以上 22 22一~~~12~~~~~茄 与 3 5 8775■

▼M * 4〇〇人3t■ー }621】0 ■ 与 i+0 1◆6大tt+(7仙人仏 日 12lO 22l2 137 2 2 I_2肋
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(費-42)調査時点の ｢心の問題｣の,性統支援
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(穀113)調査時点の r心の開胸｣のために為壬生激論が継親支屈した児東生徒数
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(資-LH)過去 1年間に r保地金登校｣をしていた児土生徒の有無
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(衷 -45)過去 1年F剛こ r保秘宝登校｣をしていた児童生徒数
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(義一46)調兼時点の r保鍵室苛佼｣をしていた児童生徒の有無
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211 †L9

100_0

中▼枚 保帖利Jg事♯()日あたり) ーゝ し▼J■16人～}0人3tJ 31.64L7 ■■ヽ58_348_6 100.○】○○.○

30人-5〇人兼∫ Sl.5

50人以上 63.6 3&4

事伽 書 小JL+(●〇〇人柴■)EFlAS(▲(抽入～700人側 ) sot 一〇.○

大A■(7〇〇人以上) 75,7 2一.3

Cit実の広さ 勺.脚 66.9 l○○.○

0_料 }9.i も○.占 )○○_0
t■■ 62.9 )qO.○

1.僻
2tt 100.○

2.柑 土以上

■■辛較 …I｣IIT■(lBあたり) I-＼t■ ll.S ーl

15人-▼}〇人兼■

3〇人-5〇人兼■ 25.7 715 ○.7

80人以上

… ■ 中JAf(7〇〇人兼■) l一† 00.3
大よ書(700人以上) 25,973,6 0.a

4■■′.主上 ○.棚 ∫ lLT 83.3 )○○.0

0.時暮 け_5 80.6 ]00.0

ー●t 22.5 †7.7 ldOー0

LLJLIL 30_6 69.一 】00.○



(衣-L17)q准時点の r保tt'基盤枚｣をしていた児を生徒数

】人 2̂ 3人 4-9̂ J〇人以上 ZI JtIl人) M

一一I書t也 小事tt H■■ー】JIfL118一一とサI 105 )

I■人-1〇人■∵■ Ⅰ}
I一人一心人相 ) 1ー

S〇人以上 1 I I 9
小JL■(仰̂3t一山やJLI(一●〇人-7～人珊 19 2

大1■ぐ仙人EL上)

lLJ■OJ:E L脚JL I
Lー■暮 ∫ 1 II
l●暮 22 4 i l1 >
I_SJEl I
2t11榔虎正丁-I

早■■ ■ttI■■■JEtlFIJ>たい 1-A_■JLl■人-■̂JJL I 1 I 1 30

2522lt 12 5 I 1 ●●
p人一一●人丸■ II I_ ■○
一〇人∬上 7 S 1 12

牝 ■● Jq*(■■̂*JD 12 け 1 +

申JLtt■け̂-7+人畑 2 l●● l i} F1大■■一丁一人El上) 7 I28

+tlJIJ'L +ー■t■JL 一 2 I I
Li●1 t一 12 12
l●:■ 47 29 ■ I}
lr紙 暮 S ) 1 lS
2也 1
1_SJm上

■●事tlIー】JIl■llEIJ>たサ) 1一人界■ 11 L

1一人→)人士■1〇人-与〇人兼■ l■2[ 3 LL■ I■B IS
50人p_i J

事糾 + 中JI■(7qO人朋JJLIL*(700人以上ー LI n1

領■tQ)広さ tLm■ Sll ○
Ai面F~~~~ 2 I
l■t り S
LL一l1 J I 19
7●t 1 1
7.S一はuヒ

■■ltヽ 小事牧■■17lJ用7r■llEIJ>たn 1一人▲■ 100ー0 LS_4●.丁

LS人一対人力1■:仙人-60人#N ●一.2一〇.7 16.I217 6 1○○.○

S〇人以上 SS.6 }3.I
■■一■ 小JL■(●〇〇人jtI) 90.占 1.- I.8 9.1中̂■川〇〇人-7〇〇人州) ■71 JA+ 1一.1

大AtrTOO人以上) 6一r5 3一.1

良■1のLEさ ○.6仰 ■l薫2.6一H■以上 相.7 1 loo.0
50.0 I 1○○.〇一 l○○.○6 100_○
▼ー+チ 2○.0 ■▼
-▼ ーLT L6.7

●▼tL 併■t■l■一■LlF】J>たり) 1一人jMql■人-I〇人▲■ 一17 2iO2○.I ■▼20.○)2.6 i2_ l○○.○○ l竹r○

I〇人-JO人州 一一〇 LZ.○IL7 lt○一〇人以上 ー1
小JLJH〇〇人jt■I LL一 2Lr2 lト● 1LJ

W f 中I■川仲人-7一〇人丸■一大JI■rTtNI人W ●■_●一● 2L.I3●.⊃ 7rl l7.■Zl_I L■7.l iiJ L●■●
IIltPJ:> L捌Lー●~■ JLA I.】h_⊃ l▲一 llt lLt ll 〇m

l濫2m Zー_一 ▲_～ lL●I● ■7 i) L○L○
hJ 2L7 ll_I i ●■

P _I

L榔上

■■千tt …1u fLflBJ>r-?) L■人兼■ 一13 l●.7lL一 LJ }J○L●

l事人J->̂jtJt &2 IL1 ■1-
>̂-pJJEl ■L-■ ■● i_I L■ I●■●
6+人故上 STr9 tit l4t〇一〇

事一1■■ ?JL+rN4人州 ) A JI_4 L4 一〇L○大▲■r7qO人位_tJ 一■一ZLl Lt LI lI l●■●

I■tの広さ Lー■】■暮■ I-I LJ ● J●臥●

I.貰I;=-L一m tLEl~ tis t1ーZLI A

KI AI Lt L● ■●■●
S7_I Al l4 l-,●



(蛍-48)学校規模 (詳細)

中位 校. ( )内は%

小学校 中学横 布等学校

100人未済 63 (16.8) JI2 (ll.2) 3 (0.8)

100-199人 54 (l4_4) 74 (19.8) ll (2.9)

200-299人 57 (15,2) 57 (15.2) 】9 (5.1)

300-399人 4745 (12.6) Si (13.6) 31 (8,3)JIOO～LI99人 (12.0) 5L (13.6) 44 (ll.7)

500-599人600-699人 27 (7.2) 31 (8.3) 32 (8,5)31 (8_3) 31 (8.3) 38 (10.1)

700-799人 2218 (5.9)(4.8)(1.1)(1.6) ll (2,9) 29 (7.7)800-899人 1682 (4.3) 42 (ll,2)

900-999人 4 (2.1) 51 (13.6)

1000人以上 6 (0,5) 75 (20.0)



(衣-JI9)保健室に付随した相談室の有無

+- I ■一旦■ lf

■li■■較 J辛蚊 ■■▼■ ■lヽ 2丘 I8 J 】}0

(j一五l辛) 316 98 285

i I
エ 263

中?+ 248

26 126

心の■■■の暮のLJEJfZAl)麦1年) 76 23 加
J 231

29 l37

■●千枚 1

ー● 27■
(it套1年)

Ltf42 ほ
lD_2 幹.3 ○.4 L○○.○

●■也ヽ j■tf 9ー2

(iL去 】申) ‖+■ 1 0.4 L伽一〇～+†
1○.1 89.

lQO,○

中千tF LOO.○

20.6 78.

(辻占 1年) 22.○77.B8. Loo.○
しっ loo.0

2I,2 78,

■■千Ft 100.○
(;■ミ左1年】 26.2 73.9).5 loo_○

(義-50)保健室内の相談コーナ-の有無

■ ヽ ●■■ ート

回I7F■汝 J辛故 tの叫 の■の一七支tt(iB.2日 年I T J69

■ll.一･･万 L◆5■
■ 柑○ 2 263

早qt攻 tLQD巾tのJLの一リーXd(jA去 1年) ■

■ 7 い■
k 90 237■ 一～ +

■●tEf IJ､■■(■IIJLrtt■t l■I ■ 203 3 JL7
■I

T ■■ L82
■ 69 20

●■Jtヽ 小千世 LA▲ー■ー + 36.6 4㌧■L伽,0川0.0

■ l6_2 I.0

■ 仙 100ー0

I ℡7一〇 2 l00一〇

早辛tq LLのrqJLの■のJLJE文士ti一去)早) ■ 37ーL 1帆 0

■26ー9
■ 汎0 ■ LJ 100.○

■ Ⅰ 1○○.○

A■千tk tJt l■1 ■ loo.0

■ L}



(衣-51)過去 1年間に r心の問題)のために煮謙教脂が縫紋支壊した事例の有無
空■はEg書★♯ TOJ

回■■■枚 J▼★ ■ l'

■ 1IA

早千枚 ■■■tr■■P■ ■ 23■ ー● 361

▲●辛税 ■ 82■ 323

●ヰ氏ヽ JT汁 ■■●■ハ■■一lI ■ 】00.○

ヽ 払.9 〇一3

辛千tZ ■■■1■(■●亡■ ■ 7.4★ 9 0.9

■■Ttt ■ L.9

(衷-52)過去 1年間に r心の問題｣のために美津教諭が線紋支度した児童生徒数

1人 2人 3人 一-9人 lll人以上 tFI書 平 均(A) tI

It■●坪 小1枚 ■■■tJh■tE■ X I 3 2

■ 68 S5

中▼攻 ■■■■Pl■4'■ ★■ ■÷
■■TEI ★ 22 2 SL■ †■ }2 32 89 L2.一 111

■■▲比ヽ J辛故 ■1書rLの書*JET ■I 26.7 20.0 L3.3 i.7 4.7 l00.○

5.2 三1

中IkItW 触 ■ ■ 一.3 7.5■ ILO )10 llーl> 95.I iLヽ 2.8 L〇〇一〇

■■丁や lIJ■tr■■L1■ T 7.8 9.87.8 21.6 13｣ L○ ーLー L00ー0



(衣-53)過去 1年間に r保健室登校｣をしていた児童生徒の有無
空Jは回答書汝rOJ

■ ■+Ft ¶

一一It■t交 /AgLpf ()■Al中) 事

■ 3 lq】 )05

中千枚 ～.(tl†▲IIJLrtJtjA垂1年) T+ 22 26

■■十班 (iA壷1年) ■ 182●■

■成JtヽJ事較 心の昨JLの■のJLk支tI(iA垂 lqz-) 育 J書.6
● 乙9 96.2 L.0 loo.0

?T佼 (SA圭 1平) i■ 67.OL6.1 81.6 l00.○

■■辛+ ･L′'tlr●の一m ■tj壬1年ー +- 50.3 LOO_0

(表-54) 過去 1年間に r保健宰登校｣をしていた児塵生徒数

1人 2人 Jヽ 4-V9人 和人以上 ■い暮 qL P【人) ド

qt■■襟 J辛# (J益1年) ■■ I-3

I,0

早辛較 i-′IJIハ▲十tJft■(iBJELt) ■ Tl 3] 63 -2 9 3,4 231
■ 3

■●+班 心のrRJJのAの… 支gt(■毒 1年) ◆ ◆○ 19 2.4 柑2■

■■tヒヽ ∫事枚 心のPLNのAのtよ支4(iLiE1年I k 61.2 L9r8 6.6 i.6 LOO.○

● LOO.0 1.0 LO○.○

中▼★ 心のrLIのJtの一u一文1(IjElや) ◆ 30rT L31 27.3 8.2 3,9 3.1L.9 LOO_0■ 25一〇 loo.○

■▼■tZ 心のrLIのAのLJt支gLt■毛 1年) ■ 42.3 22.○ 24.2



(袈-55)美津教諭の篠教配置の有無

■ ■ +dt ート

Eg■■■+ ′ト千～ 85〇人もlT ) I+

8SL人EA上

千■+ 棚 ■ (JEtElJIZI) ●00人以下80L人以上 ■15 I一oI }1826

■■Jtヽ J千bZ 脚 人上lT 1} 弧 038,8○.3 1(〟.0100.0

&51人以上 引.1

●■千■ BCO人以1- i) 97ー7 】00.0

(衷-56)促峠茎の広さについて

今のLZ.さで▲い 今Q>広さではよい ■l一書 71

■暮■●tt rJ+班 ∫ ▲一 Jog

■ )3Jl

◆ lT
■ 150 ÷●一 12 lsd

+辛七l 18t軍JEtZUA友一平】 ■

■ 6 3 lBT

t■■1-′､■■■■ ■ I H+一一一･.~｢盲丁 lB6 35L

■●+★ 拝!ーi生せGA去1判 ■ l り )82

■

■ 134 l7 ー● 323■:■

■▲也ヽ )事故 ■■}一962. 2.8 100.0

16ー ･.一･･.~盲1
■ 3Sr 68.8 6.9 loo.○■ 一2. S4.53.4 1○○.○

早qE攻 ■ ◆○.与 ■.ら
■ S S3.9 2.2 100.○

■ )qO.○牙 13.O B3.〇 一.○ l○○.○

■●+世 ■

■ 19.2 51.6 5.2 】00.○



(衷-57)来室児亜生徒の記録の必要性

A,.∫/LL eLJtあウ *

dIt■人 J千や 事■■■ 小AI(4○D入水■) ll.921 13.200 25.Ill

○.2○[ 日,374 20.665

大洗書け00人以上ー 一.僻 7.314 1一l.796

■■■■ t ■■ 世▲やけがのす± )6.JtS 17.l46

jlがほしい 6S 306 364

I:TがIい J I J. 8.lBl帆休1したい 一一ヽ 371

なんとなく 2.7●6 1.一Jー

fF■したい lH 480 ■▼■

早▼也 qt牧丘書 小^事(●00人兼■) LB.L9○ L6.03 13.82324.m

L23L96.L96 1才6〇一大1書く700人61上) 6.3u ).6】8

保★畠大王IEh 出▲やr1がの事A 337 ■､ー★a.173
Tがほしい り王 TT=

朋 い蝕暮L_たい 6丘2456 J1,mL.335 15.251).79l
fLんとなく 5.696 I.ー●J 7.236

仲■したい 日+ L.○97

■■I枚 7+++ 甲JL+け00人火Jt) JS.39417.313 l7.6262tl26 33.○胡

大JL*LTdO人以上) 4L.一31

…先王1Fb tLl▲ヤけがの+d 27一I 7.1○8

3JEがほしい l53 1.033 L,986

仙 tJFい 531 21,723 22,2与7

ttJしたい 299 こー■■ 2.一一T
ILんとなく 3.3L3 ▲31l

fP一ヒしたい l37 1.431 L.568

■■氏ヽ ′ト事eZ 叫 ■ 小A■(仙人兼一山 17.5 82.8 100.○

中AL+(400人--700入来■) too.0大A+(700人Ll上I SOー6 19.4

別 ー主■itl■ 出▲やけが叫 畠 I,a 粥.2 loo.○

JiがほLい 15.9 ■4.I 1○○.○

" 5lIい 乙2
叫 したい 2▲9 7与.I 1○く一.A

なんとなく 79.9 20.I loo.0

和一lしたい t9.2 80,8 loo.○

中事★ 小JA*(書く和人畑 83.8

大洗+け(山人以i) i)1 佃.2 )肋.○

柑3t皇JLEh 凶▲ヤr1がの手当 1.0 ー10 ]00.0

TbEllしい 17.1

… がJLい 74,5休■したい 255 loo.0

なんとなく 78.7 }1_⊃ 100.D

fI■したい P.2

■●7也 W 4 中A■(700人州 ) ●4.8 634 LOO_0

九■書く700人以上) ll,a BBー2 LO).0

… t■■■■ 出▲ヤけがの千月 3.8 + i l00.○

JEがLlい ､ ●～+I LOOーC

件■が暮い 2.1 97一一 l00一〇

休■したい 10.1 100ー0



(衣 -58) 救急処鑑の必要

+'t lLL ■回書 l十

EgI8■人 JJt千8( ■■■■ ′トAX(40〇人二架井) l○.tOT 2,7】6 277 13.20)

9.482 i,7○5 L87 L,3717.911大JL■(700人以上) 8.397 738

{一一一夏+tlI* bJLTrfttJhJLA事hLほしい 16.384 ●●■ 15 16.845
27l7.llg こ■ I 洲

和 がZlい 799 l2 a.000

ーk一したい i～● 69】

なんと/LくIll■Ltい LO9 625 57360

辛チ班 JM + 小机∫(一〇〇人束■1 】○.醐 I.一〇3 15.633

9.620 2.632 Z63 12帥大JL+(70)人以上) 3.763 J.紺9 5.J20

■t■■▲■■ 出▲やけがの手当itがJユしい 7.989 )3 8,136

585 別I
仙 tIい LZ.839 Ll 14.B92休■ したい 763 一lー L,335
ILんとILく ー}一 ).2加 12G 1.5一〇
7Ikしたい L39 LOO

■■チt女 牛t*JA書 中AS(700人よれ) L2 905 一.395 17,W

大JL+(700人以上) L◆.495 4.〇一5 24.】26

ALIHJE呈I由 tLi▲やけBtの書生 6.抑) 103 Lg 6,
井桝 1しいfq がJLい 1.722 L○8 1.03219.516 乙0†9 2).7日

帆1したい 1.凹 i

/Lんと/Zく 72
紳現したい 1.OL9 lLS 1.一31

■■Jtヽ J3枚 †ニ校規す 小戊■(ー州人兼L～) 7T.3 21).6 iL 100.0

け ● )00.0loo.a大丑JH1PO人以J=) 87.5

休暇■一■ー 出JLやけがの事当

B8,6的.0 霊273 l00.8

len).0)dO.a糾 したい 88.5 1_2

なんとfLく一角IILt._い 76一〇 k2 L叩.C)677TS,0一} l00.0

中tt■ 佃 一■ JJtA書【◆00人よ■) 21ー0 ll 100_0

中JA事(400人-700人よJr) 7&l 乙9 loo.8

大JL■(700人以上) 70.8 26.1 ).I LOOー0

4■■l■■■■ 出JLやけがの手当 9L2 1_6JE的)しい 44ー3 100.0■t二十●い 川.I ).0 L00.○

休事したい 57.2 100.○100.0ILんとILく L7 朋.1 I.2
I+■しキト L1.2 75.6 1○.2 l00一〇

■■千tE ▼尺■■ 平井■(700人州

大JL書け恥入以上) 80.8 川l■ 2.1 L○○.0

+■t■■ 出▲やけBEの手当 ).iD.i
事がほしい 9一.0 6.AA.4 L00_0

件■が暮い 89.89.6 I.6 l00 .○

棚 したい 73.8 21.8 I.I 1○○.○



(表-59) 救急処獲内容

IJ++ ■■ ■■ か1f++ 諾 十- 詳 言こと ㌍呈ことさ許ること Spa:こと その他 t ■ー

tt■■人 ∫サ世 牛津j一事 ′J.JLt(◆00人側 ) TBS l.060 伽 2BS706.】18 l64 74 P 3B6 344 lO.207

I,267 196E7 176糾5.7～ 176 1▼: 2L9 9.●詑大̂ +(700人以上ー 482 872139 235 29 3,960110 51 6.397

住t王t■■▲ 出▲やけカーの中島弗がほしい 6 l5.○291●6 2S8]2 L31 ★ 217 SJn )6,料け2.744 L2 12 2 61 3 2TL
肌 1■い ).写52 j= S3小一 ～ 5 3 259 155 7.)18棚 したい i.52 17 47 2 l○ 2 十4 12 脚

なんとなく 2 1B 1 6 32 l 2 S一口一tしたい l 2 I 2 )2 2

早辛校 事故現4 JHL+(◆小)人相 ) i.855 I.174 L." 230 56 a,783 L50 71 23 150379 LO,仙

6a 3.034 L○6 57 紬 9.620

大A+(700人以上) 81) 665 22 1.)72 TB it 2○5 9.7鴎

■●暮■JL■ー thLやけがの手Zl け り 7.246 7,甘9iEがほしい Log 99 Ti 12LIJJl89 り LB736 6 73591 20 685

件JrJh【JEい 3.那 3.361 2.●89 15 43 10 [2.群l9

tも■したい/}んと/}く $7 130 】丁llT lI● il i一 ●こI 】○ JO I 175 1}一
和れしたい ■ 22 ■ 1>■

■▼千汝 干せJLk 中止&(7○0人淵 ) 2.7小 1.539 2,553 2,I)7 LW L00 435).4% }53 L2ry)与

大JLすけ(ゆ人以上) 4.m 2.417 659 3.737 L,09[ 3.937 2lH 124 7ー [9.495

4n■ttー 出JLやJ1がの早当事わ;ほしい L6 】7 S 39 6.072180ー●▼ l73 B.抑
6,OLl }.●▲2 宝且o 5 12 67 280 26 L722

■■ナ一●い 83617 S.OL6 Lい I,2W W B6 37 ).加 一才○ L9,6相

休1したい 29l m 29313 270 汁 BC ) L.953

ILんと/Eく柑Ilしたい 10 I 92l lS●■ 2 2 lT36 0 1710 30 6 I+ 阜ー ll 297

■●Jtヽ J千世 軸 JAJt 小JL書目00.UF■) 6.9 10.一 2.I I.3L8 1.も ○.7 1,a乙8 ).一乙名ラ.一

7.9 13.I 1 Lg 1.9 2 LOO.0大郷 け印)人El上) 10.S .2I+I rS 1.7〇一8 3.0

叶lFT+L+dl 出▲ヤけがの手21 0.2 0.L0.0 O.I .～ 91.7 トー 1_3 1〇〇一d
■がはしい 1才.1 2.8 5194.I 22.6l l○○.○
仰 blJlいtt暮したい 28_0JJt 才0,6 Llt ～ 201 I L2一一 け 1 3.9

/LんとTL< け■ 8,4i.5 25.7 29.4 0.9 1.6 ■◆ l○○.○
II■LJl 7.5 ■ゝ 2lL○ 2.5 LOO.C

早gL世 叫 ■■ 小JL書(仰人兼■) 15.5 L3.8 IL5 2.28.2.5 }5.一 i

中ALー◆lル ー700人3W tL書 l6.7 I }ト一 I+● 3.5

大JLdl(7〇〇人以上) L2_2 5 ○_● 2 5.4 4.4 LO).0

桝 ■■■■■ d]Jlやけがの手当 ○.2 0.I 0.2 0,) 0.1 P.7 0.9 LS 3.4 100,8
事がほしい 18.6 3 ｣i+ 2_92.1 I まL○ .2 0.9l276一一6 3.4 loo_0
■Aうー■い 27_2 2一.】 a ー●1 a.9 S ll ○_3 3.9 100ー0loo_勺
紘一したい ll.一6.7 17_○il lS_3 7.も⊥ー
なんとILく 1.67ー9 1.ち 872 7.529.9 17.2 lZー7 3.7 10○.0fC■したい I.○ 1}+■

i■Irt 和 ■■ Ef'JLd(700人兼■) 3.2 L2 ■ 力.6 S 0.8○.4 6,6 2.7 l00.○
大^■け00人以上) 212 1i■ }.4 )9.2 2.7 .7 I 7.7 一.】 QO-

…Jt3Ltdl 出▲やけがの手当 o_2 ○.I 89.3 8 1 .22_6it 一一11
■がほしい ○.6 ]6.3 tl○.42_7 10.8 2 1.6

仰 JLい :抄.8 0_S○.○ 3 ○.1 .2 L7 3.2 1○○.○

恥一したtt LJL9 )4.0 2.一22.8 L5.0 2.8 .2



(幾 -60)FEI故の必要

J>9 fZL I司暮 lr

■I■■A +Ttt 小JLIh〇〇人1t一じ Ll19I,21 L●■1 Ll■】 )11○○

■¶●Ll ll.即一
大■■ー和人玖｣U I. 1,○】○ 7_}Ll

■■tJE3LIA 出▲JM 川 手さ lLm I.払一 l一.■一
■Vllい. 28 228 ～} ■一:■メ■い L.～ S.

叫したいILんとILく 一一32ーl ■ ●い
■1したい

ft也 他 1暮 小I+(一一人仙 tyH I- L◆ll Jt.■1)

L471 I. L一一一 Jl事●l

大■+(7〇〇人ll_U I,2:托 ).●加 ●〇一 LIか

An蝿書■ dLL†rlJAの+8 LTt'll I
■■llしい い●LJB2仰 I卜 I.■13 1.1一, lt■亡
dL4したい も的 ーlt し】■ I.※

rLんとILく ■I■ 11玉 1.■●○
I暮したい ■3

i■辛tF 叫 ■ 中JLJ(7〇〇人畑 L.-1u5 H.Z77 ●■】 17.●壬●

XJL+rrO4人p.上I JA万一 l.67 2Ll26

●■t… ■ JLJLtけーハ▼一 L棚 ◆臼 L●野
Iがはしい 247 i,47○ IIS l.一122L.72)

仙 ■い i,4221.附 l6.岬 I.ZZl休■したlL 1.●08 177 2.N
なんとILく 申7 2tS ■ q
一一Lしたい I.2加 23 l,●lL

■+Jt J辛+ 小JA暮ー仙 人州 ) til 75.3

ー●+ITL9 】○.) LO.○

大1■rT00人臣上1 与.7 ll.I too.0

帆■t■■ 払▲trJがの事tL 3.● 87.1 9.a l00.○
JlbTlzしい 12 わーG ]7.310.)

▲■+it一十件■したい 14_3 loo.0}一.9 61.1 1○C.○
rLんとTLく 17,6 ▲乙S8.8 1叫.○
PJtしたい ■ユ■ llー ll LOO.○

千事 小JAIh〇〇人兼■) 27.8 43.} 1○○.○

21.a eL.3 ll.○ 1○○.○

九■■(700人以_U 211 }_iI+I loo.○

■tt+LIlh 出▲●けがの手当 LS ■1- L4 1○○.○

J机Iしい書■がJdい LLヽ 巧.2 lb.○2377 67_2 I.l 100.○

NLJLしたい 51_9-■
J>んとrLく rT.] AJ ■l
一■JfLLtい PLC

■■■tttt一■■中JLt(700̂JJt) ⊃○.● ●t○ Lー ld○_○

大1■け〇〇人臥上) 2L} ●▼+■ ■● l○○.○

■ttt暮■▲ 出▲ヤーナVの■ー tI P.I ■● l●○○

P はしい 11～ -.2 L> l●■○
■耶■ht -● Lt 1- ○

一二■したい ●○_1 R7 ■†



(戟-61)相隣内容

Tt■● X人 Jt也 ■■ クサブ 意 事1■t 与諾生花 Jtイトけいこごと-蕊ZSr Iホとした弔キ そのl4

一li■■人 ｣1枚 手桝 4 中JL+(400人p～700人州 ) 838 34213 188 TJLS†S LS]25lわ12l 2.日91.-2387○8

216 + 117 i小 481 り■ 1一畑 4(700人以‥上) 2& 9 21 77 I 4Jl 一■ ⊃■

帆■t■● tLIAやけblの手当 2◆8 】■ 6 り 1■ 3L

■hlはしいM が■い 2 占 9 28

6H 207 l7 68 i13○ 】7 1086272 1.481)3226 Iほ d
lzんとIzく相一lしたい 63 ー2 30 2 16 lB 2S一 一 2 32 5lS

早+班 ▼■t■ 小Aすく一00人兼■) 851 LSl 24e 】†9 8624 318281 )32 135 】○ 359 213 323 1,湖3.171L.228

一一● ll)12127S ll○
大すすけ00人以上l 204 237一} 35 88 221

保■壬*呈丘Fh 出▲やけがの事3g S2L,帖98SlZS12 zS 2 173

XがFZLい + 300 6150 9 6 3 L柑3,462693
伸 がIい 59671267 37) 272Ll 1}○ 20B
Ct暮したい 124ー●22 73 93 〉1

なんとILくfdttしたい J9 2l }○

■■TtI 事や^書 中JA書【700人州 ) L)591.糾0816 加 A lJ876 63 白 353295 ∋壬e5】湖

大JLすけ00人以上) 6.115

l一■▲先王】一FBl d]▲やけbtの手当 l181.709 30メ ■13 l 2))6 3) 別7

I-り [2 ]2 25 2
印 が暮い 254 614 6JI 19 5.422

枚暮したい )15)19 †■ 85 165 2 II SS 70).063
ILんとなくftIIlしたい 33lり45 り 112 BO L286277lTl ー■16 1797 83 3 50 78

■也Jtヽ J辛tt ▼附 ■ 小JI+(●00人A■) 9.5○.8 3.i ○_2 5.ー i.7 LOOrO

○l一 27.5 〇一2 一一+■l○.9 七) 6.9 6_1 leo.○大兄■(700人以上) 10.8 L3.8 8.6 I.3 I+■ 〇一】 lL2■} I.8 LOO一〇
斗■■■一 一■ 出Lやけが〆〉事tLNがllしい 也.715.7 0.2 i.0 }÷ 5.I

7.I 3.6 lO.7 3.8 S.ち I.8 14.3 1(川.○

q がJIい 一.0 〇一l I, [.i T.I I.2 1.g loo.0
ttIしたい L9.7 6.3 9.b 1.8 6_早

Jiんとなく L9.1 21.9 5.87.○ 100.Dl00 0挿JIしたい 32.3 I.0 2.2 ○.占 ○.7a.0〇一5 8.0 l.～ ∫.7一.5

辛▼+ 7ttIt i).I 3.2 十一 4.○7.6 )0).C
2○.6 2LOL6 Lj 274 0.aorS 3.8 6.9 loo_0大JEdt700人以上) l■ー 一一㌧}3.i5.% 2.9 0.6LS 7,87.99.)

4■1■tt■ 出JLやけムLの手卓 }9ーl 2L 0.8 F.} 丁.I 0,2 L62_3 〇一L 5ー1 5_1100_0■がIZしい S_9iL O.白 L7lrT 7.6 4.2 6.92.5loo_0LJI一十■卜 3).○LT.i 2.)7.73.9 Lg 3.8 I.○ 100.0

棚 したいfLんとTLく )7ー9 7.I9.2 O.I llー7 Tー2 10_6 I.B i.6LO L4 lO一〇 18.i

一一一【したい l3.9 4.i

■■千汁 gtt交AA 中Jt■け〇〇人兼■) 21.5 ]7.○ 8.i6.3 i.2 ○.■kQLl 川ー7 I.0 ○.I 4.6 6.与 Ll100.○
大JL事(Tt抄人以上) ]0.2 1.8 6.7 1_2 ○.2 8_I 7.8 [0.20.7 ++i○.7 ～†l LOl00.○

桝 iJE如 由 出▲やけJ)[の事39 }t2 2_2 1○_7 0.2 LZ LZ 10_2 LZ
iIがほい , 3S.9 6,95.36rユ+ー6○.14.94.9 1○.l ○.8 0.I 5.7 一一 a.3L(札0
tー■bE■い 31.5 1.7 1.7 LO +.I ○,2L6 ?.aI.○○.4 Lllr9 [00.C

WJtしたい 13.6 14.a I.l L○2_7 】○_7 8.8 16_占 ○_2 I.76.i



(衣-62)指溝 ･連絡の必要

一〉ウ /zL 旭書+

■li■■人 ｣千枚 ▼■■■ 小JLt(●00人兼■) .738 7.▲27 L.M 13,200

中&事h〇〇人-7〇〇人州 ) 28) 6.962 L.131 ll.37一

大A暮(丁○0人ロ上) .ケ)3 4,321 997 7.3Zl

鵬Jt主事 由 出JLやけがの中一 lL.945 1.505 lB.別5

5qがllい ヽ 57 1叫 i) 抑

仙 tIい 3.1834.D33 一川 且.qq)

休■ したいILんとIEく Z○S 似 7品 691

fP■したい 227

早千較 手相 4( 小丘■(仰 人兼JT) Jd&635 1,69616,833

中11(I(仙人-V7m人… 一大札■け〇〇人以上ー 丁7品 5.6662.665 ).505479 L2.SN5.32g

(毛t暮■t■■ 山一Lやけがの申出 .7▲○ i.452 8,)34

Ibtほしい ー■● 4)9 ■▲ 糾0

件■がJLい 5.98) 7.075 LS36 )4.692

休■したい 1.335

fJ:んとなく 1.5●○

lI■Ltい S25

■■++ … gE 申JLt(T榊人淵 ) 一.047 10.ま56 1.}○● L7.626

大井■CT【山人以上) Jl.885 l3.1●Z I.州 21.LZC

御 宝■■■■ 出▲ヤけがのLP皇 L.帥 4.890 6.922

T十11しい 115 1.286 Ill ).832

ー■■ー■い S.I6○ ]2.○76 1.481 2一.723

抹IしたいILんtILく l.●一2脚 2◆0日0 2,64BTf+

ーdRしたい SOL 767 L63 L.43L

■¢比ヽ 小千■ 小丘書く400人兼Jn 36.8 00-

中JltlH仙 人-700人… ) 2LB 6l.2 100_0

大凡4(700人以上) 27.2 59.L L3.6

●■tJk3u Eh 出Lやけがの手35 7○.9a.9 1○○_0

事がほしい 660 16.a 100_0

LIが■い 39.I 50.1 10.2 100_0

帆一したい .8 41.2 lt○ 100.0

rLんとなく柑Lしたい 29.747.3 55.6 ltB 100rO

中千竣 ▼■■■ ′JLII(一〇〇人兼■) .I 55.2 10.8 loo.0

42 loo.0

大凡+(700人机上)

保書生Jt1書由 出▲ヤけがの手鏡 2L.I 87.0 ll.6 100.○

JE的王しい 25
外:■がIい ◆8.a

休■したい 一5 ●0.9 lL7 loo.0

fLんとなく S3.i
一g■したい n T 35.2 l00_○

■■千世 ▼■■■ 平JL暮(7〇〇人珊 3t一 5&2 100_○

大血書rT00人以上)

■■一Jt加 由 出▲ヤけがの事Zd 223 7○.○ 100.0

■がほしい 227 7○.2 7.2 1○○.○

仔■がILい 37.8 55.66.8 1○○.○

糾 したい JLI 64.5 9.I 100.○



(衣 -63)指導 ･連絡内容

++ 打ち合わせ +■せQLlt■■ ttk -安全44 手伝い 届け.旺甲■ その他 ■叫Tr

Eg■★■A J十七≧ 事朗 dt JJtJL事(400人力■) 1.950 687 lil 1.676 ,730

),290 Tl 228 )09 I.419 り 00 71 :書l

大丸書く700人p上) ).099 }0 649

4… ■ 出▲ヤrTがの手BI J.m 16 6 1.一38 23 一〇 395

事btllしい T+ 2 1 2L 57
■1が■いー■Ltい 2.(仙889 40) 919 l 33 7l 3.153

52 …OS/Lんと/Eく I3 l● 36
耶 Lf=い L20 2

中辛eZ 叫 ● 小JL*(ー00人相 ) 2.369 566 L3891.7GB 23 Lo空

手放す(400人-700人州 ) 2.200 n ー●一 179 m

I;止れ(70〇人以上】 ).2○3 15

■■■*事iIFLl 出血やけがの手当 866 740

IbtF土しい書:■がIい 3.316 J+ 85
169 1.93694 92 ■ー 183 さ.98ー

体1したい 299 17 ー6 28 ■:■なんとIz< 之2} 2 zO】 17 1○
fEILしたい 2相 20 23

■▼◆tt 事tW dt +A+(700̂ *Jt) ).933 :1一 376 2.組l3.97L 143 156 ,007

大兄■rTO0人以上) 2.821 1●1

住.★1月ilFb d】JLやけJitの手当 369 2 2 51 一ゝ ■ゝ 5○ 5一6

六がほい ヽ柵 IJBい 61 I 15 282 22 7 14 ■ー～2.且一一 a.は †一一 96 302 8.L66

糊 したい I-●

ILんとなく 一一 2 SS 3

II■Lt 一 †1 ]63 Z8 5一】

■JLLtヽ j千や ▼… ■ 小JL+L●〇〇人珊 39ー3 2.2 ■ 0.I l.8

中A4(W 人-700人朱書) 0.11.8 ]00.a

大止す(7〇〇人以上】 ～LL LO 6.) 1+

… 1… 由 出JLやけがのす当 37_6 ○.】 2.4 57.I

IttIZしい■一lJt+い 帥ー9 3,6 36_d I.写 L3

L3 ○.6 Syl ○.○ 1.0 王1 】00.○

休★したい J.) 4.9/LんとILく 51.6 4.I1.5 9.3 17.6 1.5

一¶放したい u t I.8 lr3 7.5 25.6 ○.96.24.8 loo.0

早+枚 学触 tA J｣.JE■(一小)人見■) ◆4.7 2.21.7 i+I )D_7 之6.2 L与 3.3 乙7 100.0

中hL■(W 人-700^*a) 13,3 }3.2 5).9○.5 1ー6 3.1 10l).0火JE書け00人以上) 55.3 0.7 ll 12.2 21).i

… i■t■■ 出hJW がの手当jtがほしい ■｣ 一9.a LB 100.0

37.I○.6 0,18.A SL.2 ).a 1.8叫 が■十十 55.4 J-+ J.l LOO.0

ttJLしたい 2_S 27.9 LS.与

JLんとなく一尺■したい +i 3ーB 8.9 1ー9 a.2 0ゝね.q )5.1 i.9 ]00.○

■■▼tr 事せJLす 中At■け〇〇人よJI) ー●.2 ●.1 2_一 2_B

大AL書く700人以上) 29.5 Dー与 ～.7○_○ I Ⅰ+ヽ 4.2

㈹3*iJEb 出▲やけがの手当 238 0,I 0,)3.3 2_9 3.2 】00.○

■がほしい 15.1 7○.1 S_3 I_7

rIi一●い 31ー7 ○.2 0.8 ○_○9,8十i I.7

BJしたい O.】 9.7 39.ち 6_2 i)



■■■■ その他 ■Fil等 rI

■4F■■人 i千吹 … ■ 小IL事【◆00人相 ) 1:～.2tX)

○9 l■ ll.371

*JW (700人W ▲6 .W 555 7.311

■tt■1 ■一 出■ヤけがの千旦 122 878 )L845

JtがlZしい ■一 236

拝■が■い 64 2.556 5.m LOCO

件tしたい 7 135 232 37○

Izんとfrくtdtしたこい } 209)33 lO 3}一 一-

千辛枚 叫 -1 小足■(400人州 ) 3,916 ll.Leg EL633

中JL暮(1〇〇人-700人兼■) 一七一2.68} 151 85一 12.Sol

*JAt(700人W 4J 1.S29 171 .Sd) 6.32○

伴触■■■■ 出▲やけJ)tの■当 1,一62 .6Ll J.136

事がほしい t L 10,276 1.l,S92柵 tJlい

休1したい )I 12 1.335
なんと/Lく L6日 l■■ Ⅰ.SJW

佃■したい ｣◆ 266 19 686971

■■事枚 IRt■ 中AA(700人州 ) L12 )4.055LT.826

大AIrT00人W L15 251 .393 24.】26

■■tt▲t■ JBJLやけがの手当 ～0 172 6.は

)がほしい融 ､ 2 31] ITS 1.㍑

116 4.7一l9 ●←⊃ 2L.723休し暮したい 27 ●⊥■ 32 乙Ba

なんとrLく 丁■ 29】 W 9鴇

仲■したい )I I.日7 Ll31

■■氏J事現 W t 小hL■(400̂ 3BIll

EPAAh(和人-700人側 ) 〇一七 ]&S22.2 L,2大JL事一丁叫人W ●+■

■■■■一 上臼▲やけがの手も ]7_i o_9 82.5 1000

tがほしい AI 2乙2 0.3 7一.B 100.○

■■ブ■い 0.7 32,0 0.7 粥.7 100.○

休■したい lー9I+I 35.7 l 6).+ 1(札○々んとなく 55.0

事utlしたい 2†.7 27) 69.6 loo.0

早▼ ▼k一■ JJ､JL■h○0人光一い I.8 7Lb 1.8 7(.4 loo.○

中JL■hOd人-71X)人兼兼) 77.2 loo.○

大ht&r700人以上) 1.3 均一7

鵬JE佃 Eb d]▲Jt'けがの手当 ll) 0.6 ■し} 100.○

jK州ましい 0_S 2La

■■メ■卜 ●+■ 2&3 076 70.1 100.○

休1したー｢~- . 2_5 zS.Iユ■_I 0.94_6 7t.267.1 lOd,○なんとなく loo.○

一一Ilしたい lー9 26.L 1.9

i■Ttf W t EPAt(700人東■) ○_6 ILO 1.6 79.7 )00.0

大JL事け00人以上) 4㌧● ご=ー 1_○ 76.2 】00.0

■■■■1■ー ENJLやけがの手h a.3 lSー7 loo.a

Tがほしい 〇一l lB.6

仰 lIい ○_S TT.1 1○○.○

件■したい 1+一 213 1.2 7一l.5 100.a



(衣-65)処Gl･対応

A)I■■=琵■●一一■■++≡tlIRI■■tt■●諾t▼+iL琵Et▼;票のJn■1 その斗 JJW 一l

初■t■人十千●事t■一■ 小AI(●〇〇人兼■) ■L7621.▲1一ZW tt 7一一nllJl●7L2I三事○○l■ll.374

●■■【■〇人-71人▲こ■) 7.●一丁Lh 1.7tll,●}◆yr2 I.}Tl n}Ll■●丁1才▼～4け捕よこ■■(丁〇一人ELU L2I○○177LZ<1.l∫丁日■ I一6 2577.3L4
■■1■A3LIA 出▲◆けが叫▲ 1■ m112 lⅠ王●■2.一71 ■ 一■)l}Zn1●.●●石JLSLlしい I172]J■ 2I

棚 ■い I.∽ Lml一一 1.lu1711.汚872暮王●■211112P■●○○
休■したいなんとfLく T一 I))II●さ川TT16●rl

●○■一 71 一l●43I■253○○441I■したい 17 2q 一▼ IO T5■-

ヤ◆tt 千 小Jt+(●〇〇人兼■】 +.Ldー1.肋 1.ML◆)○ LSLl も■74～○1.70}Tn1▲■6641.○神仙一一■J-).9B1lS.■リ
lrlt4(●【中人-7tN)人柵 I.756 65272I-3641,712 7■■ 2H
大1■(700人Gl上) ).捕 ).仙 714 1一3 1I▲■一J○2 L曲L+Ilロー一十lF○

■■t■t■■ 出▲ヤけがの平出 7,00○ 知 39 ーい 90lH24619●ー■1一9}才}一lI)+}11◆可Ll3JB●●○事がほしい シHtLAJlI.M ■)2TI[7J12l■
件■が■い 1,LBt ●l■23トlI●●一一2.269●}●).MSZ仙tZ-I一■t.■Ⅰ3収[4.692
I一一したい JI+▼L5)Il一lI:[〇一261Ⅰ2 IIl一なんとなく ■4l■山● I>l■17178),帥
l■■したい P 如 :■741一9 l○I2才○ 叩

■●■■ 棚 ■ ?JLf(7○○人丸■)L7■I.●■■iI.1別1lL} L○(汚 LL)1,仙一与◆-IILIL.764しーJt417,
大1trn0人以上) 1抑 1-I.)l●4,●}一 ll- 116)1,92}～21

■■1■JLHA diLやけ州 事1tー●L71 l●24791.I2SHl一27 lI一llLW■事はしい ■一)lPlT) I1ー■qLTI l●2L2◆t●▲けL.一〇才2L,72}
珊 lJい ■- lLI●■I. 一柳■l-1 Lll一IZ,～-1■13一丁1.867
杜1したい ■ tt■■■一一l115 LZ tuILんとなく II177ー●l一〇JZ≠
一一■Ltい けモIJJ■一I17- S222185fll_●31

■▲t～J辛攻事肘 小JLf(仰JJt■) -1● I.2 一.71_IーLlI.2し●●_I

67_ITLI LLI7.9 LS7.41,9111LZ2.7L2Jl●.lTr2L4L00.○大｣一+ー加 入料上) i_LI.1 Lート†lL■1,64.I 7.7161○○.○
帆+tI+ 出▲ヤrTがの事jl 9L2L2I.9○.il.○○.●3.●1.3 〇一2L○○.1○.一ト†]○lL●loo.0r一tllしい TL●ト●■一一 1○2_)l○_1L)○.i●㌧†LC○.一I.2○.27.51○

…がIい 12_02.2○.】1一.3L2lT.○○.II.○).213I.1I.8】○○.○
休I したい 加.2 丁.○○.)L7○.IL8.7-+1乙4○.G1.3?.与141○○.○
JBんとなく L7L923.9lB.I5.- ○_らI.I1.11■i&7)00.○相■したい ).S一〇.J)2.7 3.3日.Ia.20.410.一 1.3

早●tEィ､̂書(◆00人兼■) ▲2L暮●2LllLl○.6lI1○.●L7i.○●.II.84,I～.2162.○127121○○.A
一丁.6)tOi}0.ILJ2.I1-.ILS(.4一.1 1°.○2_I1○○.○

大1■(70Q人W 一■†27.0litlT0.7 2.61.●H.}A.6l○○.○
■■tJLt書■ 止し▲ヤr1糊 I ●一rl1●2.9▲■l.●L一ll1○Ll l.●○.1L1し■l.)ldlL■(がFIしい L)1L○.I tー111llL}一1zL7Lt1-○

q が暮い &7A LZ7.-1tl一tLdlJllI.71I17Ill件■したい -1tELt211LS■ー1●1.●I_I ■■LB2.+l～.0
ILんとILく 1-l■lZL7 ■tLj12L2■lL4tI JL4t●I-III■Liい ■} ■.一IL4 I_●Lt2■ーL●L4L●LZー19L■

■▼辛■ 事一九■I 申1●(TENl人事JL) 甘一 近_3lLTil○_11.ILSlT.○1～L8■●LJ ■●L■LA●
大1■(7〇一JJW )I.03LlILL L1LtLIl■一L21(+LlL9●.● ■○トIl-●

■■tAu lL JLA▼TI■■ヽ◆■ ■L暮1■LTLJll1.6■●ltILIL2Ll 1㌧一L●I-IIyFIしい &4一十一1● 4L+■⊃■●■■●_1LlJ-●
■■■■い ll_一LLllL2L}i)L2-I12しっli丁LZ●.21■●7.l!I-.+
lt■しp-い l一●t●7_I7LZL7 LtltT■11■LlI+I1○○_●ILんとな<■tしたい ー■●lLOI●.⊃●1-20.i1.8■14.iI.IlL7Lt7_2▲lL●2.01■LZ十一■■1■○TO.IL21.8ー●一●】○○.●



(衷 - 66) 常長要因の有無

bD /LL I■lt lt

一■ttt人 J辛世 小ZL+(W 人兼■) 乙ZJT 9.m 1.○36 l3,200

[.647901 8.276 L.一52 lL.971大J*1(700人以上) S,○31 l.那6 1.311

剛 i3*姐 ELl 14.062 2.鵬 ]6,SJL5

iIがほしい JI 215

和 が事い休■したい 1.396 5.}○ll68 -■}3 a.00)IT■

fLんとfLく 1⊥ニ

fb■したい I+I ー56 480

中▼汁 榊 ■ 小JA4(一(山人淵) a,BLB I.L)号 1.238 lS.633

中戊tAh(山人-700人兼■) 4.4日I.698 7.㈹ 1.404 12.Sol大A書(700人以上) 1.L6B 一5一 S_328

併t諾■t■■ HILやけがの手当 和 6.BOG B,L36

Aがほしい 45

fflが■い I.帥 A.別2二■一 1.038 )I.592(叫■したい La36

rLんとTLく L.202 1.51○

相■したい 727

■■事班 叫 ■ 中現&(700人用■) 4.6157,738 L○_L21 ■一一 l7.∽

大&+(700人il上) [1.91一 】,ー●1 21rL26

■■■■ ■■● l出JLやけがの事由 5.859 6.922JIがI王しい ).3【3 1.一1一2L.723什■が帯い 7.795 Lー●)1 LO27

tt■したい L.一23 n+ 107 2.648

/Lんとllく 347 一〇一柏ーしたい L.D37 47 I.4n

l一ALtヽ Jt扱 … ■ ･J.*■(●○○人力暮) 17.} 74_8 LOO.q

ll.5 72.8 L2.8 lOOー0

大JL書け〇〇人以上) 12.一 68_8

-1■■兼孟tEh 一.6 83.5 11ー9 LCd_0

Fがほしい 1乙7 T3.S 117
幹■が■い 23.7 ー■} ]0,I loo_0

件■したい 一一■ Joe.aIzんと/rく 62.5 &7

柑J*したい ーL■ 32.6 ■I )00.0

中書tt JM ■ 小丘4(●か)人兼■) ～L古 7_9 l〇〇一〇

86.7 lOAO

大兄+(700人臥上】 L00ー0

+土釜JFdl 出▲ヤT1がの手当 )0.3 81.2 LOd.0

JEがほしい 一ほ.8 70.2

fFIさ【■い LJt 印.0 7.1 l00.0

ltIしたい 29.a 十■ LOO.○

/1んとfLく 閃.1 l00.J)

II■Ltい 71.3 】■ー

■■◆tt TI■■ 中JI書け○0人よ■) 37,6 占7.一5.0 104.0

大JLdH700人GL上) 32.I 朋.○A.0 100.a

…■■■■ 出Iやけがの手当 9.I 84.6 L2 1○○.0

JEがほしい 227 7l.7 5.7 1○○.○

#■がIい 3S_9 59.一 I.7 1○○.○

lkJしたい 83_7 42.2



(巻き-67)背兼要因の内容

体のMtやFFの恥 心の肝心のtFihL ーこと心のIヨJW 一つからfLい そのBL ■ l十

一一■■■人 3Trf 叫 ■ 小JLA(仰 人先■) 仰 739 293 ～◆ 2.2毛TL,617

千枚■(▲仙人-704人よr) 582

大JL+(700人以上) ヱ26 230 lT一! )42 33

PAtl大事JIEEl 出▲やけがの事当 )2S■ 1 )1●5 SS 77839
itがほしい

柵 lJLい 4○3 ◆l9 計抑 Il一 bT 72 1.895

恥暮したいILんとTLく 26 +て 3l 39 3J 6 109
181 lil 2陀和一lしたい 64 LSZ 94 二一

千辛8t 1■■● 小kr(400人瑚 ) 料 2.L21 叫 7JI 脚 lBJ 5.558

中&tL(一叫人-7【山人州 )大凡書け00人以上) 1.964 102 I,1日1,6n

保t壬3t納 内 とtlJLやけがの手当 }刃 1一3 1○5
7がはLい ■● 23 12 21
■一lが■い LM L■に 689 582 1∫● I.的

休■したいなんと/JくfH■したい LS6 91 }l Ln

1.202

■●辛Ft 7m + EPAA(700人東■) 1.…OS 2.%6 I.◆附 736 63才 190 6.6]5

).884 2.27g ).J34 7SL 9L7 7,738

剛 宝■▲■■ 出血やけがの手当 tCl LJl7 日0 t1 LS ●1=4)i
jKがほしい

仙 lIい I.930 1,930 2,007 915 125 289 7.7%

休■したいなんとなく L67 叫l ●伽) )22 139 ).423

t37 ]38 63 朋 7581,○37柏■したい 157

■+Jtヽ ｣千+ 手と1点gt 小JLtH00人淵 ) 17.8 1ヱラ L2.5 L5.8 17.2

rP点dE(一(仙人-70)人柵 ll_4 17_4 14.i 3一一 1○○.○

大井+(7仰人以上) 】○○.○

■■t*iJL由 出▲やけがの手当 zl_2 26.6 tLJ 12_9

事がuしい 1○.∋ ま82 a 1 臼.l 12_a 2ー6 l00.0

Lh 一JL 21.3 18ー2 t8.2 9J) l00.○

仙■したl⊥_llLんと/Zく I,5 }5.1li一 28ー6 14.1 i+I 100.○6.a 37.3 L一).6 1ー3 15.7れ】放したい 9,9 2ーL

早7甘 ▼オー■ 小丘書(W 人湖 ) 15.8 38.2 L7.0 L3.3 123 I.⊃

中Jt書(1小)人-700人珊 13.a 41.岩 17_9 L2_0 9.6L9 l00.○

大JL■(TPO人以上l 1:～,D 1i.D

罷1芸文7r- 由 出血やけがの手i L2.～ 1○_Jl 】○○.○

事がほしい 1こ● ZL7

lr■がJlい 19.8 32.J 2).9 LL9 ll.8 I+一

糾 したい 49.7 lt,3 3,7 1肋.○

なんと/Lく l00.○】○○.0袖Aしたい ll68ー0 J.i2.8

ー■●辛★ 叫 ■■ 中JLI(70)人jR■) LL5li一22_4 ll

大Al(700人W 21.3 29,6 237

■■■JEitELl 出▲やrlbtの中呈 L一I.3 3.6 loo.0

Jt州1しい }8.8 17.B 3.6 1○○.○

■■一Itい 21r8 24_e 払 7 ll.7 9.i ～.7
恥暮したい ll.7 3&7 28)a.B9.83.I 1○○.○

ILんとfLくー8tLt..い tSl与.I 17.957,3 tt一け ● ー■三 0.35.7 i.○ 100.0



(袈 -68) 関連項R

*T.JIJ寛訂 T ..T罪 :′､LL1 チ-J 諾 三% ..a 琵 いじめ訟 I一I■dt■I.品 ～ 蕊■ll キ:一1 その他 一十

田tt■人 A千七と ▼u 4 ′トtL■(W 人州 )?JL+(400人-,78〇人架■ 225 140 l49 663 佃 li ■ さ9 6け 1〉J2.2J37

6 L36 約7 L,8●7

■ヽ■ 人以上) 0%)53 1一 68 】79L6l 8 2 25

■■■+tl+ 出▲ヤJ tの手畠 66L} 2L 2 ■lL9与 778Tl1.B951●●1ヽ:

ilが 6 】SS 2)29l3LCLS -●343 270 155 L}7 こ■4lー■ LS… 51ユ

件■したい 5 73 1759 ) 13 8 25

/Zんと/=く 36 39 lT 39 120 128 i● 47 ー■

和一lしたい lS S 2l 一} 1S一 ～

早千+ 叩 t■ 小*8(一(山人州 ) 1.007 L.】78 ).LS5 I.B5L 106 tS 479 恥2a.566

中1事(仙 人～7〇〇人兼■ }67 椛 御 I.L58 I.一42 }一一 5891.4日
L̂JI書( 人山 ー >}l ■÷ :一一 十一1 1.69C

■■1■■■■ こ1▲Iヽ++ √､◆■ 67 一● 156 3 F 37 86 842 一一÷

しい 1.2一8 6■泌5l● 2d 1●6■■7 454 I.377 691JL-
休Iしたい 36 ㍗● 門5
/Lんと/xく 加7 m 2L22) 30 177 I.2○2

一ghしたい 45 2 2 52 B9 82 727

■■千攻 榊 ■ 中J*8u700人州 ) 1.3n SOS 1.●シ) 1.220 1.COT 65山号 l○ 316 仰7 683i.DlO 8.ALS

大Jt書(700人以上) 5641.87○ COB2.㈱ .L37 I.2%275 164 284 Sa) pA)I.】BO 7.73g

叶■■t" IL 出▲やl tの手当 69 ユニ ■き ■こ I' ■ 2 23 25 15 103 215●ltTがF 2.Ltl 7Z6 Ln i.139 1.2S9 1ナ IL6FF■l lS762 2 一二1 1.】87 7.7%

etJしたい 一55ー2○ 知 257 308833319 66 ■一 139一斗 1,423
なんとなく 33L4一 60 2一一176 226 17～5 SL●一 6082758
一8■したい ◆◆ 32 220 ー■ 363u 1一 23 I229 31 l26 1.037

一l也Jtヽ ｣辛★ 牛… d 小オ+(仰)̂Ad) ○.5 3ll1.■0.20.3 0.1 &3 123 いl.6100ー0

中凡■仙00人～700人力 ■■l一一 &7 100,0100.0大X書ー700人以上) 〇一7 Le.}ち.57.5 226

itti3tZJEb 出tや` tの事当 LI 7.12.7 4.● 32.9 2IL.8 ○.i J 0.3 &2 8.7 25.I 100.0

++ 2さ_7 6.I 26.6 ーl 3 Lと8 )-1 LLr捕 I+}6_a ～ + ー11 15.○

休■したい 2.6 5.8 LO.a 2一.g ll.2 .5 1.6 一.9 I.2 13.2 100.0100_0/LんとTjく ll 9.0 3.99.0 27.8汁● I.+ 0.a -■●9.5 L3.1
fY放したい )3.自 7.1 lS.2 BS.3 0.1 3.2 まS l3.L8.9 l00.○

中qE+ 事tえ現■ 小竹tr(W 人側 ) a.3 LAt87 tL2 20.8
28.3 33.lLL.5 ■ ○.i 19 7_与 13.2 tdq.■

大足■(100人以上I 9.4l■■ l○.I 2_6 7.8 L1.2 L3.○ 100.○

叫■t1■■ 出▲ヤけがの中笥事bLほしい ll.6 22.6 8.7 l2.一 -■ー○.I .2 0.4○.6 t一 1○.2 仰.6100_02.L 074 0.1 9.1 7.2■■L218.58.2 LO.○fFIIが-い 2i2

100.0恥暮したい 4.3 Jー ●一一tllIra ,5
ILんとfLく 6.l 10.9i.7 〇一l 2_6 lt76.7 15.2 l○○.○
fd暮lしたい L=与.6 L2○ )6.6 SLB ).9 4㌧} 7.2 2.6 a.l LL3 】○○.○

■■千玩 ▼尺■■ 中*+(70Q人相 ) 8.一 2LO 6 2l.B l8.I21.32.2
大エ書け00人臥上) 3.7 7.6

■■t3t3LIFb 出▲やけがのJFZi I.○ 9.3 L).? 13.○ ]00.0

■がllしい .2 17.8 12.0 l3.0 .i 2_7S.DJl 2L7 loo_0

仙 1暮い 7.327.8.2 24.0ttー LL22_0 3.0 &○ 10.6 L6.2 loo.0

仇一したい 6.0氾_○ 28.0 LJ1 2).4～+一 JL.66.a9.8 lO.1 100.0loo.0



(衣 - 69) 1人あたり対応時間

-l分★■ ]-2i> 3-vl分 i-9分 l9分 ㌫ ㌫ 一ol一1～ 50-I59分 日W L20分以上 I.Nf + +)1人J〉たりi+T ll

良育★■人 J辛校 幸せJt* 小ALJL(●仙人柴h) 8 2,9603.3302.3日2.Blg 2.206 一.:1 43ー 33B L40983!128L ]08 173 L3.200

糊 ).5〇一 488}i一 2●3 552 1○.1 371

tt1 人以上】 2J6-a LH9 ,一〇L 2$9l30 ◆8 zS6 88 278

1■■■■■ djJL 手当 L… 3.7∽65 SS 1.ユ47 ÷■ I33 2459 与.d 86JEb■■ ]33 l l 5.7 306922 55J 50与 403 )8.5 8.000

件■ たtL 48 37 76l74 335) 加 l6}2 2072一〇.2

fLん IL< SL5-l ●■★■ たい L2 tI L2.1

中千tR TTt+ 小瓜4(4α)入来■) 6 2.950乙161 2.l372.836 }.520 2_87l 856 642 389423 597一〇ヨ 一39 28B20l 722 L一I.7 633

,833 2.32Bl.073 6LT 561L5.日大AL事(柑)人以上ー .氾

一浪暇■M ■ 出▲やけがの平貞 2,537 1.肘丁 85-I3.】83 36 S ■●123523 261LO
Aがほしい 日8).863 3.m 別占 ■■こ

和 がJFい 1.帥 帆 1553 Jt 71 24rS… したいなんと/Eく8lI■したい JSS L48 一十ゝ I+
.F一o

I一l =ヽ ]20 ■t 52 77 2tL 一▲■

■■辛幹 ▼ert+ ?戊■(700人康一り IP 2.321 2.524 4.657 3.9S2I.960 1.㈹ 718 587L25 L4 L3.9 r1.626.126

大hL+けCO人以上) 3.L92 3,555 I,99● L,)35 ら一l I.かlT L.]23 299 一拍○

任tJjE書JI由 出▲やけがの手当 5 l.663).937 I.17)2,970 .2一8捕 LOST27】 30 一一 Ll ,922.m.丁知,叫
Jtがほしい仙 一JLい 1.692 閃 4.I 2L572 1.Oe9 230 749 L7.5

休JEしたい = 27J1 180128
ljんとrLく 78 loo ●>L〇一柑放したい 65 1.一31

●戚Jtヽ 】++ 事醐 a 小丘SlhO〇人淵 ) 〇一l 228 L7.518.0 25.6 16.7 2.6 ll i1iL○.8 3.8

13.2 3 2.8 2.3 ■+I ○.9 3,a ‖lナ )00.0.kJI書【 tl 29ー6

作鞘井貫4FLl tn血JtJI士 LP当 0一〇 JLJ 1.52,39.4 L○ 0.4 〟.l0.3 0.5 0.23.55.0
しい 一1～l&D L05.0 ○.7 9.A 1(ゆ.0zi.3

■一l ○.○0.5[2_7lL.i 2_7 L71.6 I.2什* 3.1 2.1676 2,4

ILんと/Lく相ttしたい l○.ら 1_3 弱 ,d 7ー3 2_5 11■ LOO.0

早辛校 ▼… ■ 小溝JF(40)人湖 ) 0.J L8.9 )3,7 215 ll一 一_l 153_○ tZ 1.8十■ )L7
L7.ユ 217 18.6 954.0 i.13.i 3.2 3.5 lS.BL臥l ll_3 21,9 ～0.2 15.5 】00.0

t一書i■i■■ 出AやrlhLの早島gE壬illしい ○_6 ○.7 0.I 3,2
lB.4及2 ]2.3 2 2.2 0.8 0.8 7.一 100.0

tqlが8い ○.0 1○.6 ÷1+一 6.iSydi.45,や ト= ー7.621ー5 100.0

恥一したい/Lんと1Lく 0.5 2L8 6

2.32.92.77.9 L.SI.86.2 )1,5 10drOIIALtい 0.2 一.l ら.I

■I千* 叩 ■■ 中AI(7COM iA)大&+(700人以上)0.50.0 )一_3日.7 28一一21ra 才乙一20.8 7 }■ 2.5 3.3 ○_7 1.I 1ユ.勺 00.q00,0

l3.2 ).2 l■◆

休暇… 由 出JLヤけhlの手当 0.0○.2 汀 一 21.921.6 14.a23.il9.927_6さ■i 63I〇一9 0,60.7 O.I〇.ち 0.7○.5 ○.3 2_7 6.i

■がほしい 汲5 加).325ー4 l小).000.○

仙 tJLい ○.23.- ■ー ]}.7)1.8 7_B 5.07i12.8 3.I2.2 17.6一書■したいfLんと/Zく相Lしたい 9.04.5 2.L5.3 LS.9 6.9 3.l 2r3 254 loo.0】○○.○



(戟 -70)保倖峯利用時間帯

NIJt的 午前ttJL中 中小叫 ■Ill ■▲小 ▲ 勺=ttIJL? 年aqLJq ■●● 書 ーF

巨】■■●人 小tI ttt■■ ′トJL事h00人兼■I 1十LJ■ 2.622 7,m 5.や)7 L.025 1.}42 2.L7] l■† 25.L2l

中JLJ(一山人-70)人士H) i 3,○○) ○71 5.L65 肘7 975613 ).与2l 引0 28.665大凡れ(100人以上) 2.4lL 2.lらl ,㈱ a.473 ■■t ll.796

rL■t■■●■ 出JLやけがの手鼻 1.618 2.906 T26 4,カ】 ●∵ I.N) i 17.L▲6ン叫
ilがほしい }ゝ け †ー 22

件■がJLい 5伽 2.050 iS｣一 1.932 lSl 1兆 235 1 8.L8】

休■したい Ll も3 190 L28 L3 9 503

なんとなく 419 101 l.320 ◆0 3.137
和一lしたい $2 け2 ;0 37 76 591

'P▼Ft ▼ぺ■■ 小Adr(◆00入来■) 1007 2.8●一 l3.637 872 3.陀9 3.225 一33 泊.8幻

1.793 3.045 502 $17 1.9l○ 2.一帖2 308 31.823

火A■(T仙人以上) 1.107 I,以;5 StD SlT 1.小誌 H.518

Et!一事細 Eb 出▲やけがの中島 675 ).L67 ■●ヽ .2n BO5 】,282 65 8,473

I的lL_い 73 い LS8 l3帆 山 772

柵 tIい 982 3.304 I.ゝ■一 1.933 1.009 }6 lS.油

恥暮Lたい ●GL 31) 738 274 15 1.79】

ILんと/Lく 2,9†3 1.712 )20 Lr 7.236L.007一qRしたい 89 $0

■事辛故 ▼… ■ 中流■lT(山人射 れ 2,27B 1.987 10.27S L767 L,7692.518 2_764 ).脚 342 泊.02○

大JE書一丁仰人以上l 2.714 B.TTg ]2.167&222 3.即〉● 1,●一丁 ●■一 41.一3○

保桝■▲■+ Lq▲やけがのZf当 86) I.L61]}一〇 2.072 L.M LIB 7.]%

Xがほい ヽ 177 6767.547 386 lt】 159 l小 L.9854IがILい 上.●一 一一2】 2.707 ).○67 ∫.S95 1蜜 22.257

恥一したい 175 ■一 弼 仰 226 ll 2.ー一丁
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1.調査の名称

2.調査日的

3 調査時期

4.調査期間

5_調査対象

6.調査内容

調 査 要 項

｢保健室利用状況に関する調 査｣

保健室を訪れる児童生徒の主訴､症状､要因等を把握するとともに､養護
教諭に求められている健康相談活動等の知識や技術の向上に資する｡

平成 13年10月初旬 (連続する6日間)

養護教諭がなるべく保健室に在室できる1週間 (6日間)を調査期間とす
る.調査はどの曜日から始めてもよいが､連続した1週間 (6日間)が望ま
しい｡
なお､祝日､その他､ある曜日が抜けた場合は､別の同じ曜日で補うこと
とする｡

(1)保健室に来室した児童生徒のすべてとする｡
(ただし､掃除当番及び月例体重測定は除く｡)
(》付き添いやともだち､仲間の付き合いで来室した児童生徒も含む｡
②グループ指導等で来室した児童生徒も含む.

(2)保健室外で秦護教諭が相談や個別指導を行った場合も対象とする｡
(例)相談室､職員室､体育館､廊下等で行ったもの

(I)保健室利用カード (様式 1) ･50枚配布 不足の場合は
各校で増刷り

(2)養護教諭の記録 (様式 2) ･150枚配布 してください｡

(3)学校基礎調査 (様式3) ･3枚配布

7.調査方法
(1) 整理番号について (調査の準備)

様式 1(保健室利用カード)と､様式2(養護教諭の記録)の整理番号は､あらかじめ通
番号を､必要と思われる枚数分記入しておく｡(枚数の不足は､増刷りをしてください｡)
なお､様式1(保健室利用カード)の番号と横式2(養護教諭の記銀)の番号は､必ず一
致させること｡

(2) 健室利用カー ド(様式1)の記入について
① 保健室に来室した児童生徒本人に記入させる｡児童生徒一人につき､一枚を使用する｡

② 記入が困難な場合は､付き添い者や上級生に記入を依頼するか､養護教諭が記入する｡

③ その他､保健室外の対応事例や保健室登校等､上記の①､②以外の場合は､養護教諭
が記入する｡

(3) 陵護教諭の記録(様式2)lの記入について

注)･保健室利用カード (様式1)を､記入した児童生徒一人につき､一枚の記入となる｡

ア 整理番号は､保健室利用カード (様式1)の番号と一致させること｡

イ 曜Elの棚は､該当曜日を○で囲む｡



ウ r1.来室児童生徒の記録の必要性｣について

(D 来室 した児童生徒について (様式2)｢凄譲教諭の記録｣の必要性の有無について回答
するもので､該当する番号に○印をつける｡

② 記入を必要としない場合とは､付き添い､連絡､お使い等､児童生徒が自分で処理でき
る単純なもの (計測､見舞い､借 り物､資料や本の貸借等)や児童生徒の自主的な委員会
活動等､養護教諭のかかわりを必要としない場合のことをいう.

③ 記入の必要ありの場合は､｢設問2 判断｣～｢5.対応時間｣まで記入する｡

エ ｢2 判断｣について
ここでは､養護教諭の ｢判断｣のみについて答えること｡(対応については､3.処置 ･
対応のところで答えることになっている｡)

① ｢21(I)救急処置の必要｣､｢2-(2)相談の必要｣､｢2-(3)指導連絡の必要｣の有無を養護教
諭がどのように判断したかについて.各項目の (あり､なし)の該当する番号に○印をつ
ける｡

② r必要あり｣の場合､2-(1)では､何の救急処置を必要と判断したのか､2-(2)では､何
の相談を必要と判断したのか､2-(3)では何の指導 .連絡を必要と判断したのか､各項 -

枠内から主な理由を二三選び該当する番号に○印をつける｡

③ 児童生徒に手当をさせる場合も,養護教論の指導により行 うものとして②と同様に取
扱うこと｡

信) ｢2←(4)その他｣は､児童生徒の主訴が不明であり､判断が囲難な場合や経過横森の事
または､ 2-(I)､2-(2)､2-(3)のいずれにも該当しない場合を記入する｡

オ ｢3.処置 ･対応｣について

の器 注苧諾い諾 警誓 言::雷雷b?露 話 芸iA/.T';5.｡fRlo,kfh''̀[る｡保健室登校への対)に記入する｡(複
回答可)

カ. ｢4.来室の背景｣について
(1) ① 児童生徒の主訴/来室理由の背景として考えられる要因の有無について回答する
ので､該当する番号に○印をつける｡
② rあり｣の場合､その背景として考えられる要因を枠内から選び該当する番号に
印をつける｡(複数回答可)

(2)(l)で､｢あり｣の場合､考えられる枠内の項目について､該当する番号に○印をつける｡
(複数回答可)

キ ｢5 この児童生徒への対応時間Jについて
対応に使った時間を記入する｡(時間は分に換算して記入のこと｡)

(4) 障校基礎調査票(様式 3)Jの記入について

ア 回答は､該当する番号に○印をつけるか､又は該当事項を記入する｡

ィ. 2 学級数､3 児童生徒数については､調査開始EIの数とする｡

ク. 10 の養護教諭の複数配置とは､常勤として勤務する養護教諭が2名以上ある場合をいう｡

エ_ 11 のスクールカウンセラーとは､文部科学省の補助事業として扱われているものをいう.

オ.(丑 12 は平成 12年 10月から平成 13年 9月未までに､学校で把握されている事例の
有無と人数を記入する｡
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(診 摂食障害については､過食症及び拒食症を含めたものとしている0

③ 精神疾患あるいは心身症については､医師の診断名をもとに保護者からの申し出を参考
にする｡

④ その他の項目は､学校の判断に委ねるC

カ 13 および14 については､教職員及び保護者の保健室利用に関する事項であり､15
については､保健室の施設 ･殴備に関する事項である｡

8.提出杏額

(1) 保健室利用カード (様式1) 6日間

(2) 養護教諭の記録 (様式2) 6日間

(3) 学校基礎調査 (様式3)
｢保健室利用カ-ド｣｢養護教諭の記録｣については､個人のプライバシーに十分留意
する｡I

9.碇出方泣及び提出期限

(I) 各学校長は様式1-3を整理番号順に並べ､各々まとめたものを一つの袋に入れ､各都
道府県教育委員会に10月26日 (金)までに提出する｡

(2) 各都道府県教育委員会は,各学校から送られてきたま劉j:開封せずに､学校保健全にすぐ
送付するo 提出期限 ･･･11月2日 (金)学校毎に番号を付すため､矧 ま絶対に開
封しないで下さい｡)

提出先 〒 105-(X氾1 東京都港区虎ノ門2-3-17虎ノ門2丁目タワー6轄
財EB法人 日本学校保健会



(様式1) (小学校用)

はけんしつりようか-ど

1.はいるときに､かきましょう｡○をつけましょうo

i#No.

2.いまは､なんのじかんですか｡

1.あさ 2.べんきようちゆう 3.やすみじかん 4.きゆうしょく.ひるやすみ

3.どうしましたかり (おもなものにひとつOをつけましょう))

( ) 1 けがやはなぢのてあて

( )2 きもちわるい あたまがいたい おなかがいたい

( )3 ねたい､やすみたい

( )4.なんとなく

( )5 くすりがほしい

( )6 せんせい､こまったことがあるのできいて (そうだん)

( )7.しんちょうやたいじゆう､しりょくなどはからせて

( )8.ねつはからせて､てあらい､うがい､つめきり

( )9 じしゆう､じかんつぶし

( )10 ともだちとのつきあい､つきそい

( )ll.おみまい

( )12.よばれたから

( )13.かかり､とうぽん､いいんかい

( )14.れんらく､うちあわせ

( )15.しりょうやはんをみせて

( )16 ともだちやせんせいとのおはなし

( )17.そのた (



(様式1) (中高生用)

保健室利用カード

1.保健室に入る人は､当てはまる所に○をつけてくださいd

1男 2 女

●
2.今は､何の時間ですか｡

1.始業前 2.授業中 3一休み時間 l4.給食 .昼休み

3.来室理由は何ですか｡(主な理由一つにOをつけてください)

1 出血やけがの手当 ( )10.友達とのつきあい､付き添い

2 体調が悪い (頭痛 ･腹痛 ･気持ち悪い)( )11 お見舞い

3 休養したい

4 なんとなく

5 薬がほしい

6 囲ったことがあるので相談したい

7 身長､体重､視力等測る

8 体温､手洗い､うがい､爪切り

9.自習や時間つぶし

( )】2 呼ばれたから

( )13 委員会活動

( )14 連絡､打ち合わせ

( )15 資料や本を見る

( )16 仲間や先生との話

( )17 その他(



(様式2) 発 議 教 諭 の 記 録

曜 日 月 火 水 木 金 土

1.来室児童生徒の記録の必要性 :

1 必要なし (付き添い､連絡､見舞い､借り物等で来室)

2 必要あり

r必要あり｣と答えた歩合は､次の r2.判断｣～ r5.対応時剛 まで取入してください｡

2.判断 :妓当する番号に必ずOをつけてください｡ (各枠内､主な理由を一つ連ぷ)
注) ここでは.｢判断｣のみについてお答えください｡

2-(1)救急処tの必要 (Ⅰあり 2 なし )

r必要あり｣の場合､何の救急処置ですか
1 胃腺症状 (腹痛を含む) 2 頭 痛 3 発 熱 4 かぜ 5 疲 労 6.不定愁訴
7,アレルギー 8_外科に関すること 9 眼科に関すること 10 耳鼻科に関すること
1 歯科に関すること 12 その他 ( )

2-(2)相談の必要 (I.あり 2 なし )

｢必要あり｣の鵠合､何の相談ですか
l発育 .健康 2 友人関係 3 異性関係 4 家族 ･家庭 5 クラブ･部活動
6 児童生徒会活動 7.学習 ･学業 8 進路等 9 その他の学校生活 10 アルバイ ト

1 けいこごと､塾等学校外活動 12 轟然とした悩み 13 その他 ( )

2-(3)緒準 ･連絡の必要 (1あり 2 なし )

｢必要あり｣の場合､何の指導 ･連絡ですか
1 連絡 2 打ち合わせ 3 委員会活動 4 生徒指導
6 手伝い 7 届け.証明等 8.その他 (

5 保偉 ･安全指導

2-(4)その他
1 判断が囲楚 2.蓮通常蕪 3 その他の内容 (

3.処置 ･対応 :併当する番号のすべてにOをつけてください.(複数回答可))
注) r2.判断｣に基づいて､実際に行った対応についてお答えください｡



4.来室 した背東 として考えられる項 目
嬢当する番号にOをつけてください｡

(1)背景要因 ()あり 2 なし )

r背景要因ありJの身合､それは何ですか
1 体の問題や体の悩み 2 心の開度や心の悩み
4.わからない 5 その他 (

3 体と心の問題や悩み
)

(2) 上記(I)に関して具体的に下記項目がBg連していると考えられる巷合､援当する番号にOをつけてくださ
い｡(複数回答可)

4.学習や進路に関する問堪 5.家庭環境 6_いじめ.友人関係
7,精神疾患あるいは心身症 (摂食障害を除く) 8.摂食障害 9,情緒障害
10.児童虐待 11.性に関する間項 L2_不明

5.この児童生徒-の対応時間 約 分



(様式3)

学校基礎調査票 (調査開始時点でお答えください)

1.校種別 1 ′ト 2.中 3 高 ★高校のみ

2 学級数 のうち､特殊学級数

3 児童生徒数

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合 計

男

女

計

4 健康相談活動を行 う相談室について

(り 保健室に付随した相歓喜の有無 ll･有 l2･無 【

(2) 保健室内の相談コーナーの有無 ll･有l 2･無 F
5 養護教諭の教育相談部 (係)に所属の有無 l l･有12･無 l

6 平成 12年10月～平成13年9月末Elまでに､養護教諭がかかわり､心の問題のために

岸陸続支援 した事例の有無及び児童生徒数 1 有 ( )人

7 現在､心の問題に対応 している児童生徒数 ･･･ 人

8 平成12年10月～平成 13年9月末日までの､｢保健室登校｣の有無及び児童生徒数

1有( )人
※8.における ｢保健室登校｣について
本訴査における ｢保健室登校｣とは常時保健室にいるか､特定の授業には出席できても､学校に
いる間は主として保健室にいる状態をいう.なお､保健室に隣接する部屋にいて､養護教論が主に
対応 している場合も ｢保健室登校｣とする｡

9 現在､対応している r保健室登校｣の児童生徒数 ･

10.義博教諭の複数配置の有無 ･････

1 人 l

ll･有 巨 無 l

･1･スクールカウンセラー- 置の有無 ････- ･･ ･･ll.有 巨 無 l

｢有｣と答えた場合 養護教諭との定期的な連絡 ･打ち合わせ等の会議の有無

ll･有l 2･無 l
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12 平成 12年10月～平成 13年9月末 Elまでに､下記項Elに該当する児克生徒の有無及び人数
(学校で把握できる範囲)

(》.摂食障害 1,育( 人) 2.無 ⑥,骨牌病 1.育( 人) 2.無

②.精神疾患 1.有( 人) 2.無 (9.心猿病 1_育( 人) 2,5

@.I.じ8.友人長集 1.育( 人) 2.無 ⑧.ぜんそく 1.有( 人) 2.無

伝).児亀虐待 1.育( 人) 2.無 @.アrt'-日通 1.育( 人) 2.無

⑤.糖尿病 1.育( 人) 2,無

⑳.その他 ( ) ( 人)

( ) ( 人)

( ) ( 人)

l▼ この一週間における教墳丘の保健室利用について (延べ人草)
(》 本人の体の閉居についての相談 ( )人
② 本人の心の問題についての相談 ( )人
③ 児童生徒の体の間周についての相談 ( )人
⑥ 児童生徒の心の閉居についての相談
(9 投薬等で用いる賢科 ･教材についての相談
⑥ その他

14 この一週間における保護者の保施主利用について (延べ人数)
(》 児童生徒の問題についての相談 (
② 本人の心や休の閉居についての相談 (
③ その他

)人
)人
)人

)人
)人
)人

15.保健室の施設 .設備について
(1)保健室の広さについて
ア 保健室の広さはどのくらいですか (おおよそ)
(Do5教室未満 ② 05教室 ③ 1教室 伝)1.5教室 ⑤2教室 ⑥25教室以

イ 保健室の広さについてどう思っていますか
①今の広さで良いと思っている ②今の広さでは狭いと思っている

(2)保健室の空所設備について
G)冷房設備 ( 1 有 2 無 )
② 暖房設備 ( L 有 2.無 )
③ 空気清浄装fE ( 1.有 2.無 )

(3) 保健室のパソコン牧丘について (私物は除く)
(》パソコンの有無 ( 1 有 2 無 )

r有Jの場合 その台数 ( )令
そのうち､インターネット･屯子メ-ルが使用できるもの ( )令



(4) 児童生徒あるいは教職員が資料を利用したり､学習するコーナーについて
( 1 有 2 無 )

(5) 休表のためのペット数 ( )台

(6) 電話について
( ) 有 2 無 )

｢有｣の場合その形態は (1 内線のみ 2 外線のみ 3_内外線両方 )

16.あなたは､21世紀の保健室にどのような機能を望んでいますか｡箇条書きで書いてください｡



この報告書は､本会が文部科学省の補助金より実施している ｢学校保健センタ-事業｣

のうち､下記の委員会において作成した｡

保健室経営検討委員会

平成 14年8月現在

委 員 長 三木とみ子 女子栄養大学教授

○副委員長 松野 智子 岩手県立盛岡北高等学校養護教論

副委員長 山田 澄子 神奈川県横須賀市立工業高等学校養護教諭

委 員 青木優美子 東京都世田谷区立中丸小学校養護教読

委 員 植田 誠治 茨城大学教育学部助教授

委 員 牛島三重子 東京都教職員研修センター指導主事

委 員 大帝 清二 大妻女子大学人間生活科学行動疫学研究部門教授

委 員 大津 順子 京都市立高野中学校教諭

○委 員 後藤ひとみ 愛知教育大学助教授

委 員 菅原 勲 埼玉県川口市立舟戸小学校校長

委 員 鈴木 浩 川崎市立大師中学校校長

委 員 関 ひろ子 東京都台東区立御徒町台東中学校養護教諭

委 員 高橋 朋子 茨城県日立市立助川小学校養護教諭

委 員 鳥山 初江 群馬県立赤城養護学校日赤分校教頭

委 員 中島 一意 (社)東京都教職員互助会三楽病院精神神経科部長

委 員 長橋美奈子 静岡県沼津市立第-小学校襲護教諭

委 員 橋口 幸子 千葉県立船橋東高等学校養護教諭

委 員 平川 俊功 埼玉県立総合教育センター指導主事

(○印 小委員長)

なお､本報告書の作成に当たり､文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課鯉康

教育企画室 健康教育調査官 田嶋八千代のほか､下記の方々から多大のご援助とご助

言をいただきました｡

戸田 芳雄 文部科学省スポーツ ･青少年局体育官

鬼頭 英明 文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課

健康教育企画室 健康教育調査宮

森光 敬子 文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課

専門官
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